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第一話　夫婦の初共同作業







「ううっ……二日酔いである」




　リサが導師を酒量で圧倒した翌日。

　二日酔いで苦しんでいる導師を横目に、俺は朝食をとっていた。

　昨日のうちに酔いは完全に醒さめたものだと思っていたが、さすがの導師でもあんなに飲めば二日酔いにもなるか。

「伯父様、これを教訓にお酒の量を抑えましょうね」

「いや、勝負でなければあんなに飲まないのである……」

　酒量のみならず、その後の体調でも導師はリサから敗北感を味わわされていた。

　二日酔いで朝食がほとんど食べられず、エリーゼから酒の飲みすぎを注意されている。

　どうやら、罰も込めてエリーゼから『解毒』の魔法はかけてもらえないらしい。

　こう見えて彼女は、生活習慣の乱れや不摂生に厳しい人なのだ。

　言い方は優しいが、強い意志をもって相手に反省を促す。

　だから、さすがの導師もなにも言えずに水をチビチビと飲んでいた。

　もう一方の当事者であるリサは、普段と変わらない様子で朝食を静かに食べている。

　彼女はやっとこの環境に慣れたようで、間に女性が入ればブランタークさんと目を合わせられるようになった。

　男性との会話はまだ無理だが、確実に進歩しているといってもいいだろう。

　しかし……前日に、あれだけのお酒を飲んだ人には見えないな。




「勝負は無事ついたってことで。それよりも忘れないでくれよ」

「そうだったな。明後日あさっては、エルの結婚式だものな」

　実は明後日、エルとハルカの結婚式がミズホで行われる予定であった。

　本当は、酒飲み勝負なんてしている場合じゃないんだが、それを導師に言っても無駄というかなんというか……。

　幸い、俺の『瞬間移動』があればミズホへでも当日飛んでいける。

　そのせいで導師が自重しないのかもしれないけど、そこは深く考えない方が幸せであろう。

「あのさぁ……ハルカさんが懸命に準備してたんだから」

「エルさん、明後日は楽しみですね」

「そうだね、ハルカさん」

「はい」

　ハルカって、エルの操縦が上手だな。

　いくら親友とはいえ、主君に文句を言う夫を、相手に気がつかれることなく、上う手まく他の話題に誘導してしまうのだから。

　ミズホナデシコってのは、みんなこんな感じなのだろうか？

「勿もち論ろん忘れてなんていないし、準備は万端だぞ」

　まあ、俺は当日運転手代わりに『瞬間移動』でミズホに飛んでいけばいいだけなんだけど。

「バウマイスター伯爵家側の準備をヴェルがしたのか？」

「いいや、ローデリヒとエリーゼたちが」

　俺にそんな時間があるわけがない。

　色々と多忙なのだから。

「だと思った」

「うるさい！　エルは当日になって『忘れてました！』とか騒がないよう、ちゃんと確認しておけよ！」

「了解」

　エルは完全に舞い上がっているようだが、ハルカがしっかりしているから問題ないであろう。

　そして何事もなく翌日、俺たちはミズホへと飛んだ。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「（う───ん、さすがはミズホ。日本の結婚式によく似ているな）」

「旦那、どうかしたのか？」

「いやね、変わった式だなってさ」

「確かに、あたいも初めて見るな」




　いよいよエルとハルカの結婚式当日。

　トンネル騒動からリサの件まで色々とあったのだが、その間にハルカが内助の功で予定どおりに面倒な準備を進めており、今日は晴れて結婚式本番というわけだ。

　ハルカは白しろ無む垢くに似たミズホ服……ほぼ着物だが、エルも紋付き袴はかまに似た格好で、神社と寺が融合したような場所で行われている。

　エリーゼなどからすれば完全に異教徒の結婚式なのだが、これはミズホ公爵家とバウマイスター伯爵家の繋つながりを深めるための結婚なので、彼女はそれに不満を述べたりはしていない。

　彼女の性格上、出席していたとしても口出しするような無粋な真似はしないであろう。

　そう、彼女は今日の結婚式には参加していない。いや、できなかったという言うべきか？

『ちなみに、妊婦に『瞬間移動』は駄目だからな、伯爵様』

『前になんとなく聞いたような。理由は知らないですけど』

『それはな……』

　これは昔から知られていることで、間違えて若い魔法使いがやろうとしてベテランが慌てて止める、というのが定番の光景らしい。

　流産と赤ん坊の障害になる可能性が高くなるとあれば、止めて当然か。

　『瞬間移動』とは、地味に怖い魔法である。

　同じく妊娠中のイーナ、ルイーゼ、カタリーナもお留守番。ヴィルマも彼女たちの面倒を見るため、バウマイスター伯爵領に残った。

　俺の今日のお供はカチヤ、テレーゼ、リサのみであった。

　テレーゼは、ミズホ公爵と知己なので久しぶりに会うために同行している。

　結婚式にあたって宗教の件ではホーエンハイム枢機卿も動いてくれていた。

　教会には異教徒など抹殺……とまではいかないが、強引にでも改宗させるべき、などという頭の固い神官もいる。

　そういう連中を抑え、お互いの宗教にケチをつけたり、強引な布教活動や改宗強要はやめましょうという秘密紳士協定をミズホ公爵家と結ぶために彼は奔走していた。

　そのため帝国やミズホ公爵家の宗教関係者とも知己になり、余計、次期総司教の最有力候補と目されるようになってしまったそうだが。

　そんな様々な人々の苦労もあって、今日の結婚式は無事行われているというわけだ。

　さて、主役のエルとハルカだが、今は供物を載せた祭壇の前に立ち、神官にお祓いのようなことをしてもらっている。

　その脇では、雅楽に似た楽器の演奏をする子供たちの姿も見える。

　さらに巫み女こさんみたいな若い女性が舞を舞っていたりと、本当に日本の神前式を見ているようだ。

　前世で、神前式を挙げた大学の同級生を思い出す。

　そのあとの流れも、ミズホ酒が入った杯さかずきを夫婦で交互に飲み合ったり、神官が神様に二人の結婚を報告し、お互いに準備した贈り物を交換させたりと、違う部分もあるが、日本の神前式に本当によく似ていた。




「それにしても、彼は大丈夫なのか？　ヴェンデリン」

　厳粛に式が進むなか、不意にテレーゼが俺に尋ねてきた。

　なにか不安でもあるのだろうか？

「彼？」

「あの妹に執着している兄君のことじゃ」

「タケオミさん？　彼はとても静かだけど」

　内心ではどう考えているかわからなかったが、ハルカの兄タケオミさんは親族席で静かに妹を見ていた。

　エルに視線を送る際、殺気が混じっているような気がしなくもないが、結婚式を邪魔するような気配はないので問題ない……問題ないはずだ。

「昨日の結納も、とても静かだったよな」

　カチヤの言うとおり、もう本当、植物並みに静かだった。

　時おりエルに殺気を送ってはいたけど、あれは自分を納得させるための行動なんだよ、きっと。

　それに、エルは適当に受け流していたからな。

「そうそう、問題ない」

　昨日、式に先立って、ハルカの実家フジバヤシ家で結納が行われた。

　エルが結納金を持参し、スルメ、カツオブシ、コンブ、酒、米などと共にフジバヤシ家に納め、事前に練習したとおり挨拶などもきちんとやっていた。

　ただ、帰る時に慣れない正座で足が痺しびれたのかちゃんと歩けなかったので、俺が肩を貸す羽目になってしまったが。

「特に問題なかったよな？」

「そうだな。あの兄貴、静かだったじゃないか」

　それにだ。タケオミさんは、内乱の功績で上士になったフジバヤシ家を継ぐ身だ。

　家同士の大切な結婚を、妹可愛かわいさで妨害するとは思えなかった。

「……」

「姉御も、まさかそんな子供みたいなことは……って言っているぜ」

「だよな」

　いくらタケオミさんが救いようがないシスコンでも、さすがにこの結婚を邪魔するほど愚かではないはずだ。

「テレーゼは心配しすぎだって」

「そうかのぉ……妾わらわの勘はよく当たるのじゃが、隠居で衰えたかの？」

　テレーゼの心配をよそに、無事にエルとハルカの結婚式は終わったが、それからすぐ、俺たちはタケオミさんの妹への過剰な執着を目の当たりにすることとなる。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「夫婦による初めての共同作業ですか？」

「はい。ミズホでは式を挙げた夫婦は必ず行う儀式なのです。これを夫婦でやり遂げると、二人は本当に夫婦になったと、周囲から認められるというわけです」




　結婚式が終わったエルとハルカに、年配の神官がお札ふだのようなもの数枚と、一枚の地図を渡していた。

「共同作業ですか？」

「はい、バウマイスター伯爵様。このお札を『ミズホ山環』に点在する祠ほこらに納めるのです」

　エルが受け取ったお札を一枚見せてもらったが、そこにはエルとハルカの名前の他に、色々な呪文みたいな文言、朱印もいくつか押されていた。

「お札ですか？」

「神にエルヴィン殿とハルカ殿が夫婦となります、と報告するためのお札です」

　これをミズホ盆地を囲む、ミズホ山環にある八ヵ所の祠に納める。

　八ヵ所全部に納めれば、二人は神も認める正式な夫婦になったということらしい。

「二人でお札を納めるのが共同作業なんだ」

「夫婦初の仕事というわけです。多少山道は険しいですが、ミズホではすべての夫婦がこの儀式を行っているので、難しいことではありません」

　山歩きは少しキツいけど、それができない人はさすがにいないレベルの儀式というわけか。

　八枚すべてのお札を、ミズホ山環各所の祠に夫婦で納めること自体が大切ということのようだ。

「どのくらいかかるものなんだ？」

「四、五日から、どんなに遅い夫婦でも一週間でしょうか？」

　カチヤの問いに、年配の神官が答えた。

　ミズホでは、新婚の夫婦はこの儀式を必ずやるので、最低一週間休みを取るそうだ。

　『ミズホ山環』は、ミズホ盆地を囲む長大な環状の山脈であり、そこに点在する祠八ヵ所を回るのだから時間がかかって当然というわけか。

「一週間、野宿ですか？」

「それはないです。ミズホでは常に祠にお札を納める新婚夫婦がいますので、すべての祠の近くには宿がありますから」

「商売熱心だな」

　巡礼と新婚旅行が合体したような儀式というか行事なのか……。

　それを見越して、祠近くで商売をしている人もいると。

　新婚夫婦の祠巡礼も経済に組み込んでしまうとは、ミズホ人は商売熱心だなと俺は思った。

「せっかくの夫婦水入らずなので、ちゃんとお札を納めるのであれば、その道中旅路を楽しんでも罰は当たりますまい。ミズホの神は寛容なのですよ」

　なるほど。

　宗教が緩い部分も、ミズホは日本に似ているな。

　これが教会だったら、旅行気分になどなれないような厳しい儀式にしてしまいそうだ。

「じゃあ、エルとハルカは一週間のお休みだな。日数が余ったら、王都で買い物でもしたら？」

「いいのですか？　お館やかた様」

「いいんじゃない？　新婚の時くらい」

　ハルカが申し訳なさそうに聞いてくるが、これからミズホと仲良くなろうというのにミズホの風習を無視するわけにはいかない。

　それに、バウマイスター伯爵家はブラック企業じゃないしな。

　家臣に、新婚旅行くらいは普通に行かせるさ。

「それよりも、何日も山道であろう？　準備が必要なのでは？」

　テレーゼが、準備は怠るなよとエルとハルカに忠告した。

　確かに、山歩きなのでそれなりの装備は必要だ。

「そうだな、テレーゼ様の言うとおりだ。山道を歩くのに必要な装備とか、着替えとかもいるか。宿があるから、野営の準備はいらないはずだ」

「そうですね。必要なものは実家から借りませんと」

「いいのか？　ハルカさん」

「頻繁に使わないものは、貸し借りするのが普通だそうです。兄様も、そういうものは実家で借りればいいと仰おっしゃってくださいました」

「それもそうだな。こういう時にしか使わないものを購入しても、結局物置の肥やしになってしまうから。借りられるなら借りた方がいい」

　タケオミさんも、遂ついにエルとハルカの結婚を認めたようだな。

　結納の時も、結婚式の時も静かだったから、もう二人の邪魔をする心配はないか。

「じゃあ、あとは二人で準備して、フジバヤシ家から出発すればいいさ」

　本当は見送りたいところなんだが、俺も忙しい身。

　ローデリヒが色々と予定を入れているからな。

　結婚式も無事に終わったので、一いっ旦たんバウマイスター伯爵領に戻り、一週間後に儀式が終わった二人を迎えにくればいいだろう。

「終わったら、魔導携帯通信機で知らせてくれ」

　エルとハルカにそう伝えると、俺たちは急ぎ『瞬間移動』でバウマイスター伯爵領へと戻るのであった。




「えっ？　あの二人だけだと危険？　どうしてテレーゼはそう思うのかな？」

「いや、妾が思うにあの兄君は危険じゃぞ。リサもそう思っている。のう？」

「はい」

「あれ？　でも結婚式の時は？」

「最初はさすがに……と思っていたそうだが、段々と不安になり、今は確信しているそうじゃ。のう？　リサ」

「はい」

「えっ！　そうなの？」

　『瞬間移動』でバウマイスター伯爵領に戻るや否や、テレーゼが、このままエルとハルカだけで儀式に行かせると危険だと言い始めた。

　リサも同意見らしく……そういえば、初めてメイクをしてない彼女の声を聞いたような……『はい』だけだけど……。

　元公爵閣下と、凄すご腕うでの魔法使い兼冒険者の懸念か。

　念のため、ここは詳しく聞いておいた方がいいかも。

　なにも起こらないとは思うけど……。

「結納でも、結婚式でも、タケオミさんは静かにしていたじゃないか」

　いくらタケオミさんがシスコン兄貴でも、エルとハルカの結婚を邪魔するとは思えない。

　二人の結婚は、バウマイスター伯爵家とミズホ公爵家を繋ぐ大切なものなのだから。

　それを邪魔したらフジバヤシ家どころかミズホ公爵家の面目も丸潰つぶれで、最悪タケオミさんの責任問題に発展すると思うのだが……。

「普通はそう考えるが、なにしろあの兄君は妹に対し過剰な執着を持っている。ヴェンデリンはちと認識が甘いような気がするの」

　俺もこの世界で、彼ほどのシスコンは見たことがないが、テレーゼの言い方はちょっと大げさなような気がする。

「そんな露骨に邪魔したら、責任問題になると思うぞ」

　ミズホ公爵とか、もの凄すごく怒りそうだよな。

「ゆえに、露骨に邪魔しなければいいのじゃ。ミズホならどの夫婦でも必ず行う巡礼。では、もしこれが失敗したら？」

「失敗なんてするのか？」

　神官は、誰でも成功させられるって言っていたじゃないか。

「それにしても、必ずというのはおかしかろう。お札の紛失、夫婦のどちらかが怪我や病気で断念、その実、結婚を望んでいなかった、などなど。日数がかかるというのも気になる。結婚式後、その二人が夫婦になることに不都合が出た場合、この巡礼を利用するということも考えられないか？」

「巡礼に失敗したので、この結婚は神に祝福されていないのでしょう。この結婚はやめた方がいいのでは？　という風に解釈できる？」

「そんなところかの」

　もし、そうだとしてだ。

　エルとハルカの結婚がなくなった方が都合がいいなんてことはない。

　二人は相思相愛だし、バウマイスター伯爵家とミズホ公爵家双方に利がある。

　そこで、タケオミさんが密ひそかに巡礼を妨害し、この結婚は神に祝福されていないから中止しましょうという風に持っていく。

　あくまでも、神様のせいで巡礼に失敗したんですと、周囲に思わせるわけか。

　妹の結婚を阻止するため、神まで利用するのか。

　さすがは生粋のシスコンだな。

「という可能性をリサが言っておった」

「はい」

　俺に返事くらいはできるようになったリサであったが、やはり話が長くなるとテレーゼが通訳をすることになる。

「その地方の大切な風習を利用し、自分の思うがままの結果にしてしまう。たまにあるそうじゃ」

　この世界には、神様の祝福だの祟たたりだの、そういう曖昧なものを信じている人も多い。

　もし儀式が失敗してしまえば、不吉なので無理に結婚させない方が、という意見が多く出て、ミズホ公爵も無視するわけにいかなくなる。

　両家の繋がりは、他の婚姻でいいのでは？　となるわけか。

「他の婚姻とは、すなわちヴェンデリンにミズホ公爵家の娘が嫁ぐとかじゃな」

「それはあかんでぇ───！」

　思わずエセ関西弁になってしまった。

　なにかあるとオフィシャルな理由をつけて、俺の嫁を増やすのはやめてくれ！

「こうなったら、タケオミさんの野望は俺が打ち砕く！」

「それしかあるまい」

「ハルカが可哀かわい想そうだからな。あたいも手伝うぜ」

「私も」

　というわけで、俺たちは再び『瞬間移動』でミズホ公爵領へと戻るのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「タケオミ様、気合入っていますね。どこかに修行でしょうか？」

「修行か……修行みたいなものではあるな。さらに戦いのようなものでもある」

「誰と戦うのですか？」

「強いて言えば、運命かな？」

「はあ……」




　昨日、私は夢を見た。

　まだ小さいハルカが、私を『兄様』と呼び、全力で走りながら懸命についてくる夢だ。

　思えばハルカはお兄さん子で、いつも私を慕ってついてきてくれた。

　私に倣って剣を学ぶや、めきめきと上達し、その腕前は女子には狭き門である抜刀隊に入隊するまでに至った。

　そういえば少し前に『嫁に行かず、抜刀隊でお兄様と一緒に頑張る人生もいいかもしれません』と言っていた。

　変な家に嫁いで、自分の剣術がヘッポコなくせにハルカに嫉妬するような旦那に苦労するくらいなら、一生剣の道を追いかけるのもいいと思ったものだ。

　どうせ私は次のフジバヤシ家当主になるのだから、ハルカが家に残ると言えば、責任を持って一生面倒を見よう。

　そこまで考えていたところに、あの男がやってきた。

　バウマイスター伯爵の親友にして家臣で、あっという間にハルカの婚約者となってしまったエルヴィン。

　確かに剣の才能はあるし、努力は惜しまない男だが……駄目だ！　奴には軽薄な部分があって真面目なハルカには似合わない。

　結局、結婚式までことが進んでしまったが、まだ希望はある。

　夫婦初の共同作業であるお札納めの巡礼。

　ミズホではこれに失敗すれば、たとえお館様の一族でも結婚は中止となってしまう。

　これを利用して、ハルカの結婚を阻止するのだ。

「タケオミ様、往生際が悪いですよ。と、カエデは思うのです」

「しゅ、修行で往生際が悪いとか、そういうのは関係なかろう」

「カエデは小さい頃からタケオミ様をよく見ているので、その企たくらみもわかってしまうのです。同じ女として言わせていただければ、ハルカ様は喜んで嫁入りするわけですし、それを邪魔してしまえばタケオミ様は、ハルカ様から死ぬまでゴミクズ扱いだなと、思う次第なのです」

「ごっ！　ゴミクズ扱い……それは……くっ！　そんなことはしないぞ！　そもそもなにが小さい頃からだ！　カエデは今も小さいじゃないか！」

「そうですか？　カエデは、同年代の女の子よりも育っている方ですよ。確認しますか？　胸とか結構成長していて……」

「するか！」

　クソッ！

　カエデの奴……どうしてこいつは昔からこんなに鋭いのだ！

　まだ十二で、子供のくせに！

　というか、内乱の功績でやっとこさ上士になれたフジバヤシ家とはいえ、その分家の娘の分際でたまにだが私に厳しいことを言うし、そういう時は両親も、ハルカも、他の親族たちも、みんなカエデの味方をする。

　そんなに私は、剣術以外では頼りない駄目な男だと思われているのか？

「今回のハルカ様とエルヴィン様の結婚、反対なのは、ハッキリ言ってタケオミ様だけですよ。ここは素直に祝福しましょうよ。妨害なんてもってのほかですとも」

「妨害なんてしない。今回は修行に出かけようと思っただけだ」

「ミズホ山環にですか？」

「偶然だ！　険しい山道で修行したいだけだ！」

「ハルカ様とエルヴィン様が、大切な巡礼に出かける日に出発ですか？」

「偶然だ！　たまたま私の修行したいなという気持ちが高ぶった日と同じだっただけだ！」

「本当でしょうか？」

　いつもこうだ。

　私は、十近く年齢が下のカエデに翻ほん弄ろうされてしまう。

　カエデは、剣術はからっきしだが頭の回転が速いので、私は彼女に言い争いで勝ったためしがないのだ。

「とにかくだ！　ちゃんと抜刀隊から休暇の許可は貰もらっている。私の道を阻む者はいないのだ」

　数日待ってくれと言われたが結局許可は出たし、あとあと仕事が厳しくなるが、これも可愛いハルカのためだ。

　見ているがいい。

　必ずや、私は二人の結婚を妨害してやる！

「というわけで、私は修行の準備も万端なのでな。すぐに出かけるから、カエデに構っている暇はないのだ」

　ふふん、さすがのカエデも旅支度までは整えておるまい。

　なにしろ私は、家族全員に隠しながら密かに準備を進めていたのだから。

　……バレると、父も母も、親戚たちもみんなうるさいからな。

「では、私は出かけるぞ」

「偶然ですね。実は、私も修行に出かけることにしたのです。私は剣の腕前がイマイチ。修行が必要かと。あっ、準備はちゃんと整っていますよ。行き先は、ミズホ山環で……偶然ですね！　タケオミ様、一緒に行きましょう」

「……」

　私の水も漏らさぬ計画が漏れていただと！

　カエデの奴、私についてきて策を阻止するつもりだな！

　クソッ！

　私の策はいきなり大きく躓つまずいてしまった。




　だが、必ずやハルカとエルヴィンの結婚を阻止するのだ！





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ほほう、随分とデカいお札よな。こんなものも作ってもらったのか」

「いやあ、エリーゼたちが是非にってね」

「ヴェルたちも巡礼するのか？」

「お札を納めてきてほしいんだってさ」

「エリーゼ様たちは妊娠中で、ミズホ山環を歩くのは難しいですからね。巡礼で納めるお札はご利益も期待できますから」

「エリーゼって異教徒なんだが……それでも夫婦円満の験げんを担ぎたいわけか。ヴェル、浮気でもしたのか？」

「するか！」

「なにをもってして浮気とするか。今のヴェンデリンには難しいところじゃがな」




　テレーゼとリサの懸念に賛同した俺は、テレーゼとリサ、カチヤにヴィルマを伴いエルとハルカの夫婦巡礼に飛び入りで合流した。

　ローデリヒに事情を説明したら、エルとハルカの結婚が潰れてしまっては一大事と、すぐに休暇をくれた。

　これは休暇なのか仕事なのか、判断が難しいところだが、巡礼が終わると俺は暫しばらく忙しくなる予定だ。

　そんなわけで俺たちもミズホ山環を巡礼して回るわけだが、主目的はタケオミさんの妨害行為を阻止することである。

　本当は、エルたちに見つからないよう行動できればいいのだが、常に付かず離れず見つからないよう移動しつつ、タケオミさんからの妨害行為にも備える、というのは極めて難しい。

　それに、そんなハードルが高い隠密作戦を実行すると、おそらくだが俺たちは宿にも泊まれなくなってしまう。

　そこで、俺たちも夫婦巡礼をすることにしたのだ。

　もうすでにどこかから、エルとハルカを窺うかがっているであろうタケオミさんに対し、あえて俺たちの姿を晒さらすことにより、彼を牽けん制せいする狙いもあった。

　唯一の誤算は、急ぎミズホの神官に頼んだ大きなお札であろう。

　通常のお札の四倍近い大きさである。

　お札には夫と妻の名が書かれるが、俺の場合、奥さんの数が多いので自然とお札が大きくなるのだ。

　俺には読めない文言や朱印もそれに比例して増加するそうで、本当はもっと大きなお札にしなければいけないところを、巡礼で持ち歩くには不便ということで、これでもコンパクトに纏まとめたらしい。

　そう神官は言っていたが、その分お札はえらく高額だった。

　神官さんの手間賃は、相手の資産により上下する、というやつなのであろう。

　本来お札に値段はないのだが、そこは御朱印の初穂料と同じで、相場はあるわけだ。

「（妨害といっても、タケオミさんの行動はかなり縛られるからな）」

「（ハルカに妨害行為がバレてはいけない）」

　ヴィルマの言うとおりで、タケオミさんが巡礼を妨害するところをハルカに見られでもしたら、彼は、尊敬できる兄という妹の評価を失ってしまう。

　彼女にバレないよう、つまりエルにもバレないように巡礼を阻止しなければいけないというわけだ。

「（それなら余裕かな？）」

「（そう甘くはあるまいて。リサもそう言っておるぞ）」

　今もこちらを窺っているであろうタケオミさんは、ハルカにその存在を知られてはならない。

　だが、別に二人を襲撃する必要もないのだ。

　簡単にいえば、八枚あるお札のうち一枚でも祠に納めさせなくすれば、それだけで目的を達成してしまうのだ。

「（要警戒じゃの）」

「（気配が感じられない……）」

　俺、テレーゼ、リサの三人は『探知』でタケオミさんの気配を探ってみるが、彼は元々魔法使いではない。

　最初の祠へと続くミズホ山環の山道には、思っていた以上に巡礼目的のカップルが歩いていて、その中からタケオミさんを探すのは難しかった。

「（ほぼ巡礼の夫婦ばかりの状況で、ボッチでいる寂しい奴を探せばいいんだ）」

「（旦那、言い方に棘とげがないか？）」

　ふっ。

　せっかく結婚式を挙げた夫婦の最初の共同作業を妨害する人物など、ボッチで寂しい奴扱いで十分だ。

「（それにしても……かなり遠方まで探っても一人の反応がないな）」

「（タケオミさんは抜刀隊に選ばれるほどの達人。気配を消すのに長たけているはず）」

「（魔法使いの『探知』には警戒しているはずだから、かなり遠くでこちらを窺っているのかもしれないぜ）」

　それもそうか。

　俺たちの存在を知って、警戒なしに近づくような真似はしないよな。

「（ただ一瞬で、お札を一枚駄目にすればいいのじゃ。油断は禁物じゃな……と、リサが言っておる）」

「（確かに……）」

　一瞬の隙すきがすべてを台無しにしてしまう。

　実は、結構難しい任務なのか。

　まあいい。

　とにかく俺たちは殊更存在感をアピールし、タケオミさんの野望を防げばいいのだから。




「ヴェル、お前らはなにをゴチャゴチャと話しているんだ？」

「いやあ、お札をちゃんと納めないと留守番のエリーゼたちが怒るかなってさ」

「エリーゼ様たちは妊娠してしまったので、みなさんにお札を託された。無事に巡礼が終わるのか心配なのでしょうね」

「うん、そんなところ」

　まさか、実の兄に巡礼を邪魔されるかもしれないという状況を知らないハルカを上手く誤魔化しつつ、俺たちはタケオミさんを警戒しながら、最初の祠を目指して山道を歩き始めるのであった。





第二話　妹よ！　妨害行為本番







「ふふふっ、これはとんだ怪我の功名だ」

「しまったなのです。カエデはついてこない方がよかったです」




　ハルカとエルヴィンの巡礼を妨害すべく、私は二人を尾行し始めた。

　ところが、そんな二人に合流するバウマイスター伯爵一行の姿を確認してしまう。

　どうやら、私の企たくらみに気がついた……間違いなく元フィリップ公爵様であろう。

　あの方なら気がついて当然か。

　ところが変装していた甲か斐いもあって、彼らは私を見つけられなかった。

　もう一つ、バウマイスター伯爵たちには誤算がある。

　彼らは私が一人で妨害工作を行うと考え、人ひと気けのないポイントで一人だけで自分たちを窺うかがう反応を『探知』していた。

　ところが、今の私はカエデと二人。

　巡礼の夫婦に変装し、あまり離れなくても尾行できたのでバレていなかったのだ。

　最初、カエデがついてきた時にはただ嘆くしかなかったが、今では神の思おぼし召しだと思える。

　やはりハルカとエルヴィンの結婚は、神に祝福されていないのだ！

　そうだ、きっとそうに決まっている！

「そんなわけないじゃないですか」

「冷静に否定するな！」

「駄目ですよ。あの二人、楽しそうじゃないですか」

　確かに、ミズホ山環を歩きながら楽しそうに話をしているな。

　似合いの夫婦……じゃない！

　ハルカは、私と一緒に剣の道を歩んでいくのだ！

「ハルカ様の結婚は妨害しておいて、自分は跡取りだから結婚するのですね。タケオミ様の二重規範ぶりにカエデは驚きょう愕がくです。人でなしですね」

「ぐはっ！」

　カエデの奴め……相変わらず言いたい放題だな……しかも言い返せない。

「私も一人を貫く」

「そんなの無理ですよ。第一、タケオミ様は私を側室にしなければ駄目なのですから」

　最近、父も母も親戚たちも早く結婚しろとうるさく、勝手に水面下でお見合いの準備までしている。

　フジバヤシ家は上士になったので、新参上士家としてはしかるべき家から正妻を迎え入れなければならない。

　一方、カエデの父……私の叔父でもあるが、彼の分家にはカエデしか子供がいない。

　そこで、私とカエデの子が分家の跡取りとして期待されており、だから父も母も親戚たちもみんなカエデに甘いのだ。

　カエデの方が、常に正論を言っている風に思われているのもあるか……。

「とにかくだ！　私は必ずや志を成就してみせるぞ！」

「できますか？　あの厳重な警備陣を掻かい潜くぐって」

「……」

　戦って勝たねばならないわけではないので、エルヴィンとハルカの二人くらいならいくらでもやり様があるというのに、バウマイスター伯爵たちもいるとは……。

「もう諦めて合流しましょうよ、タケオミ様」

「合流なんてしてどうするのだ？」

「タケオミ様とカエデが、婚約報告のため巡礼をしているんです、って」

「婚約してないだろうが！」

　確かに、中には婚約の段階で巡礼を行う熱心な信徒もいる。

　あとは、結婚して数年目、数十年目の記念で巡礼をし、その夫婦が死ぬまで添い遂げられるよう願をかけたりとか。

　山道を歩く巡礼のカップルの中には、実際にかなり年配の夫婦らしき姿もあった。

　だが、私はそんなに熱心な信徒でもないし、カエデとはまだ婚約なんてしていないのだ。

「どうせ時間の問題なので。カエデが十五歳になって、もっと体が成長したらタケオミ様に嫁ぎますからね」

「ううっ……」

　カエデを側室にして、分家を継ぐ子供を作る。

　これはかなり前から、父、母、親戚たちに言われていた。

　正妻を他の上士の家から受け入れる件もあるし……いや、とにかく今はハルカの結婚を阻止するのが大切だ！

「そんな話をしていたら、最初の祠ほこらに着いたぞ」

　前方にいるハルカとエルヴィンが祠の前に立ち、二礼、二拍手、一礼をしてから、祠の奥に設置された木製の箱に最初のお札を入れようとしていた。

　早速、仕掛けるか。

「バレますよ、タケオミ様」

「甘いな、カエデ。私はハルカの兄。年の分、色々と特別な技を習得しているのだよ。『作戦その一！　納めようとしたお札が、突然の風で飛ばされてしまったわ！』」

　これは本来、魔刀を使用する技である。

　空気の塊をまるで突風のように飛ばし、相手の気勢をそぐ。

　しかし、魔刀を使用すればハルカたちに気がつかれてしまうので、普通の刀でこの技を行う。お札が空に舞い上がる程度の威力があれば十分なのだから。

「成功だ」

　私のハルカへの思いが天に通じたようだな。

　小さな突風に見せかけた空気の塊が、ハルカたちに勘づかれることなく、木箱に納めようとしたお札を上に舞い上げた。

　この標高の山道だ。上空には常に風が吹き荒れており、お札を遠くに飛ばしてしまうはず。












　まさか一ヵ所目で成功するとはな。

「作戦は無事成功したな」

「あのぅ……タケオミ様」

「どうした？　カエデ。説教なら聞かんぞ」

「作戦は失敗ですよ。ほら」

　なんと、上空に舞い上がったお札が遠くに飛ぶ前に、バウマイスター伯爵の妻の一人、やたら元気そうな、髪を二つに結った少女が勢いよくジャンプしてお札を掴つかみ取ってしまったのだ。

「なっ！」

「あの人、いい反射神経してますね。この方法だと難しいのでは？」

「次の作戦を考える……」

　まだまだ時間はたっぷりあるのだ。

　必ずや巡礼を失敗させ、ハルカとエルヴィンの結婚を阻止してみせる。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「エルヴィン、気をつけろよな」

「すまん、ここは山の上だから風が強いんだな」

「そうですね。これからは気をつけませんと」

　一ヵ所目の祠において、エルとハルカが納めようとしたお札が風に飛ばされそうになるアクシデントが発生したが、カチヤが素早くジャンピングキャッチしてお札の損失を防いでくれた。

　さすがは、ルイーゼに次いで反射神経に優れたカチヤである。

「……」

「（どうかしたのか？　リサ）」

　考え込むリサに、テレーゼがその理由を小声で問い質ただしていた。

「（そうか……もう妨害に入っているわけじゃな。魔法なら妾わらわたちも気がつくはずなので、これは魔法を用いない技での妨害というわけか……『探知』できないのは辛つらいが……物理的な妨害ならば防ぐことは不可能ではないの）」

　どうやらリサは、お札を飛ばした突風はタケオミさんの妨害工作だと確信しているようだ。

　彼がどこにいるかわからず、『探知』も難しいというのであれば、俺たちがその都度妨害工作を潰つぶしていくしかない。

「（あと七ヵ所だ）」

「（なんとかなるって。大したこともできないだろうし）」

　カチヤの言うとおり、まさか俺たちを襲撃してお札を奪うような真似はできないのだから。

「ヴェル、どうかしたのか？」

「なんでもないさ。それよりも、次はお札を飛ばされるなよ」

「わかったって」

　俺たちは、次の祠を目指して徐々に険しくなっていく山道を進むのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「二ヵ所目の祠に到着か。今度こそは……」

「もうネタ切れってことにしましょうよ。往生際が悪いですよ。男の風上にもおけない？」

「カエデ、お前、本当に言いたい放題だな……」




　ハルカとエルヴィンが次の祠に到着した。

　二ヵ所目の祠は、実は二つある。

　一つ目は体力がない老夫婦でもお札を納められる普通の祠で、もう一つは巨岩の上に建っている祠だ。

　若い夫婦は体力もあるので、巨岩の上にある祠にお札を納めた方がいいらしい。

　巨岩を上る苦労の分、ご利益もあるとされているのだ。

「詳しいですね、タケオミ様」

「調べたからな」

　私は結婚したことがないので祠の情報など知らなかったが、抜刀隊には既婚者も多い。

　世間話と称し、情報を聞き出すなど容易なことだ。

「それで、また突風ですか？」

「今度はこれだ」

　私はカエデに、小さな小石を見せた。

「抜刀隊秘儀、投石術」

　戦において、投石は非常に有効な戦術だ。

　投げる石は調達が容易で、遠方から攻撃でき、しかもそれなりの大きさのものが敵に命中すれば簡単に戦闘力を奪える。

　抜刀隊でも重要視されており、私も投石術の鍛錬を続けていた。

　そして投石術とは、なにも相手の戦闘力を奪うのみではない。

　小石を飛ばして遠くのものを動かし、敵の興味をそちらに向ける。

　遠方に仕掛けた罠わなに石をぶつけ、離れた場所から起動させるなど、使い道も多い。

　投石の命中精度を極めた私にかかれば、祠を目指して巨岩を上るエルヴィンの手に落石に見せかけた小石をぶつけ、その手に持つお札を落とさせるなど造作もないこと。

　祠の背後には切り立った岩の壁があり、たまに落石もあるので上う手まくやればバレるはずがないのだ。

「そして、大切なお札は風にでも飛ばされて行方不明というわけだ。バウマイスター伯爵たちも表向きはお札を納めているであろうから、一緒に巨岩を上るはず。つまり、先ほどみたいに阻止はできないはずだ」

「……」

「どうした？　カエデ。私の策に問題点でも？」

「いやあ、希望的観測のみに基づいた、穴だらけの策だなって思ったのです」

「ぐはっ！」

　カエデ、相変わらず容赦のない奴め……。

「私の投石術は……」

「なんか、それ以前の問題みたいですよ。ほら」

　カエデが示した先には看板が立っており、それにはこう書かれていた。

「なになに……『先日、巨岩上の祠が落石で壊れました。修復が終わるまでは下の祠にお札を納めてください』って！　妨害できないじゃないか！」

　なんという不運！

　ハルカとエルヴィンが巨岩上の祠まで上ってくれなければ、『作戦その２、突然上から石が落ちてきて、お札を落としてしまい、さらに風で飛ばされてなくなってしまった！』が実行できないのだから。

「そのままの作戦名ですね、捻ひねりもまったくなく。というか、今日はもう諦めるしかないですよ」

「三番目の祠は遠かったな」

　普通、初日は二番目の祠までで終える夫婦が多かった。

　三番目の祠までは距離があり、途中、宿などもないからだ。

　今夜は、この二番目の祠近くに数軒ある宿に泊まって明日に備えるはずだ。

「まあいい。明日こそ私の野望は成就するのだ！」

「それはそうと、宿を取らなくていいのですか？」

「当然、宿は取るさ」

　修行ではないし、それに、宿に泊まるであろうハルカたちの監視も必要だからな。

　私たちは、急ぎハルカたちが入ったのと同じ宿に向かい、すぐに部屋を取る。

　ところが……。

「二部屋ですか？　えっ！　巡礼の夫婦なのにどうして？」

「ですよねぇ。うちの旦那様、ちょっと恥ずかしがり屋さんで巡礼が終わるまではって思っているんですよ」

「巡礼のお客さんが多いので、一人一部屋はご遠慮願いたいかなと。他の宿でも断られるでしょう」

「……」

　まさかここで、カエデと夫婦のフリをしたことで思わぬ事態が発生するとは！

　いくらカエデが子供とはいえ、未婚の男女が同じ部屋で寝るだと！

　そのような破廉恥なことは！

「同じ部屋で寝るだけじゃないですか。第一、巡礼の夫婦だって宿に泊まってそんなことはしませんよ」

　新婚とはいえ、巡礼が終わって、初めて本当の夫婦という扱いだからな。

　ハルカもまだ清い体のまま。

　巡礼が終わるまで一安心……。

「できんぞぉ───！　あのエルヴィンなら、そんな決まりクソ食らえとかなりかねん！」

「うるさいぞ！　静かにしろ！」

「あっ、うちの旦那様がすいません。タケオミ様、騒ぐと隣の部屋に迷惑ですよ。明日に備えて早く寝ましょうね」

「……」

　俺は子供か！

　ちょっと妹の心配をしただけだというのに、隣部屋の奴め、なんと心の狭い！

　とにかくだ。

　一日でも早くハルカをエルヴィンの魔の手から救うべく、私は次の日に備えて寝ることにするのであったが……。

「この宿、布団代をケチっているんじゃないのか？」

「さあ？　タケオミ様、こうして一緒の布団で寝るなんて、カエデが三つの時以来ですね」

「そうだったか？」

　なんたる記憶力のよさ。

　あの頃はカエデもハルカの子供の頃と同じくらい可愛かわいかったというのに、今ではこの有様……とにかく今は余計なことを考えず、明日に備えて寝てしまおう。

「タケオミ様、温かいです」

「くっつくな！」

「いいじゃないですか。くっつかないと、布団からはみ出てしまうのですよ」

「……」

　まったく、カエデの奴がすぐ擦り寄ってくるので初日はあまり眠れなかったではないか。
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「リサ、寝不足か？」

「フトンという寝具に慣れんそうじゃ」

「姉御は繊細だな。あたいは全然大丈夫だった」

「カチヤにその手の心配はない」

「それは、ヴィルマもだろうが」

「私は狩人、野営だろうが、どこでも眠れるのは当たり前。それよりも、食事のおかずが貧相だった」

「山中だから仕方がないだろう。なあ？　ハルカ」

「山の上の宿なので、運び込める食材に限りがありますし、巡礼中は肉と魚は出ませんよ」

「儀式中だから、生臭厳禁みたいなものか」

「そんな感じですね、お館やかた様」
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　巡礼二日目、バウマイスター伯爵たちは楽しそうに話をしながら第三の祠を目指して歩いていた。

　やはり、お札を懐に仕舞っている歩行中は隙すきがないな。

　昨日考えた作戦どおり、第三の祠、ここで大きく勝負をしかけよう。

「切り札なんてあるのですか？」

「ある。今朝、呼んでおいたのだ」

　軽く口笛を吹くと、どこからかやってきた鳥が私の腕に止まった。

　ミズホでは魔導携帯通信機、人間の足に次ぐ第三の通信・伝令手段であるミズホツバメ。

　当然、各家臣家でもその飼育が熱心に行われており……飼育自体とレースが目的で趣味にしている者も多かったが……上士になる前のフジバヤシ家でも、有事に備えて優れたミズホツバメが飼われていたのだ。

「勝手に『迅じん雷らい号』をこんなところに呼び出して、あとで旦那様と奥様から叱しかられますよ」

「構わん。事が成就すればな」

　あとで父と母から叱られようとも、この迅雷号が私の策を成功させてくれればそれでいい。

「ちなみに、その策ってどんなものなのでしょうか？」

「ふふふっ、『作戦その三、祠にお札を納めようとしたら、突如鳥に札を攫さらわれてしまったわ』だ」

　まさか、鳥にお札を奪われるとは思うまい。

　さらにいえば、巡礼中は殺生禁止である。

　お札を鳥に奪われたからといって、撃ち落として殺してしまえば、その時点で巡礼は失敗というわけだ。

「なんという素晴らしい策。今度こそ成功するであろう」

「それはどうでしょうか？」

　相変わらず疑うたぐり深い奴だ。

　だが、迅雷号はそれなりに名の知られた名ツバメ。

　必ずやハルカとエルヴィンの隙を突き、お札を奪ってくれるはず。

「行け！　迅雷号！」

　迅雷号に命令すると、さすがは優秀なツバメ。私の命令を理解して一いっ旦たん上空へと飛び上がり、三ヵ所目の祠に納めようと、エルヴィンが懐から取り出したお札に向かって急降下を始めた。

　あの素早さなら、必ずや作戦は成功する……。

「なっ！　なぜ途中でやめる！　迅雷号！」

　なぜか迅雷号は急降下を中止して、その場から飛び去ってしまった。

「一体、なにが……」

「あのお団子頭の女の子ですね。今、一瞬、すげえ威圧感が出ていましたから」

　バウマイスター伯爵の妻の一人、優れた狩人と聞くヴィルマ殿か……。

　プロの猟師として数多あまたの獲物を仕留めてきた彼女の威圧に、どうしても動物として迅雷号が耐えられなかったというわけか……。

「巡礼中でよかったですね。もし迅雷号が落とされでもしたら、あとでタケオミ様が旦那様と奥様にもの凄すごく叱られますからね」

「確かに……金額的にはそうでもないが、あそこまで育てるのに手間暇かかった迅雷号が落とされでもしたら……」

　父と母に長時間説教されるのは確定だったであろう。

　最悪、一から新しいミズホツバメの飼育と調教をさせられるかもしれない。

「それに、もしヴィルマ殿が間違って迅雷号を殺してしまったとしても、バウマイスター伯爵様たちの巡礼は失敗ですけど、エルヴィン様とハルカ様にはなんの影響もないですね。無意味かつ迅雷号にだけ負担を強いる鬼畜な作戦です」

「ぐはっ！」

　またも言いたい放題か、カエデ。

　巡礼中は殺生禁止なのが救いであったか。

「クソッ！　次は必ずや！」

「まだやるのですか？」

「当たり前だ！」

「タケオミ様の諦めの悪さに驚愕です」

「大きなお世話だ！」

　ここまできて退ひけるか！

　必ずや二人の巡礼を妨害し、私とハルカは二人で剣の道を究める生活に戻るのだ。
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「うん？　ヴィルマ、急にどうした？」

　エルとハルカが三枚目のお札を納めていると、突然ヴィルマがなにかを威圧しているように感じたので、俺はその理由を彼女に問い質した。

「鳥がお札を狙っていた」

「お札をねぇ……餌と間違えたのかな？」

「大きなツバメ」

「タケオミさんか……」

　細こま々ごまとしたセコイ妨害行為が連続するが、ヴィルマがツバメを威圧で怯おびえさせ、そのまま逃亡させてくれてよかった。

　下手に撃ち落とすと、巡礼中は殺生禁止だと聞いているから大変だった。

　巡礼に失敗したと、難癖つけられるところであった。

「ヴェル様、巡礼が終わったらお肉が食べたい」

「そうだよなぁ……」

「あたいも。食事の量はともかく、肉を食わないと力が入らねえ……」

　半ば観光化している巡礼なのに、殺生禁止なんてルール、導入しなくてもいいような気がする。

　せめて魚くらい食事に出てほしい。

「それもあるが、甘い物も食べたいの。リサもそう言っておるぞ」

　巡礼中、甘い物は禁止ではないのだが、山の上の宿で食料の輸送に難があるため、まずは普通の食事優先らしい。

「お館様、次の次の祠にお札を納めたら宿泊ですけど、そこのお宿の名物はお餅です。甘いキナコをかけて食べます。巡礼も半ばを越え最後まで頑張れるよう、そこの宿が提供しているそうで」

「行くぞ！　甘いキナコをかけた餅を食うんだ！」

「「「「「「おおっ───！」」」」」」

　今夜、甘い物が食べられる。

　俺たちは勇んで山中を歩き始めるのであった。
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「おかしい……『作戦その四、滝の水しぶきでお札が濡ぬれて駄目になってしまった！』も、『作戦その五、しまった！　風で火山の火口にお札が落ちてしまった！』も失敗するなんて……」

「基本的に無茶できないですし、作戦に制約も多いので当然かなと。バウマイスター伯爵様たちもいらっしゃいますしね」

「……」

　カエデの奴、またも言いたい放題だな。

　巡礼も四日目となり、カエデと同じ部屋に泊まり、一緒に布団で寝ることにも慣れてきたが……そうじゃない！

　今の私は、そんなことに慣れている場合ではないのだ！

　滝の近くにある祠において、その流れを剣圧で変え、水でお札を濡らして駄目にする作戦は、新たに増えたバウマイスター伯爵の奥方が使う氷結魔法で、滝の水を凍らされて失敗した。

　活火山の火口近くにある祠において、お札を剣圧で飛ばして火口に落下させる作戦も、まさか前フィリップ公爵様がその身で遮って妨害してくるとは……。

　あの人は、私の妨害工作に気がついてる。

　いまだ変装した私の居場所は掴めていないようだが、火口近くの祠なのでお札をそこに落とすという策に気がつき、もっとも効率的な位置に移動して私の剣圧を防いでしまった。

　お札を飛ばす程度の風圧なので、お札の前に立たれてしまえばどうにもならない。

「まだだ！　あと一ヵ所、最後の祠が残っている！」

　八ヵ所すべての祠にお札を納めなければ巡礼は失敗だ。

　ならば、まだ私にチャンスは残っている。

「タケオミ様、まだ策はあるのですか？」

「当然だ。カエデがなにを言うのかと思えば、次はあの策で……あれ？」

　次はどんな手でお札を駄目にするか……バウマイスター伯爵様たちがいる以上、一度失敗した手は通用しないはずで……もう策がないぞ。

「……」

「タケオミ様？」

「うんっ、策はある」

「本当ですか？」

　本当はないが、カエデに言うわけにはいかない。

　私にも矜きょう持じというものがあってだな……こうなれば、これが最後の機会。

　多少の危険も覚悟して事に臨むべきか……しかし、ハルカに見つかったら……などと考え込んでいたら……。

「あら、カエデではないですか」

「あっ、ハルカ様。偶然ですね」

「てっ！　おいっ！」

　カエデの奴、最後の最後で裏切ったな！

　深く被かぶっていた笠を外して、わざとハルカに見つかるようにしやがった！

「あれ？　隣は兄様ですか？　どうして変装を？」

　カエデがわざと見つかるものだから、その隣にいる私の変装までバレてしまった。

　さらに私を窺う、バウマイスター伯爵たち一行の鋭い視線。

　私の企みがバレている以上、もう巡礼の妨害は不可能だ。

　それどころか、エルヴィンとハルカにまでも露見してしまった。

　エルヴィンなどどうでもいいが、このままではハルカに嫌われてしまう。

　それだけは、決してあってはならないのだ！

「兄様、変装までしてカエデと一緒にどうしてここに？」

「ハルカ、それはだな……」

　どう答えたらいいものか迷っていると、突然ハルカの顔にぱっと笑みが浮かんだ。

「兄様、ようやくカエデとの婚約を決意されたのですね。それで、休みを取って婚前巡礼にいらしたと」

「そうなんだ。ただちょっと恥ずかしくてな……」

「それで変装なさっていたのですね」

　ハルカが盛大に勘違いしてくれたので、私は愛する妹に嫌われることだけは阻止できた。

　だが同時に、私とカエデが婚約したと勘違いされる羽目にもなった。

「あの……ハルカさん？　この子は……式のあとで挨拶したよな？」

「はい。この子は私の従妹いとこでフジバヤシ家の分家の娘なのです」

「初めまして……ではないですか。エルヴィン様、改めましてカエデと申します」

「へえ、ちょっとハルカさんに似ているかな？」

「従妹だからでしょうね。カエデはとても賢い子なのですよ」

　てっ！

　カエデの奴、なにを堂々とエルヴィンに自己紹介とかしているんだ！

　もしかして、私はカエデによって外堀を埋められつつあるのか？

「改めて、カエデもおめでとう」

「ありがとうございます、ハルカ様。勿もち論ろん、正式な婚姻は私が成人してからですけどね」

「それでも、叔父上もお喜びでしょう」

「はい、私の産む子が分家を継ぐのですからね」

「その前に、兄様もしかるべき家から正妻を迎え入れませんと」

「そうなんですよ、ハルカ様。旦那様と奥様も、婚姻先の選定で忙しいようでして」

　ハルカと楽しそうに話すカエデであったが、今、ふと気がついてしまった。

　どうして彼女が私についてきたのかを。

　もし私の企みが成功しそうになったらそれを妨害し、そうならない場合でも、最後の最後でわざとハルカに見つかって、私と婚約したとハルカに思わせる。

　まだ十二歳のくせに、なんという策士ぶりなのだ！

　あれ？

　私がただ単純に間抜けなだけか？

「カエデ、そうこう言っているうちに最後の祠ですよ。お札を納めましょう」

「勿論です、ハルカ様。私たちもこれで八ヵ所目です」

　と言って、ハルカと一緒に嬉うれしそうに最後の祠にお札を納めるカエデ。

　お前、私がハルカたちの尾行に夢中になっている間、事前に用意していたお札をちゃんと祠に納めていたんだな。

　今初めて知った……なんたる不覚！

「これで、私とタケオミ様は正式な許嫁いいなづけの関係ですよ」

　巡礼の儀式は、たとえ婚前であっても神聖にして不可侵なもの。

　二人でお札を納めた以上……私はなにもしていないが、それでもカエデと一緒に祠巡りをした以上、この婚約に異議を唱えることは難しい。

　すべてを捨て、ミズホを出ていくのであれば別だが……。

「兄様、長期の休暇を取られたと伺っておりましたが、カエデとの婚前巡礼に出かけるためであったのなら納得できます。巡礼は神聖なものですからね」

「そうなんだ、ハルカ（あれ？　確かに変だな）」

　ハルカとエルヴィンの巡礼を妨害すべく、私は念には念を入れて一週間の休みを申請した。

　休暇の期間が期間なので暫しばし検討すると抜刀隊の上官から言われ、数日後、無事休暇を取得できたわけだが……今にして思うと、修行名目で一週間も休みが取れるとは……。

　おかしいと思いつつ、ふとカエデに視線を向けると……。

「婚前でも巡礼は神聖なものですから。ねえ、タケオミ様」

「……」

　カエデ、お前！

　わざわざ私の上官に、実は婚前巡礼ですと言いに行ったな！

　だからすんなりと休暇が認められたわけか！

「ちゃんと抜刀隊の同僚の方々にお土産を買って帰らないと駄目ですね。分けやすい巡礼饅まん頭じゅうがいいと思います」

「そうですね。兄様、カエデがしっかりとした子でよかったですね。いいお嫁さんになりますよ」

「そうだな……」

　まさかここで否定もできず、下手に藪やぶを突つついて、私がハルカとエルヴィンの巡礼を妨害しようとしたことがバレると兄としての威厳が……。

　それよりも、もしハルカに嫌われてしまったら……私は生きていけん！

「ハルカ様、カエデはタケオミ様のいいお嫁さんになります」

「よかったですね、兄様」

「ありがとう……ハルカ」

　ハルカが純真であったため、私の企みはバレずに済んだが、同時にとんでもないことになってしまった。

　カエデが成人するまであと三年、その間に父と母と親戚たちがお見合い攻勢をかけてくるはず。

　私はそれどころではないのに。

　ハルカ！

　もしエルヴィンと上手くいかなかったら、世間体など気にせず戻ってくるのだぞ！

　この兄が、一生お前の面倒を見てやるからな！
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「あの子がタケオミさんの婚約者ねぇ……」




　巡礼の最後、八ヵ所目の祠の近くで、ようやくタケオミさんの姿を捕捉できた。

　そのおかげで無事巡礼も終わったわけだが、あれは明らかにカエデという少女がわざとその正体を晒さらし、タケオミさんを発見させたとしか……。

　まだ未成年のはずだが、かなり知恵が回るようだな。

「（一見タケオミさんの協力者に見せかけて、最後の最後で裏切って彼の企みを阻止する。怖い子だな）」

「（そうよな、兄君は完全にあの少女に翻ほん弄ろうされておる。これは、夫婦になっても夫が尻に敷かれるであろうな）」

「（それはご愁傷様）」

　十歳は年下に見える少女に尻に敷かれる。

　タケオミさんは剣術の達人だが、他は随分と抜けているな。

「（なにを他ひ人と事ごとな。ヴェンデリン、そなたもそれほど変わらぬぞ）」

「（テレーゼはなにを言うかと思えば……おっと、この特製のお札を納めて巡礼は終わり。エリーゼたちへのお土産は……）」

「（そういうところがそうじゃと言っておる。まあ、悪くないがの）」

「（えっ？　なにが？）」

「（なんでもないぞ、ヴェンデリン）」

　エルとハルカの巡礼も無事に終わり、残りの日数で王都観光でもすればいい新婚旅行になるはずだ。

　俺たちも高かったお札を無事納め終わって、夫婦円満間違いなし。

　せっかくミズホ山環まで来たのだ。ちょっと変わったお土産を購入して屋敷に戻るとしよう。
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「よう、タケオミ。剣術バカのお前もようやく婚約か」

「ちゃんと八ヵ所全部札を納めたか？」

「カエデ殿か。成長したら美人になりそうでよかったじゃないか」

「身を固めるんだ。ちゃんと仕事しろよ」

「お土産か。カエデ殿は気が利くな。タケオミにはできない配慮だな」




　巡礼が終わった翌日、休暇を早めに切り上げて出仕すると、すでに同僚たちの間で私が婚約したという噂うわさが広がっていた。

　カエデが選んだお土産の巡礼饅頭がみんなに分けられ、同僚たちは私の婚約者について口々に話している。

　その噂は抜刀隊全体に広がっており、これを覆すのは相当難しいであろう。

「いいな。若い嫁さんで」

「女房と畳は新しい方がいい、って言うからな」

「お前、そんなことを言っていると嫁に叱られるぞ」

「言えてる」

　私を出だ汁しにして楽しそうに話す同僚たち。

　それを見ながら私は、どうしてこういうことになってしまったのか、いまだにその理由がわからないでいたのであった。
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「ところで、ふと思ったのですが……」

「なにを思ったんだ、伯爵様。……導師のことか？」

「いえ、じゃなくてですね……」




　俺が以前にアホ公爵と決闘をした時、ブランタークさんが高名な魔法使いの話をしてくれたことがあった。

　一人は、今静かに朝食を食べているリサ。

　そして、もう一人の高名な魔法使いが『爆炎のキンブリー』。その人がどんな人物なのか、リサを見ていたらなんとなく気になった。

　俺はまだ彼と顔を合わせたことがなく、彼を知っているブランタークさんに、どんな人なのかと尋ねたわけだ。

「ああ、あいつか」

「凄すごい怖い人とか？」

「悪い奴じゃないよ。むしろいい奴だな、普通に接する分には」

　どこかブランタークさんの言い方に引っかかるものを感じるが、変わり者が多い凄すご腕うで魔法使いたちの中でも、圧倒的に常識人の部類に入るらしい。

「高名な魔法使いの中では、俺と双璧を成す常識人だな」

「「「「「「「「「「えっ？」」」」」」」」」」

　ブランタークさんからの予想外の発言に、俺たちの視線が一斉に彼へと向かった。

　エリーゼも同意見のようで、意外な事実を聞いたという顔をしている。

「常識人ですか？　ブランタークさんが？」

　なんだろう？

　間違ってはいないと思うのだが、それは隣に非常識の塊である導師がいるために比較論でそう思っているだけかもしれないし……とにかく微妙な空気になってしまったのだ。

「俺は至極常識的だろうが！　俺よりも、伯爵様の方がよっぽど変わってるぞ！」

「ううっ……それを言われると……」

　逆にブランタークさんから変人だと指摘され、俺は言葉に詰まった。

　人に言えない事情などを加味すると、確かに少し変人扱いされても不思議ではないような……。

　でも、俺だってこの柵しがらみの多い世界で貴族として頑張っているのだから、そんなに変人ではないはずだ。

「伯爵様、この話はよそう」

「はい……」

　世間から見れば、魔法などという異能を使いこなす時点で俺たちは変人扱いなのだ。

　無理に同類同士で叩たたき合う必要などない。

「リサがブリザードで、キンブリーが爆炎だろう？　魔法使いの世界では、相反する二人で一組みたいな扱い？」

　二人はペアを組んでいるわけではないが、確かにそんなイメージを思い浮かべてしまう。

「氷と炎ですからね」

「キンブリーは男だからな。まあ、そういう噂うわさが立ったことがあるな」

　ライバル同士だが、男女の仲でもあるのではないかという噂が立ったこともあったようだ。

　だが、それはただの無責任な噂だと俺たちならわかる。

　リサは、あのメイクと衣装の時には男性など寄ってこないし、今の綺き麗れいなお姉さんモードだと男性と話ができないからだ。

「無責任な噂だそうですわ」

　カタリーナの通訳で、リサはその噂を否定した。

　フルフルと首を横に振っている様子が可愛かわいらしい。

「年齢も近いからな。もっとも、キンブリーは既婚者だ。それに愛妻家だって有名だし」

「爆炎で愛妻家なんですか？」

　俺はなぜか、キンブリーに対し導師のような暑苦しい人物を想像してしまった。

　導師もああ見えて、愛妻家の部類に入るからだ。

「いや、至って普通の奴だからな、基本的には。第一、使う魔法と本人の性格に類似性はないと思うがな」

「それもそうですね……でも、基本的には？」

　なんか引っかかる一言だな。

「一度、本人に会った方がいいかもな。それが手っ取り早い」

　とはいえ、俺も爆炎のキンブリーも忙しい身だ。

　会う機会もそうないだろうと思っていたら、ちょうどいいタイミングで彼と顔を合わせることになるのであった。
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「バウマイスター伯爵はん、助けてくれませんか？」

　俺がお世話になっているレンブラント男爵から冒険者としての依頼を受けたのだが、その依頼にキンブリー本人も参加することになったのだ。

「嫁の実家の依頼なんですわ」

　レンブラント男爵の正妻の実家、ロットナー男爵家からの依頼だそうだ。

「ロットナー男爵領内にある、小規模な魔物の領域の解放なんやけど……」

　ロットナー男爵領は王国北部にあり、この度結ばれた帝国との講和条約と交易の促進を利用して領地を発展させたいらしい。

　だが、それには一つ問題があった。

「領地のちょうど真ん中に、ちっこい魔物の領域があるんですわ」

　小規模だが、これのせいでロットナー男爵領の可住領域はドーナツ状になってしまっているそうだ。

「この魔物の領域は小規模やし、冒険者にもいまいち人気がないんであまり収益にはならんのですわ。それなら、ここを解放して帝国国境と王都方面を結ぶ街道を作った方がええという話になりましてな」

　領内の交通の便もよくなり、可住領域の拡大と、大規模な農地開発も可能となる。

　上う手まく開発できれば、下手な子爵家よりも実入りがよくなるポテンシャルを秘めているというわけだ。

　確かに領地の中心部が魔物の領域だと、開発効率や交通のアクセスなどで不便かもしれない。

「もしかすると、中心部にある魔物の領域のせいで男爵領にされたとか？」

「バウマイスター伯爵はん、よくわかりまんな」

　なので、そこを解放してから開発すれば、子爵領並みの領地規模になれるのだとレンブラント男爵は説明した。

「魔物の領域なら北部にもあって、そっちは冒険者も多いんですわ。だからそっちだけ残ればいいわけでして。依頼料は相場に基づいてワイが確実に支払うさかい、お願いしますわ」

　レンブラント男爵が報酬の支払いを約束するのであれば、取りっぱぐれはないはずだ。

　彼は金持ちなので、魔物の領域解放と跡地開発に必要な資金を、妻の実家に貸すのであろう。

「解放してくれへんと、うちも困るさかい」

　多分、開発が上手くいけばロットナー男爵家は家臣を増やせるので、そこにレンブラント男爵の息子たちが入る予定なのであろう。

　なるほど、子供たちのためにも失敗はできないというわけだ。

「レンブラント男爵にはお世話になっているのですから、勿もち論ろん引き受けますよ」

　これからも、バウマイスター伯爵領の開発は続くのだから、それに重要な役割を果たす、レンブラント男爵のお願いを聞くのは当然と言えた。

「助かりますわ。バウマイスター伯爵はん、おおきに」

　そんな事情があり、俺たちはレンブラント男爵の『瞬間移動』でロットナー男爵領へと飛んだ。

　メンバーは、俺、エル、ヴィルマ、カチヤ、リサである。

『実戦の機会だったのに残念じゃの』

『修練を怠らないように』

『先輩であるヴェンデリンの忠告に従うかの。お土産を頼むぞ』

　テレーゼは、まだ未熟だと言うブランタークさんの意見と、彼女が魔法使いになった件はなるべく伏せておきたいという大人の事情でお留守番となっていた。

　大分魔法が使えるようになったので、早く実戦で使ってみたいのかもしれないが。

「エリーゼたちがいなくても、十分にバランスは取れているのか？」

「エルヴィン、普通に考えたらこんなに贅ぜい沢たくなパーティはねえって」

　カチヤが、エルの疑問に答えるように反論する。

　確かに、純粋な魔法使いが二名もいるのだから贅沢なパーティであろう。

「これに加えて、爆炎も交じるんだろう？　よほど油断しなきゃ大丈夫だと思うぜ」

「でも、小さくても魔物の領域。魔物の数はかなり多いはず」

「そうか、手付かずだもんな。あいつら、すぐ増えやがるし」

　ヴィルマの言い分に、カチヤは納得した表情を浮かべた。

　人気がなくて冒険者があまり利用しないと聞いているので、思った以上に魔物がひしめいている可能性があった。

　今まで解放されていない点からしても、意外に骨の折れる依頼かもしれない。

　だからこそ俺たちに依頼が入ったのだろうけど。




「あれ？　意外と人が多くないか？」

　レンブラント男爵の案内でロットナー男爵領の中心部にある魔物の領域へと向かうが、そこでは多くの冒険者たちが集まって狩りをしていた。

　エルがそれに気がついて、俺に報告してくる。

「まさか、こんなに冒険者を雇ったのか？」

「カチヤはん、ちゃいまんがな。ロットナー男爵家への税金が、この魔物の領域限定でゼロなんや」

　普段は、ロットナー男爵家への税金と、冒険者キルドへの上納金で三割を徴収されるのに、今はこの魔物の領域で獲とれる獲物と採集物に限り、ギルドへの上納金だけ納めればいいそうだ。

　同じ成果でも実入りが二割も増えるとあれば、沢山の冒険者が集まって当然であった。

　利益で釣って、魔物を狩らせて数を減らす作戦のようだ。

「さすがに、冒険者ギルドへの上納金はゼロにならない」

「そりゃそうでっしゃろ、ヴィルマはん。ロットナー男爵領の開発が進んでも、冒険者ギルドが直接儲もうかるわけやありまへんし」

　冒険者ギルドとしても、ロットナー男爵家だけを優遇するわけにはいかないというわけだ。

「俺たちも、討伐に入るのですか？」

「いやいや、税金サービスキャンペーンはもう一ヵ月もやってまして、おかげで魔物も大分減ったんですわ」

　残り少ない魔物を肩慣らし程度で討伐しても構わないけど、本命は爆炎と組んでのボスの討伐だと、レンブラント男爵がエルに説明した。

「ここのボスって竜ですか？」

「こんな小さな魔物の領域やさかい、竜なんておりまへん。『バーサークバード』がこの領域のボスなんですわ」

　バーサークバードとは、簡単に言うと大きな鳥型の魔物である。

　魔物の領域にいるボスの中では、最弱に等しい存在だと思う。

　ただし、討伐は時に厄介だと冒険者予備校の講義で習った。

　なぜなら、普通ボスは一匹か多くて二匹なのだが、バーサークバードに限っては短期間で大繁殖するため大量に狩らなければならないからだ。

　運が悪いと、バーサークバードの集団に襲われてなぶり殺しに遭う可能性さえある。

「成鳥の全長が最大五メートルの鳥、数十匹か……」

　しかも、このバーサークバードは意外と頭がいいそうだ。

　集まっているところを一網打尽という単純な手は通用しない。

　全滅を防ぐために普段は群れておらず、必要に応じて集まり多数で敵をなぶり殺しにする知性を持っている。

　俺たちは、その性質を本で読んで知っているだけだけど。

「ただ、属性が無属性やから、攻撃魔法はなんでも効くんですわ」

「……」

「えっ？　ああ、そうなんだ。姉御が言うには、確かにどんな魔法でも効くけど、一撃で殺せるほどの強力な魔法でないと駄目だってさ」

　今日は、カチヤがリサの通訳をするようだ。

　彼女はベテラン冒険者らしく、バーサークバードについて説明してくれる。

　過去に討伐の経験があるのかもしれない。

「あと、手負いにしてからの放置は駄目なんだってさ」

　リサの説明……喋しゃべっているのはカチヤだけど……によると、手負いにして五秒も放置すると、その名のとおりに狂暴化バーサークしてしまうらしい。

　そうなれば、己の死も恐れず暴れ全力で周囲の生き物に攻撃を仕掛ける。

　実力のない魔法使いが中途半端に攻撃してバーサーク化させ、そのまま殺されてしまうケースがたまにあるそうだ。

「そんな理由でして、爆炎はんも依頼を確実にこなすためには、実力がある魔法使いが複数名必要だと言うんですわ。生あい憎にくと、ワイは攻撃魔法は苦手でして……」

　レンブラント男爵は『移築』と『瞬間移動』に特化した特殊な魔法使いなので、魔物の討伐は苦手であった。

　攻撃魔法がほとんど使えないからだ。

「理に適かなった意見ではあるか。いいでしょう、共同作戦」

「ほな、爆炎はんを紹介しますわ」

　魔物の領域を解放しようとしているので、ロットナー男爵家は臨時に諸侯軍に依頼して、多数集まった冒険者たちの管理をしていた。

　本陣があるテントに移動すると、そこには三十歳前後に見える男性魔法使いがいた。

　顔は普通だと思うが、いかにもマイホームパパといった感じで、とても爆炎の二つ名を持つ凄腕の魔法使いには見えなかった。

「爆炎はん、バウマイスター伯爵はんを連れてきたで」

「レンブラント男爵殿、希望を叶かなえていただき感謝いたします」

　レンブラント男爵に丁寧にお礼を言う爆炎のキンブリー。

　しかし、その様子からもやはり爆炎というイメージは感じられなかった。

「バウマイスター伯爵殿ですね。お噂はかねがね」

　キンブリーは、俺にも丁寧に挨拶する。

　貴族に対して様ではなく殿づけで呼ぶのは、高位の魔法使いが貴族に匹敵する社会的地位を有しているからだ。

　別段、失礼に当たるわけではない。

「お仲間の方々も、なかなかにお強いようで……」

　エル、ヴィルマ、カチヤとそれぞれ自己紹介をしたが、キンブリーはその実力を値踏みし感心したような表情を浮かべる。

　まあ、こういう実力の計り合いは冒険者同士ではよくあることだ。

「それで、こちらのお嬢さんなのですが。以前にどこかでお会いしたような……」

　キンブリーは、自分とよく比較されていたリサがあまりにも変わりすぎていて、誰だかわからないようだ。

「でも、この魔力は……」

「キンブリーさん、この人はブリザードのリサです」

「へえ、魔力の質に覚えがあると思ったら……って！　え───っ！」

　キンブリーは、派手な装飾とメイクをやめ、普通の女魔法使いの格好をしたリサに驚きの声をあげるのであった。




「さすがに驚きましたね……」

　キンブリーは、再びまじまじとリサを見ながら驚いている。

　リサは、今まで比較的会うことの多かったキンブリーとは目を合わせられるようだ。

　会話に関しては……男性というか俺でもまだ無理だけど。

「リサとキンブリーさんは、やっぱり過去につき合っていた？」

「ヴィルマさん、それは無責任な噂ですよ」

　ヴィルマは、みんなが聞きたいと思いながらなかなか聞けない質問を、ストレートにキンブリーにぶつけた。

　彼女も、実はとてもいい根性をしていると思う。

「年齢もほぼ同じで、魔力量もほぼ同じ、得意魔法は火と氷で、男と女。噂する根拠はありますよね？」

　確かに、つき合っていると言われたら信じてしまうかもしれない。

「私には、妻がいますしね」

　キンブリーは高名な魔法使いとして稼いでいる。

　彼のような社会的な身分と収入が高い男性で、三十を超えて独身というのが珍しい世界だ。

　お見合いを断るのも難しいのであろう。

「へえ、どんな奥さんなんですか？」

「よくぞ聞いてくれました！」

「へっ？」

　エルがちょっとした世間話程度の気持ちで彼の奥さんについて聞くと、ギンブリーは勢いよく食いついてきた。

　よほど他人に話したかったようだ。

「メリーは私の幼おさな馴な染じみでして。二歳年下なんですけどね」

　なぜか突然始まってしまう、キンブリーの愛妻との馴なれ初そめや、自慢話。

　そういえば愛妻家だと聞いていたが、本当にそういう人だったようだ。

　商社マン時代にも飲み会などで、長々と奥さんや子供の自慢話を始める人がいた。

　まさかやめてくれとも言えず、周囲に微妙な空気が広がったのを思い出した。

　社交的にも、露骨に興味がないという表情を浮かべるわけにもいかないし……。

　レンブラント男爵の方を見ると、彼は『失敗した！』という表情を浮かべていた。

　俺たちにその話題を振らないよう、あらかじめ注意すべきであったと後悔しているのであろう。

「（バウマイスター伯爵はん、爆炎はんは奥さんと娘たちの自慢話を始めると長くなるんや……）」

　それから二時間ほど、俺たちはキンブリーの奥さんと娘二人の自慢話を延々と聞き続ける羽目になるのであった。




「様子見と、バーサークバードと対たい峙じする前に、できる限り魔物を狩りましょうか？」

　キンブリーの奥さんと娘自慢を聞き終わってから、俺たちはようやく彼と共に魔物の領域に入った。

　戦力にならないレンブラント男爵は留守番だ。

「大分、他の冒険者たちが討伐したみたいだな」

　先発して斥候役を務めるエルが、ほとんど魔物がいない魔物の領域を歩いていく。

　ヴィルマとカチヤも、気配を探りながらエルの後ろに続いた。

「ロットナー男爵家への納税がないので、この近辺の冒険者の大半が集まっていますからね……少しは残っていますけど……」

　俺の『探知』でも、前方百メートルほどに中型の魔物の気配を捉えた。

「こいつは、私が倒しましょう」

「爆炎の二つ名どおりにですか？」

「いえ、それでは素材が焦げてしまいますからね」

　キンブリーは前に出ると、魔法で指先に小さな炎を作った。

　それを彼が『ふっ』っと軽く吹くと、指から離れた小さな炎はまだ遥はるか前方にいる魔物へと飛んでいく。よく見ると、魔物は熊のようだ。

　その口の中に小さな炎が飛び込み、直後に魔物は口から煙を吐いてその場にのたうち回る。

　数十秒後、魔物は痙けい攣れんを起こしてから動かなくなった。

「えっ？　どういう魔法だ？」

　カチヤはキンブリーの魔法に食い気味に驚く。俺たちも同様に驚いた。

　彼は極少量の魔力で作った炎だけで、魔物をあっという間に倒してしまったのだから。

「姉御はわかるのか？　……なるほど。あの炎で魔物の肺を焼いたらしいぜ」

　キンブリーは、火魔法の使い手である。

　火魔法は、魔物への損傷が大きいので冒険者には不利な系統と言われている。

　逆に、戦争では一番頼りにされる系統であったが。

「肺が素材になる魔物は少ないので、焼いて呼吸できなくするのです」

　魔物の肺だけを、効率よく火で焼いてしまうわけだ。

　肺が焼けて呼吸ができなくなり、肺の中の酸素が燃焼でなくなってしまう利点もある。

　魔物は窒息死を避けられない。

　そうやって倒せば素材の大半は無傷であり、キンブリーほどの魔力があれば多くの魔物を始末できる。

　つまり、稼げるというわけだ。

「爆炎じゃない」

「ヴィルマさん、私は爆炎の魔法が一番得意ですが、使う場所くらい弁わきまえていますよ」

　キンブリーの二つ名『爆炎』がつけられた理由は、とある貴族同士の紛争に呼び出され、そこで両軍が見守るなか、一つの岩山を爆発魔法で吹き飛ばしたからだそうだ。

　そのあまりの威力に、自然と両軍の兵士たちがキンブリーを『爆炎だ！』と言い始めた。

　それ以降、彼の二つ名は爆炎のキンブリーとなったそうだ。

「バーサークバードの相手は明日にしますか」

　キンブリーの意見により、その日はなるべく多くの魔物を狩る作業に没頭する。




　夕方になったので本陣に戻ると、レンブラント男爵が出迎えてくれた。

「バウマイスター伯爵はん、みなさん、ご無事でしたか？」

「はい、なにかありましたか？」

「いえね、バーサークバードに中途半端に手を出した冒険者がおったようで……」

　この一日だけで冒険者の死傷者が二十名を超えるという、思わぬアクシデントに見舞われたそうだ。

「若い冒険者パーティが、一匹だけバーサークバードに手傷を負わせたようですわ」

　バーサークバードを中途半端に傷つけるのは、最悪の行為である。

　傷ついた個体がバーサーク化して傷つけた者たちを死ぬまで攻撃するし、彼らは数が多い。

　刺激された無事な個体も攻撃に加わって、無謀な行動をしたパーティの他にも多くの死傷者が出てしまったらしい。

「そんなわけでして、バウマイスター伯爵はんとキンブリーはんにお願いするしかありませんわ」

「レンブラント男爵様、バーサークバードの推定数はわかりますか？」

「多分、五十匹は超えていると言われてまんな」

　エルの問いに、レンブラント男爵が答える。

「多いなぁ……」

　全部成体ではないが、幼体でもバーサーク化すると厄介な存在になる。

　なぜなら、バーサークバードは他の野生動物や魔物と違って自身の安全を気にかけなくなるからだ。

　体がいくら壊れてもリミッターが外れたように攻撃を繰り返すので、その脅威度は高い。

「この魔物の領域は森が大半。いくら魔物でも、そこまで体が大きい鳥が錯乱状態で攻撃を仕掛けられるはずがない」

「木にぶつかるだろうからな。戦う場所次第じゃないのか？」

「ヴィルマはん、エルヴィンはん。バーサークバードは最弱のボスやけど、領域のボスなんや。飛びながらでも、巨木くらいなぎ倒すで」

　これも、バーサークバードの討伐が厄介な理由の一つになっている。

　いくら最弱のボスでも、普通の魔物に比べれば圧倒的に強いのだから。

「明日の作戦に備えて寝るか……」

「そうでんな、早めに休んで明日に備えましょ」

　その日はロットナー男爵家が用意した野外テントに泊まり、翌日、いよいよキンブリーと共にバーサークバード討伐作戦を開始した。
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「……」

「おはようございます、キンブリーさん。あの、なにか？」

　俺は、一人神妙な面持ちで魔物の領域を見ているキンブリーに声をかける。

「バウマイスター伯爵殿ですか、おはようございます。いえね、笑っていただいて構わないのですが……」

　これから討伐作戦が始まるが、なにか嫌な予感がしてそれが脳裏を離れないのだと彼は言ったのだ。

「勘ですか……それは重要ですね」

　超一流の冒険者が超一流である理由の一つに、運や勘がいいというものもあるからだ。

　これを理論的に説明すると難しいのだが、俺のデビュー戦もそうだった。

　当事者とすれば非常に運が悪かったような気もするが、他人から言わせれば俺たちは冒険者としてとても運がいいという評価になる。

　ちょっと嫌な予感がしたのでなんとなく討伐をやめたら、参加した他の冒険者たちが思わぬ強敵に襲われて全滅したことも。

　そのなんとなくで不幸を避けられた冒険者は、超一流になれるケースが多いと、前にブランタークさんが話してくれた。

　勘や運というわかりにくい才能も、時には冒険者に必要なのだと。

『こればっかりは、俺も人に教えようがないんだよな。予備校ならなおさらだ。あそこは教育機関だからな。それによ、そんな気がして休んだら、馬車に轢ひかれて死んだっていう奴もいるから絶対でもない』

　勘だの運だのと、不確定なことを教えるわけにはいかないのであろう。

　短い予備校時代にも、そんなものは教わった経験がなかった。

　ようするに、超一流の冒険者は『なにか持っている』わけだ。

「慎重に行動しましょう。なにか不測の事態があったらすぐに撤退可能なように」

「そうですね」

　この日は俺たちとキンブリーがふた手に分かれて、バーサークバードがいると思われる魔物の領域の中心部へと向かう。

「魔物、少ない」

「今まで散々に討伐したからな」

　作戦予定地に到着するまでに少数の魔物に襲われたが、これらはヴィルマとカチヤが余裕で片づけてしまった。

「なあ、ヴェル。キンブリーさんは一人でよかったのか？」

「本人がそう言うからなぁ……」

　他に参加している冒険者たちから護衛を出すという提案をレンブラント男爵がしたのだが、彼は一人の方がいいと断ってしまったのだ。

「あれだけの実力者なら大丈夫か？」

　キンブリーの正確無比で効率的な魔法を見ているので俺がそう思っていると、誰かにローブを引っ張られた。

　リサがなにか俺に言いたいようだ。

「姉御が言うには、キンブリーさんが本気を出す時は、むしろ周囲に人がいると邪魔なんだと」

「爆炎の本領発揮か」

　周囲にも被害が出そうな魔法を使うイメージがあるので、一人の方がやりやすいのであろう。

　昨日使った、魔物の肺を焼く魔法はバーサークバードには効かないであろうし。

「ヴェル、いたぞ」

　魔物の領域の中心部近くまで移動すると、エルが一匹のバーサークバードを見つけた。

　魔物なのでかなり大きかったが、茶色い羽を持つどこにでもいそうな鳥である。

「地味な鳥だな」

「ヴェル、もっと他になにか言うことはないのかよ？」

「ヴェル様、地味な鳥の方が美お味いしい」

「ああ、それもあるか。焼き鳥だな」

「ヴェル様、私は塩で」

「俺はタレだな」

　バーサークバードは、領域のボスなのにその素材はあまり金にならない。

　肉と内臓は美味で高級品扱いであったが、それ以外は魔石くらいと、討伐難易度に対して割が合わないのだ。

　羽も、今のところはほとんど使い道がないそうだ。

　そんな旨うま味みのないボスの討伐を引き受ける冒険者が少ないのは、当然といえば当然といった気がする。

　だから俺たちは、焼き鳥の材料だと思うことにしている。

　バーサークバードの皮、軟骨などは美味しいのであろうか？

　是非試してみないといけない。

「この場合、あの一匹は倒してもいいのかな？」

　またローブを引っ張られた。

　リサがアドバイスをしてくれるようだ。

　勿論、まだ俺とは話せないので、カチヤが通訳をするのだが。

「あの一匹は斥候役のようなもので、倒すと仲間が次々と押し寄せてくる。でも、倒さないとなにも始まらないって。あと……」

「あとなんだ？　カチヤ」

「姉御は、焼き鳥はタレの方がいいって」

「そっちかよ……」

　それだけ、リサも俺たちに馴な染じんだのだと思うことにする。

「倒すしかないよな」

　どうせ無視して進もうとしても攻撃してくるし、傷つければバーサーク化する。

　仲間も順次押し寄せるので、それなら一撃で倒すしかないということらしい。

　要するに、面倒な魔物というわけだ。

「姉御が倒すって」

「お願いしようかな」

　俺がお願いすると、リサは一瞬で『アイスランス』を作り、数十メートル先のバーサークバードの頭部を串刺しにして一撃で仕留めた。

　魔法の生成速度といい、『アイスランス』のコントロールといい、貫通力といい、リサは超一流に値する魔法使いなのだと実感する。

「これで、奥から次々と仲間が出てくるってさ、旦那」

「そうか、ならば応戦準備だ」

　エルとカチヤでは、高速で向かってくるバーサークバードを一撃で仕留めるのは難しい。

　そこで俺とリサの護衛を担当してもらい、ヴィルマは大おお斧おのでバーサークバードの首を刎はねるか、頭をかち割って一撃で仕留める作戦だ。

「いつもの鉄弓は使わないんだ」

「あれは外れると面倒。標的の数が多いのもある」

　バーサークバードが一匹なら、威力のある鉄弓で射抜くか、失敗しても大斧を構える余裕があるが、相手は多数と聞いているので、大斧を振り回した方が危険も少なく確実に仕留められる、とヴィルマは言う。

「魔銃は、返さなければよかったかな？」

「どうせ維持できないから仕方がない。それに、貸してくれそうな量産品だと威力不足」

　野生動物や人間相手なら魔銃も十分に効果があるのだが、大型魔物に使うにはまだ威力が足りなかった。

　威力がある試作型もあるが、あれは取り回しや費用対効率、メンテナンスの面で重大な欠点がある。

　実入りに直結するコスト面で問題がある魔銃は、冒険者にはまだ早い武器というわけだ。

「ヴェル様、来た」

「本当に来たな」

　ヴィルマと俺は、『探知』により高速で接近する五十を超えるバーサークバードらしき反応を確認した。

　ほぼ同時にローブが引っ張られたので、リサも『探知』しているようだ。

　続けて、魔物の領域の中心部を挟んで反対側の地点から、なにかが激しく爆発したような音が連続して聞こえた。

「リサ、キンブリーさんだよな？」

「戦闘状態に入ったってさ」

　この状況でも、カチヤは律儀にリサの通訳を務めていた。

「こっちに約五十で、キンブリーさんも戦闘状態。バーサークバードの推定数は間違っているな」

　エルが舌打ちしながら言うが、この程度の間違いはよくあることだ。

　それに、今日は俺だけでなくリサもいる。なんとかなるはずだ。

「『ウィンドカッター』でいく！」

　俺は威力を上げた『ウィンドカッター』をブーメランのように飛ばし、バーサークバードの首を刎ねる戦法だ。

　リサは頭上に複数の『アイスランス』を浮かせ、順次接近するバーサークバードの頭部に突き刺していく戦い方を選択した。

「……あれ？　首を刎ねきれなかったか？」

　予定では、俺の『ウィンドカッター』による一撃で首を刎ねるはずが、首を半分切るだけで終わってしまった。

　それでも、こちらに突進してくるスピードが衰えないどころか、倍以上の速度に上がったのだから、バーサーク化とは恐ろしい。

　一体一体はさほど強くないとはいえ、大木をなぎ倒しながら飛んでくるので、あくまでも竜などと比べると弱いというだけで、十分な脅威だ。

　さらに首が半分落ちてるのに血を噴き出しながら突進してくるので、人によってはトラウマになるかもしれない。

　バーサークバードの名は、伊だ達てではないようだ。

「まだまだ修行不足だなぁ……」

　バーサークバードを仕留め損なうなんて失態、ブランタークさんが見ていたら大目玉だろう。

　今日はいなくてよかった。

　リサの方は、一度も狙いを外さずにアイスランスをバーサークバードの頭に突き刺して一撃で倒していく。その命中率と狙いのよさは、さすがと思わせるものがあった。

　魔力の消費効率でも、今の俺では逆立ちしてもリサには勝てないだろう。

　俺が生まれる前から魔法の修行をしているのだから、当然ともいえる。




「何匹倒した？」

「ヴェル様、五十四」

　一番目がいいヴィルマが、バーサークバードの討伐数を教えてくれた。

　ヴィルマ本人も、大斧で何匹かのバーサークバードの首を刎ねているはずだ。

「これで終わりか？　いや……」

　俺は『探知』で、こちらに迫るバーサークバードの集団を捉えた。

　今度は、約百匹の集団がわずかな時間差で二つだ。

「なあ、おかしくないか？　数が多すぎるだろう！」

「魔物だから、こんなこともあるとしか言えない」

　俺は、今朝キンブリーが言っていた嫌な予感がするという発言を思い出した。

　その嫌な予感とは、ロットナー男爵とレンブラント男爵が教えてくれたバーサークバードの生息数が間違っていたということだったのだ。

「俺たちはまだいいが、キンブリーさんは大丈夫か？」

　合計二百匹ものバーサークバードへの対応に追われるなか、エルがキンブリーの心配をしていた。

　自分で希望したとはいえ、彼は一人なのだ。もし俺たちに襲いかかっているのと同じくらいの数のバーサークバードを相手にしているとすれば、いくら凄腕の彼でも苦戦を強いられているだろう。

「応援に行かないと駄目かな？」

「旦那、そんな余裕はないよ」

　さすがに二百匹を超えるバーサークバードの相手は骨だ。

　おまけに、バーサークバード同士が接触して怪我を負った場合でもバーサーク化してしまうらしく、俺たちに向かってきている連中の中にはすでにバーサーク化している個体も見受けられる。

　そのため俺とリサも、『魔法障壁』の展開なしでは対応できなくなった。

「これ、並の魔法使いが一人や二人いてもどうにもならないな」

　とにかく数の多さが厄介だ。この魔物の領域が放置されていた理由を身をもって体感する。

　どうしたものかと考えていると、またローブの袖を引っ張られた。

「リサ、どうかしたのか？」

「えっ！　マジでか？　姉御」

　通訳をしているカチヤが、突然大声をあげた。

「カチヤ、リサはなんだって？」

「危険だって」

「危険なのはわかっている」

　俺たちだって、まだ百匹を超えるバーサークバードの猛攻を受けているのだ。

　戦況は予断を許さない。

「そっちもそうだけど、キンブリーさんが危ない」

「しかし、まだ応援には行けないぞ」

　できれば助けに行きたいが、こちらにも余裕がない。

　それに、彼は自分一人で行くと言ってしまったのだ。

　この発言は冒険者としては自己責任であり、もし彼に何かがあっても俺たちが責任を負うものではない。

「違うって！　キンブリーさんが危ないってのは、そういう意味じゃなくて！」

　カチヤはそれ以上、リサの言葉を伝えられなかった。

　なぜなら、俺もリサも、魔法を覚え始めたヴィルマとカチヤも、キンブリーがいると思われる地点で強大な魔力が消費されようとする気配を感じたからだ。

「リサ！」

「……！」

　俺とリサは『魔法障壁』を二重にして固く守りに入った。

　その直後、鼓膜が破れるかと思うほどの爆発音と共に、目が焼けそうなほど眩まぶしい火炎と、とてつもない威力の爆風に晒さらされる。

　『魔法障壁』がある俺たちは無事だが、その外で俺たちを攻撃していたバーサークバードの集団は一瞬で火達磨だるま、黒こげとなり、爆風でバラバラにされ、吹き飛ばされてしまった。

　当然、森の木々や草など一本も残るはずがない。

　爆発の時間は十数秒ほどしかなかったが、俺たちにはわかった。

　魔物の領域の中心部とかなりの周辺領域が、まるで大型爆弾でも落ちたかのように燃え尽き、吹き飛ばされてしまったのを。

「これが、キンブリーさんの魔法？」

「爆炎のキンブリーがここぞという時に出す、最終魔法『ビッグバンエクスプロージョン』だってさ、旦那」

「……」

　教えてくれるのはいいのだが、できればもう少しだけ早く教えてくれたならと、リサに対し思わずにいられなかった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「いや───、すいません。バーサークバードの数が予想以上に多くて、『ああ、これで妻と娘たちに会えなくなるかも』って思ったら、本能で発動してしまいました」

　結局、バーサークバードの群れは、キンブリーの『ビッグバンエクスプロージョン』によって、魔物の領域の八割と共に完全に消失した。

　他にも、一部魔物の領域の外縁部にも森林火災が広がり、俺とリサで懸命に消火してなんとか延焼を食い止めている。

　もし人が住んでいる町に延焼したら大おお事ごとであったが、それはどうにか防ぐことができてよかった。

「ロットナー男爵はん、森を切り開く手間が大分省けたと思えば……」

「そうですね……」

　ほぼ燃え尽きた魔物の領域を前に、頭髪が薄いレンブラント男爵と、陰が薄いロットナー男爵は顔を引き攣つらせていたが、キンブリーを責めるわけにはいかない。

　バーサークバードのせいで討伐を受けてくれるような魔法使いが今まで存在しなかったのだし、レンブラント男爵とロットナー男爵側がバーサークバードの生息数を大幅に間違っていたのだから。

　すぐに単純な集計ミスだと判明したが、意図的に数を少なく報告したと疑われても文句は言えないので、余計キンブリーの責任は問えなかった。

　自分の命を守るためという、緊急処置的な言い分が成り立つ状況であり、冒険者ギルドも公式にはキンブリーを擁護しなければいけないケースといえる。

　火災で八割が焼失した魔物の領域は、開発は容易たやすくなったと思う。

　農業は、焼き畑農法もあるからな。

　火災により木材に加工可能だった大量の木が焼け、バーサークバードも他の魔物も魔石以外素材は全滅であったが、これだけの広さを整地するには時間と経費がかかる。

　森が燃えないのと、燃えるのと。

　どちらが得なのか、俺には判断できなかった。

「せめて一匹だけでもバーサークバードを確保しておけばよかった……」

「焼き鳥……」

「夫婦して、なぜ焼き鳥ごときでそこまで悲しむ？」

　エルよ、それは焼き鳥が今の俺たちにとって最重要課題であったからだ。

　おっと、他の鳥でいいじゃないかとか言うなよ。

　俺とヴィルマは、バーサークバードの焼き鳥および、他の鳥料理の味が気になっていたのだから。

「っ！　ヴェル様、卵」

「それもあったな……」

　バーサークバードの討伐後に巣を探すと、必ず孵ふ化か前の卵があると聞いている。

　卵料理と親子丼を作ろうと思ったのに、これもすべて駄目になってしまった。

「あの爆発では……」

　倒したバーサークバードの回収を後回しにしたため、大焼き鳥パーティーはおじゃんとなった。

　消し炭しか残っていないので、食べても苦いだけで美味しくないであろう。

　田舎のおばあちゃんも、焦げたものを食べるとガンになるって言っていたし。

「形あるものはいつか滅ぶと言いますし、私は仕事が終わったので奥さんと娘たちにお土産を買って帰りますね。それじゃあ」

　俺たちは、キンブリーがもの凄すごく『いい性格』をしているのに気がついてしまった。

　これだけの騒ぎを起こしておきながら、反省一つしていないからだ。

　仕事が終われば、キンブリーはマイホームパパに戻ってしまう。

　彼は俺たちに別れの挨拶をすると、奥さんと娘たちへのお土産を買うために立ち去ってしまった。

『まあ、魔法使いってのは変わり者が多いからな……』

　俺の脳裏に、以前ブランタークさんが言っていた言葉が浮かぶ。

　その真意をよく吟味して対策しなかったばかりに、俺とヴィルマは貴重な鳥料理を逃してしまったのだ。

「しかし、凄い人だったな……」

　俺の楽しみを奪っておいて、なに一つ反省しないどころか悪気すらないようだし。

「ある意味、リサと双璧を成すに相応ふさわしい」

「あのよ、ヴィルマ。以前の姉御の言葉遣いや格好はどうかと思うけど、仕事は精密で真面目なんだぜ」

　カチヤがすかさずリサのフォローに入るが、それには俺も納得した。

　バーサークバードへの攻撃や、火災が発生した時の対処など、素早く正しかった。

　リサはあの格好と言動でないと男性と話せないからそうしているが、仕事自体はキッチリとこなすから、スケジュールが詰まっているというわけだ。

　多分、キンブリーが貴族になれないのは、過去に何度かやらかしているせいだからなのであろう。

　そうでないと説明がつかなかった。

「リサ、もしかしてキンブリーさんが爆炎って呼ばれるようになった紛争って……」

「旦那の予想どおりだってさ」

　紛争が長引いてしまい、早く奥さんと娘の顔が見たかったから裁定を促すために岩山を吹き飛ばしたらしい。

「キンブリーさんはともかく、俺もまだ学ぶべき点が多いと思う。リサは練達の魔法使いだから、色々と教えてもらおうかな？」

　俺がリサを褒めると、彼女は恥ずかしそうに顔を伏せてしまった。

　その仕草はとても可愛いと思う。

「つまりあれか？　外見は凄いけど仕事は真面目なリサさんと、外見は温和で人がいいのに、仕事だとああなってしまうキンブリーさん？」

「キンブリーさんはいつもああなるわけじゃないってさ。愛妻家で愛娘家だから、少しでも危機感を覚えると、もう家族に会えなくなるって、あの『ビッグバンエクスプロージョン』が飛び出すみたい」

　それは迷惑な話だな。

　あの魔法も、開発では使えるのかな？

　周囲への被害を考えると、使い方には注意が必要だと思うけど。

「それにしても、人は見かけによらないな」

　キンブリーの意外な一面を知ったエルは、リサを見ながらまじまじと語る。

　爆炎のキンブリーと、ブリザードのリサ。

　二人がなぜ相対する存在として世間に知られているのか。

　俺たちは、バーサークバードの脅威と共に、身をもってそれを体験したのであった。





第三話　ヴェンデリン先生







「う───ん、耳を当てても赤ん坊の心臓の音とかが聞こえない……」

「あなた、もっとお腹が大きくならないと聞こえませんよ」

「そうなのか……」

「はい、そうですよ」

「残念だ」




　今日もリサを連れてバウマイスター伯爵領内で土木工事をしてから屋敷に戻り、暫しばし休息している時、試しにエリーゼのお腹に耳を当ててみた。

　ドラマだと赤ん坊がお腹を蹴る音が聞こえるとかいう場面があるが、残念ながらなにも聞こえない。

「性別も、もっとお腹が大きくなってからですね」

「それは生まれてからでいいよ。お楽しみというやつで」

　ローデリヒ以下家臣たちも、ホーエンハイム枢機卿以下エリーゼの実家も、陛下以下多くの大物貴族連中も、エリーゼに『男産め』的なプレッシャーをかけてくる。

　直接口で言ってくるわけではないが、無言のプレッシャーとでもいうべきか。

　エリーゼが女の子を産んで、イーナとルイーゼが男の子を産むと相続で面倒なことになると思っているのであろう。

　カタリーナの場合は、男の子ならヴァイゲル準男爵家を継ぐから問題ない。

「性別がわかるんだな」

「聖魔法の一種ですけど、使える人に頼めば教えてもらえますよ」

　赤ん坊の性別判定の魔法はかなり特殊な部類に入る魔法で、治癒魔法よりも使える人が少ないのだとエリーゼが言う。

「高度な聖魔法使いが、必ず使えるようになるというわけでもないのです。レンブラント男爵様の『移築』と同じですね。私も使えませんし」

　エリーゼでも使えないということは、かなり特殊な聖魔法なのであろう。

　数少ない使い手は、赤ん坊の性別判定の仕事で忙しいそうだ。

「特に、貴族と大商人からの依頼で忙しいと聞きます」

　この世界は、昔の日本と同じく家が重要視される。

　当主に嫡男が生まれることこそが重要で、それが生まれる前にわかるとなれば当然依頼が発生するというわけだ。

「へえ、そうなんだ」

「あなたは、気にならないのですか？」

「それほど気にならないな。生まれればわかることだし、でも健康で生まれてきてほしいな」

　日本でも地方だとそんな感じだと前世で母が言っていたが、俺からすれば男でも女でも、無事に生まれてくれれば万々歳なのだ。

「最初の子供が女の子だとしても、次かその次で男の子が生まれるんじゃないの？」

　実際には男ばかり産む人と女ばかり産む人なんていうのがあるらしいけど、そんなことをいちいち考えていたらキリがない。

　それよりも、今はいかにして赤ん坊の心臓の音を聞くかだ。

「そこで、この『聴音』の魔法が役に立つ！」

　これは風系統の魔法で、聴診器のような役割をする魔法であった。

　子供ができたと知った時、急ぎ師匠の本を読んで習得したのだ。

　しかし、師匠はこの魔法を覚えてどうするつもりだったのであろう？

「この魔法があれば！」

　『聴音』をかけてから、再びエリーゼのお腹に耳を当てた。

　すると、定期的に心臓の鼓動が聞こえてくる。

「よし！」

「ヴェル、残念だけどそれはエリーゼの心臓の音よ」

「なっ！」

「まだそこまで赤ちゃんが大きくなっていないのよ」

　確かに、イーナの言うとおりだ。

　四人はまだ妊娠初期で、パッと見た感じでは妊婦にはまるで見えなかった。

「残念……」

　念のために、イーナ、ルイーゼの順にお腹に耳を当てて『聴音』を使ってみたが、彼女たちの心臓の音しか聞こえなかった。

　いや、一人だけ『グ───』とお腹の鳴る音が聞こえた。

　ルイーゼである。

「妊娠したらお腹が空すくなぁ……今、一日五食なのに」

「そんなに食べて大丈夫なのか？」

　俺は改めてルイーゼを見るが、太ったようには見えない。

　彼女が妊娠していると言っても、信じない人の方が多そうな気がする。

「きっとボクの子供は、男の子なら逞たくましく、女の子ならナイスバディーになるね」

　ルイーゼが夢見ているが、俺は彼女に似た小さくて可愛かわいい娘が生まれるような気がしてならなかった。

「ヴェルなら、赤ん坊の性別を見分ける魔法を習得しようとするかと思ったけど」

「一応、習得は試みたんだけどね……」

　特殊な魔法というのは本当のようで、『移築』と同じく俺には習得できなかった。

　もし覚えても、エリーゼたちには使わない予定であったが。

「どうして使わないの？」

「生まれてからのお楽しみだからだよ。まあ、結局使えないんだけど。赤ん坊の性別判定を頼む予定もないし」

「そうなんだ」

　イーナが、不思議そうな顔をしている。

　俺も伯爵になったので、跡継ぎを期待していると思ったからであろう。

「何人か生まれれば、一人くらい男が交じるって。そのくらいの気持ちで気楽にいこう」

　エリーゼたちが周囲の『男産め』プレッシャーでストレスが溜たまらないように、俺はわざと軽く言った。

「ヴェンデリンさん」

「なんだ？　カタリーナ」

「私もまだ赤ん坊の動く感じなどはいたしませんが、念のために確認してもよろしいですわよ」

「はあ……」

　エリーゼ、イーナ、ルイーゼのお腹には耳を当ててみたが、カタリーナにはまだそれをしていない。

　そこに不公平さを感じたのかもしれない。

　見かけによらず、カタリーナにはこういう可愛らしい部分もあるのだ。

「当然、確認してみるさ。もしかしたら、聞こえるかもしれないし」

　最後にカタリーナのお腹に耳を当ててみるが、やはりなにも聞こえなかった。

　『聴音』を使っても、彼女の心臓の音しか聞こえない。

「その魔法、使い方が難しいですわね……」

「私は覚えたいです」

　カタリーナはともかく、治癒魔法の使い手にして基礎的な医学知識があるエリーゼには役に立つ魔法かもしれない。

　魔法の習得なら動かなくても大丈夫なので、覚える時間を取っても構わないであろう。

「ヴェンデリンさん、聞こえましたか？」

「やっぱりまだ駄目だな」

「私たちは、ほぼ同じ時期に妊娠していますからね」

　赤ん坊の心音は聞こえなかったが、俺は一つだけカタリーナの微妙な変化に気がついた。

　そう、ほんのわずかな変化であったが、彼女のお腹に耳を当てた時にふと気がついてしまったのだ。

　そして知ってしまった以上、俺はそれを口にせずにはいられなかった。

　なぜかって？

　誰しも、目の前にボタンがあってその横に『押すな！』という張り紙があったら、押したくなってしまうのが心情ではないか。

　それと似たようなもの……全然関係ないけど……。

「カタリーナ、少し太った？」

「ヴェンデリンさぁ───ん！」

「えっ？　それを指摘してもらいたくて、お腹に耳を当てさせたのでは？」

「そんなわけないでしょうが！」

「そこから、ダイエットですわって言うのが定番？」

「妊娠しているのにダイエットなんてしませんわよ！　お腹の赤ん坊に悪影響ではないですか！」

「確かに」

　俺から太ったと言われたカタリーナが怒髪天を衝つくばかりに激怒してしまい、俺は彼女の機嫌を直すのに多大な苦労をする羽目になるのであった。




「旦那、女性に太ったかと聞くのは禁句だぜ。姉御もそう言っているし」

　カチヤが俺に注意している横で、リサが『うんうん』と頷うなずく。

「そうじゃの、これは生まれや身分に関係なく、全女性に共通した決まり事と言っても過言ではないの」

　テレーゼも、俺の味方はしてくれなかった。

　カタリーナの機嫌を直してから、俺たちは再び土木工事に出かけた。

　メンバーはリサに加え、テレーゼ、カチヤの合計四人。テレーゼはそろそろ実践をという理由で、カチヤはヴィルマの代わりに護衛役としてついてきている。

　ヴィルマはエリーゼたちの世話で屋敷に残り、エルは警備隊の野生動物狩りに参加していた。

　未開地は野生動物が多くて狩りには最適なのだが、人が住むには、そこから動物たちを駆逐しないと駄目だからだ。

　警備隊の訓練にもなるので、定期的に駆除が行われている。

「いやね、ちょっと気がついたからつい口に出てしまって」

「駄目だなぁ、旦那は。カタリーナは妊娠しているんだし、それは言わないでおかないと」

　そうは見えないがカチヤも年上なので、俺は彼女から注意されてしまった。

　実家の騒動の時には無茶な行動をしたが、普段は意外と常識人なのだ。

　自分は普段サバサバしていて男性らしいところも多いからなのか、同性に対しては意外と気にかける部分もあった。

「カチヤも、妊娠して太ったら気にするのか？」

「どうだろう？　あたい、少し太りたいくらいだしなぁ……。できれば胸が……」

　活動量が多く、魔法使いでもあるカチヤは、今まで太ることとは無縁だったのであろう。少し太りたいくらいだと言っているが、そう都合よく胸ばかり太らないのは、カタリーナを見れば明らかなのだが、それは言わないでおこう。

「それよりも、早く橋の基礎を埋めるのであるな」

「今日は、アーネストもいたんだっけな」

「家族水入らずのところを済まないのであるな」

「いや、周りにも工事関係者が沢山いるじゃないか……」

　実は、アーネストも今日の工事に参加していた。

　なぜかというと、今日は新しい橋の建設を行っているからだ。

　建造物は『移築』を利用した荒業でもなんとかなるが、橋は建設が非常に困難である。

『他の川にかかっている橋を持ってきても役に立たんのですわ』

　レンブラント男爵も、今まで橋の移築はしたことがないと断言した。

　川幅や土台の条件などがまるで違うので、移築しても役に立たないのだそうだ。

　移築した途端、崩れたり流されたりでもしたら笑えない。

　そんな理由もあって、橋の建設には多額のコストと時間がかかる。

　『○○家当主三代にわたる悲願であった橋の完成！』というようなことが話題になることも普通にあった。

　バウマイスター伯爵領でも、実はバウルブルクから魔の森まで向かう途中にある橋しか完成していない。

　バウマイスター伯爵領には大きな河が三本も流れているので、橋の建設は必要であった。

　だが、急いで適当な橋を作ってもすぐに流されてしまう。

　そこで、先に発掘したトンネルで使われていた特殊コンクリートと、俺が生成に成功している極限鋼の出番になる。

　これらを使用した橋脚を作り、多少の増水では流されない頑丈な橋を作ろうというわけだ。

　橋脚などの基礎さえ終えてしまえば、上の部分は通常の工事でも十分に対応可能なはずだ。

「それで、いくつの橋を建設予定なのであるか？」

「ローデリヒの計画だと、三十以上だな」

「おおっ！　バウマイスター伯爵は働き者であるな！」

「それは褒めているのか？　アーネスト」

　小さな川の橋も合わせると百を超える。

　しかも、ローデリヒの計画次第ではその数がさらに増える可能性があった。

「そのせいであろう、橋が実用的すぎて考古学的にはつまらないものになってしまったのであるな」

「お前はこのあと一万年も生きて、遺跡になった橋でも発掘するつもりか？」

「いやいや、我が輩、未来の後輩たちが可哀かわい想そうだなと思っただけであるな」

　極限鋼の鉄筋と特殊コンクリート製の橋脚は、デザインはシンプルで橋をかける川の幅に合わせて大きさを変えているだけであった。

　作っているのが俺だけなので、凝ったデザインとか言われても困るのだ。

　俺は建築デザイナーではないのだし。

「その代わりに、魔力さえあれば量産は可能だ」

　大量の橋脚をはじめとする橋の部品を製造し、それを現地で組み立てるわけだ。

　細かい装飾とかが欲しければ、別途ローデリヒが依頼するであろう。

「だから、魔法使いが三人必要なのか」

「テレーゼ、頑張ってくれよ」

「些いささか訓練ばかりで飽きたからの。こういう実践は大歓迎じゃな」

　作業分担はこうだ。

　まずは、俺が橋脚を立てる川底を露出させる。

　一部の川の流れを長時間上流から堰せき止めるので、一番魔力量が多い俺の出番となった。

「次は妾わらわか」

　テレーゼが、露出した川底に橋脚の基礎部分を埋める穴を掘る。

　最初は慣れない作業で時間がかかったが、次第に穴を掘るのにかかる時間が短くなっていく。

「……」

　最後は、リサが『念力』で橋脚を動かし、川底に掘った穴に埋める。

　埋め終わったら、橋脚の周りの川底を固める作業も忘れないで行う。

　傾きがないように精密な作業が要求されるが、リサはそれを難なくこなした。

「以上、これを繰り返して橋の橋脚を設置、その上に橋を渡していくと」

　橋の上の部分も、すべて極限鋼と特殊コンクリートでできている。

　一度に多くの馬車が通れるよう、大重量に対応しつつ横に広い作りにしたからだ。

「あとの細かい部分は任せる。さあてと、次の場所に向かうか」

「はい……橋が一日でほぼ完成したよ……」

　建設現場にいた家臣は、あっという間に基礎が完成した橋を見て唖あ然ぜんとしている。

　確か新しく仕官した人物で、まだ魔法に慣れていないのであろう。

「新素材のおかげだな」

　やはり、特殊コンクリートと極限鋼は役に立つ。

　大きくて頑丈な橋が簡単に作れてしまうからだ。

「すさまじいの、これほどの橋が簡単に作れてしまうとはの……」

　以前は不可能だったのだが、やはり極限鋼の生成方法を得られたのは大きい。

　特殊コンクリートも、アーネストが製造方法を知っていて助かった。

　希少金属の配合量の資料を持っていたのだ。

「どうせローデリヒが追加で橋の建設を頼んでくるだろうから、なるべく建設を急ごう」

　こうしてわずか一ヵ月ほどで、大小合わせて百近い橋がバウマイスター伯爵領にかけられることとなる。

　初期の三十から大幅に増えたのは、やはりローデリヒが追加発注をかけたからだ。

『橋、道、港などのインフラ整備が完璧ならば、その領地は発展するのです』

　この世界の貴族たちが新領地の開発に失敗する理由は、結局そこに辿たどり着く。

　移動するのに必要なインフラの整備に失敗すると、不便な土地のままで人が増えない、町もできないからだ。

　道はまだこれからも作らなければいけないが、空海両方の港と橋、土地の整地などはひと段落ついたような気がする。

　などと思っていたら……。




「お館やかた様、バウマイスター伯爵領が移動に便利だと知り、移住希望者が増えております。ここは急ぎ町と村落建設予定地の基礎工事をお願いします」

「ローデリヒは、主あるじの使い方が上う手まいの」

「旦那も、文句を言いながらもよくやっているよな」

「……」

　妊娠中のため『瞬間移動』が使えないエリーゼたちに代わり、テレーゼとカチヤとリサが土木工事についてくるようになった。

　だが、いまだリサは俺と話をするまでには至っていない。

「姉御、ご機嫌だな」

　それでも、俺に笑顔を向けられるくらいには成長したので、あとは時間の問題だと思うことにするのであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「ヴェル、俺たちの『ドラゴンバスターズ』は活動が困難な状態にあるぞ」

「大分前からそうだけどな」




　今さらだが、エルの言うとおりだ。

　『ドラゴンバスターズ』が機能していない原因、それはエリーゼたちの妊娠にあった。

　新婚中、帝国内乱中と避妊していたのが、それをしなくなった。

　バウマイスター伯爵家には跡継ぎを含めて多くの子供が求められるので、いつまでも妻たちが妊娠しないとなると、他の貴族たちが愛人や側室を送り込もうとしたりするからだ。

　なので、エリーゼたちが無事妊娠したのはめでたいことであった。

　家臣たちもとても喜んでいる。

　俺も父親になるのだ。

　悪い気分ではない。

　前世では結婚すらできなかったので、これは大きな進歩といえよう。

「産休が四名も出ているから戦力ダウンだ。俺も常には参加できないし」

　先日の内乱で指揮を習ったエルは、今も領内警備などで経験を積んでいる。

　そのため、たまにしか冒険者としての仕事につき合ってくれなくなった。

　まあ、これは仕方がないのだが。

「ハルカを貸してくれと言うと怒るか？」

「いや、怒らないけど、それがさ……」

　ついでとばかりに、ハルカも妊娠してしまったとエルが報告する。

「おめでたい話なんだけど、なんだろう？　早くないか？」

「俺には、早打ちの才能がある」

「それは自慢になんねえよ。大人の会話的に」

　ブランタークさんが妙な合いの手を入れてくるが、それよりもパーティメンバーの問題だ。

「さっきも言ったが、俺も常にはつき合えないし、伯爵様、ヴィルマ、カチヤと……テレーゼ様はもう少し修練しないとな」

　工事はともかく、戦闘に関しては慎重にというのがブランタークさんの方針だ。

　テレーゼの場合、もし彼女の身になにかあると、バウマイスター伯爵家の責任問題になってしまうという理由もある。

「あれ？　十分な戦力じゃないか？」

「伯爵様、残念ながら、もう前のように四、五人で魔の森に行くのは禁止になったんだ」

「えっ？　誰が禁止に？」

「うちのお館様とか、陛下とかもな。俺がいない時に、キンブリーがやらかしたからな。幸い伯爵様に怪我はなかったが、もっと戦力がいないと伯爵様を魔物の領域に出すのは禁止という、慎重論になったわけだ」

　そんなことを言われてしまうと、もう完全にお手上げ状態であった。

　そのせいか、最近は毎日土木工事ばかりである。

『お館様は父親になられるのです。ここはお子たちのため、バウマイスター伯爵領のさらなる発展を！』

　自分も子供が生まれたばかりのローデリヒが、俺を上手く乗せて領内中の土木工事を急ピッチで進めていた。

『帝国からの恩賞も含めて、バウマイスター伯爵家の資産はさらに増えました。これを利用して、効率よく素早く開発することが可能になったのです。他の貴族家ではあり得ないことですので』

　どの貴族領でも、開発計画くらいならすぐに立てられる。

　そこで必ず問題になるのが、先立つもの、つまり資金なので、それがあるうちは無茶が可能だ。

　一番手間と金がかかる基礎工事を俺が魔法で済ませてしまうので、開発計画も立て放題だ。

　そして、金が回っているバウマイスター伯爵領には人が集まるので、ローデリヒは彼らも利用して開発を促進していた。

　開墾に整地、河川の改修、港の建設。

　ローデリヒ曰いわく、第一次工事分は予定よりも大分早く終了したので、今は第二次工事分を行っている最中だそうだ。

　まあどうせ、すぐに第三次工事計画のお話が出てくるのだろうけど。

　バウルブルクを中心に東西南北に伸びる主街道と、蜘く蛛もの巣状に張り巡らされた支道の工事は完全に終わり、今はそれに繋つながる細かな街道を建設しているところだ。また、バウルブルクの近くを流れる河川の改修にも目途がついたので、東と西を流れる河川の改修工事も始まっている。

　とりあえず頼まれた主な橋の建設は終わらせたから、あとは小さな橋を必要に応じてかけるだけだと聞いた。

　地元住民からの陳情が出たらローデリヒが必要度を判断し、俺たちが実際に建設する。

　将来、陳情が沢山出て橋だらけという可能性もあるが、その辺のさじ加減はローデリヒがしてくれると思う。

「冒険者としての仕事は、子供が生まれてからでいいじゃないか」

　エルは、産休終了後に再び冒険者をすればいいと言う。

「あっ、でも……」

　ふと、リサの方に視線を送ると、彼女は嬉うれしそうに首を縦に振った。

　俺の新しいパーティメンバーとして助けてくれるようだ。

「……ですが、ヴェンデリンさん。ちゃんと責任を取ってほしいそうです」

　通訳のカタリーナが、リサの希望を俺たちに伝える。

　裸を見たくらいで……あとは、下の毛が生えていなかったのを知ってしまったからか？

　この世界の女性は、そういう点が面倒臭い。

「そういうことは、もう少しお互いをよく知ってからで……」

　どうも、カチヤの件ではなし崩し的な部分もあったので、今回は少し慎重になっている。

　というか、慎重にしないと俺は奥さんばかり増えていく構図だ。

　さらに問題なのは、それを逆に周囲が喜ぶという点であろう。

「……最初はそれでいいそうです」

　しかし、カタリーナも律儀に通訳するものだ。

　リサからの言葉を正確に伝えていた。

　実はカタリーナは、面倒見がいい性格なのかもしれない。

「これでなんとかなるか？」

「導師が来てくれればいいのに」

　エルは、導師が冒険者として助っ人に来てくれることを期待しているようだ。

「エルヴィン、導師は駄目だぞ」

「えっ？　なんでです？　ブランタークさん」

「導師は講演で忙しいからだ」

「えっ？　まだ忙しいんですか？」

　帝国内乱が終わってすでに三ヵ月近く経っているのに、まだ話を聞きたい人がいるのか。

　この世界って、思った以上に娯楽が少ないんだな。

「こういうのって、最初は王国直轄領を巡って、そのあとに貴族からの依頼があるんだよ。むしろ、これから各貴族領巡りで忙しいはずだ」

　まずは都市部で講演して、その次に地方講演という感じなのかな？

　俺とブランタークさんはスケジュール的にも立場的にも無理なので、結果的に王宮筆頭魔導師としての仕事が少なく法衣貴族でもある導師に話が殺到したのだろう。

「導師、陛下の頼みは断らないからな」

　導師は陛下の幼おさな馴な染じみにして、忠実な臣下だからな。

　普段は誰よりも唯我独尊で、俺たちも散々振り回されているけど。

「陛下も、自分の言うことをよく聞く貴族に配慮できるってわけだ」

「ヴェル、導師の講演って楽しいのかな？」

　確かめたい気もするが、俺が現地に行くと導師に引き込まれてなにか喋しゃべらされるかもしれない。

　柄でもないのでやめておこう。

「暫しばらくは、魔物の領域に行くのはなしだな。それに、もう伯爵様が狩りをしなくても魔物の素材や採集物は集まっているそうだ。伯爵さまが自ら動く必要はないさ」

　現在、魔の森周辺には数十の村や町ができていて、そこから多くの冒険者たちが狩りを行っている。

　俺たちが無理に頑張る必要は、もうなくなっていた。

「ヴェル、あの人は？　ほら、アーネスト」

「いや、彼は……」

　現在のアーネストは、俺たちの前にも碌ろくに姿を見せずに室内でレポートの作成に没頭していた。

『考古学の常識から考えて、遺跡発掘よりも調べたものを参考に論文を書く方が時間がかかるのであるな』

　トンネルを予定を超えて二週間ほど綿密に調査したアーネストは、それから部屋に籠こもって分厚い紙束に論文を書いている。

　探索してから、分析して、論文を纏まとめる。

　彼は、生粋の考古学者というわけだ。

　かなり集中しているようで、毎日、風呂に入るのと三度の食事以外では部屋から出てこなかった。

『ここは快適であるな。ニュルンベルク公爵は、発掘を急げと面倒だったのであるな』

　その分の論文記述も残っているそうだが、それに加えて領内の遺跡位置の特定もある。

　今のアーネストは、机の前から梃て子こでも離れなかった。

　勿もち論ろん、監視は続けているが、担当の家臣は暇でテンションを保てないらしいとローデリヒが報告してきた。

「学者からすれば、最高の研究環境か」

　あれだけの魔力を持つ魔族なので、野放しも危険である。

　地下遺跡という餌を与えて、バウマイスター伯爵領内で生活させた方が楽というわけだ。

「じきに、新しい遺跡の話も出るだろう」

　バウマイスター伯爵領内には、まったく手付かずの多くの地下遺跡が存在する。

　特に魔の森がある場所には多いそうだが、そこを探るには戦力も必要だ。

　もっとも、エリーゼたちが産休である以上、無理をする必要はないのだが。

「結局は、テレーゼの仕上げ待ちかな？」

「そんなところだと思うが、実は伯爵様に仕事の依頼だ」

「仕事ですか？　どこの竜でしょうか？　もしくは、謎の地下大遺跡？」

「いやいや、そんな大げさなものじゃないから」

　ブランタークさんはそんな大変な仕事じゃないと否定するが、実際に詳しく話を聞いてみないと信用できない。

　今まで、そういう無茶振りばかりされてきたのだから。

「王都にある冒険者予備校の臨時講師だよ」

「臨時講師ですか……その前に、俺たちってまったく王都の冒険者予備校に通っていなかったですよね？」

「そう言われるとそうだな……」

　所属はしていて、記録上は卒業したことになっているが、碌に顔を出したためしがない。

　必要な訓練などは、すべて他で行っていたからだ。

「王都の冒険者予備校ともなると、魔法使いがそれなりにいるからな」

　地元の冒険者予備校に入学せず、魔法の最先端だからとわざわざ王都まで学びに来る魔法使いは一定数存在するそうだ。

　地方だとちゃんとした魔法使いの講師がほぼおらず、ブライヒブルクのような大都市だったとしても、名の通った魔法使いは希少という現実が理由である。

　どうせ魔法を習うなら、優れた教師からと考えるのであろう。

「王都の予備校は、講師がいいというのがウリだからな。臨時で高名な魔法使いが短期講習や講演をすることもある。俺も何度かやったことがあるしな」

　ブランタークさんは、その時リサに魔法の指導を施したらしい。

「これも魔法使いの義務だ。伯爵様は有名になってしまったからな。日当は出るけどこれは雀すずめの涙で、奉仕活動だと思ってくれ。選ばれし者の義務ともいうか」

「わかりました」

　俺は、その依頼を引き受けることにするのであった。




　翌日、ブランタークさんと共に『瞬間移動』で王都に向かうことにする。

　講師など初体験だが、もし失敗しても仕方がない。

　それは、適性がなかったということなのだから。

　出かけようとすると、屋敷の庭までエリーゼたちが見送りに出てくれた。

　連れていくという選択肢も一瞬頭を過よぎったが、妊婦に『瞬間移動』はダメなんだった。

　便利すぎる魔法ゆえに、ついうっかりしてしまう。

「あなた、行ってらっしゃいませ」

「お土産でも買ってくるよ」

「頑張ってくださいね、先生」

「エリーゼに先生って言われると照れるな」

　エリーゼは、俺が冒険者として狩りにいくわけではないので心配していないようだ。

　笑顔で話をしていた。

「ヴェル、先生役とか大丈夫？」

「イーナ、そこはこう考えるんだ。『一人くらい、臨時講師に反面教師がいても構わないじゃないか』とな」

「ヴェルの言うことも間違っていないのよね。そう簡単にヴェルの魔法は真似できないと思うし……」

　義務の履行というやつなので、顔さえ出せば最低限の仕事は終わるのだから。

「練習すれば大丈夫かもしれない」

「努力は必要だけど、本人の才能とかもあるから」

　もしかしたらもの凄すごい逸材と出会えるかもしれないが、そこは運の要素が強いであろうと思っていた。

「その割には、夜、懸命に本を読んでいたような」

「俺はダメダメでも、師匠の理論は役に立つのさ。というわけで、念のために読んで覚え直した」

「でもさ、案外ヴェルの理論も参考になるかもよ」

「急に褒められたような。ルイーゼ、まさかお土産の増量を」

「コラッ。ヴェルって意外と考えて魔法を使うタイプじゃない。ボクは直感的だけど」

　ルイーゼは、自分は教えるのに向いていないと言う。

　それもあるが、彼女は使える魔法が少ないので、こういう席に呼ばれないのだとブランタークさんが補足した。

「ヴェンデリンさん、私にも後に臨時講師のお仕事がくると思いますので、戻ったら講義の様子を教えてくださいね」

「そうか。カタリーナにもそのうち臨時講師の仕事が回ってくるよな」

「今は妊娠しているので、お話はこないでしょうけど」

　カタリーナも、今では大変有名な魔法使いになっている。

　そのうちに、臨時講師の仕事がきてもおかしくはなかった。

「その前に、カチヤさんとテレーゼさんの指導がありますけど」

「妾は大人しくしているからの」

「あたいも使える魔法の種類が少ないから、そういう義務とは無縁だな。旦那も大変だな」

　テレーゼとカチヤも見送りに来ている。

「ヴェル君、行ってらっしゃい。エリーゼさんたちは安定期になるまで動かせないから」

　アマーリエ義ね姉えさんは、なし崩し的にエリーゼたちの面倒を見る仕事に就いていた。

『私、これでも二人子供を産んでいるから、少しは役に立つわよ』

　経験者の強みで、エリーゼたちもアマーリエ義姉さんを頼りにしているようだ。

「っ？　リサ」

　急に服の袖を引っ張られたので視線を移すと、カタリーナの後ろにリサがいた。

　相変わらずの人見知りで、なぜ彼女があのメイクと服装を長年続けていたのかがわかる。

　それをしないと、ギルドの受付にすら行けないであろうから。

　今日も、先日戦った時とはまるで別人であった。

「……リサさんも、カチヤさんとテレーゼさんの特訓を手伝うそうです」

「ありがとう、リサ」

　俺がお礼を言うと、リサは嬉しそうにほほ笑む。

「本当、別人みたいだな」

　派手なメイクと衣装の頃のリサをよく知っているブランタークさんは、今の彼女に困惑気味だ。

　どう接していいのか、わからないのであろう。

　それでも露骨に避けられなくなっただけ、マシになったとも言える。

「そして、私はヴェル様の護衛」

　今日もエルは、警備隊関連の仕事でバウマイスター伯爵領を離れられない。

　というわけで、俺は案内役のブランタークさんと護衛役のヴィルマと共に王都へと飛んだ。

　数回しか行ったことがなかったが場所は覚えていたので、冒険者予備校の裏庭へと『瞬間移動』で飛ぶ。

　庭に到着すると、時刻は朝なので、外から見える教室の中では多くの冒険者見習いの少年少女たちが講義を受ける準備をしていた。

「みんな、初々しいな」

　実は、俺たちよりも年上という人も意外と多いけど。

　三十歳を過ぎても、新しく始める商売の資金稼ぎなどで冒険者を目指す人もいるからだ。

　それでも、半数以上は未成年であった。

「伯爵様と、そんなに年齢も変わらないじゃないか」

「いや、十代の数歳差は大きいのですよ」

　王都の冒険者予備校も、内容的には他の地域の予備校と大差はない。

　ただし、入学希望者が多く、王国から直接資金援助を受けているので、ブライヒブルクの予備校と比べても敷地や建物が広く、講師や職員の数は生徒よりも多いくらいだ。

　入学は十二歳からで、成績優秀者には学費の免除がある。

　魔物の領域には十五歳にならないと入れないので、それまでは近場の森などで狩りを行う。

　ブライヒブルクとまるで同じであった。

「校長に挨拶しに行こうぜ」

　ブランタークさんの案内で、俺たちは校長室へと向かう。

　ヴィルマと手を繋ぎながら校内を歩いていると、すれ違う生徒たちが騒ぎ始めた。

「ブランタークさん、有名人ですね」

「俺も有名ではあるよ。だが、それ以上に伯爵様だろうが」

「みんな、ヴェル様を見て驚いてる」

「そうなんだ。俺の顔なんて知っているんだな」

「当たり前」

「当たり前なのか……」

　この世界、テレビもないのにね。

　校長室に入ると、数年前と同じ校長が出迎えてくれた。

　見た目は六十歳くらいで、ロマンスグレーが格好いい、片腕が義手のいかにもできそうな男性だ。

「ヘリック殿、連れてきたぞ」

「すまんな、ブランターク」

　彼の名はヘリック・クレーメンス・ハインケスで、元は高名な冒険者である。

　片腕が義手なのは、若い頃、魔物に腕を食い千切られたからだそうだ。

　彼が凄いのは、そこで引退しないで義手のまま冒険者を続け、腕を食い千切られる前よりも活躍した点だろう。

　『義手のヘリック』は、冒険者列伝にも載っている有名人であった。

　引退後に、その知名度を買われて冒険者予備校の校長に就任している。

　ブランタークさんは駆け出しの頃、彼に世話になったそうで、だから臨時講師の依頼を俺に持ってきたのであろう。

「実は、ヨハネスの爺じいさんが引退してしまってな」

　ヨハネスの爺さんとは、この予備校で魔法の講義を担当していた正規講師であるが、年齢は九十を超えている。

　いかに王都の予備校でも、魔法を教えられる人材を確保するのは難しいので、教えられる限り引退しないという魔法使いは多かった。

　本人が辞めたくても、予備校側が引き留めるケースが多いのだ。

「歳のせいか物忘れがひどくてな。遂ついに魔法を忘れ始めた。講義に支障が出るからと、孫が来て退職届を置いていった」

「そこまでいくと、さすがに引き留められないか」

　そんな老人でも、正規講師が消えてしまったので予備校側は困った事態に陥ったようだ。

「講義が可能な老魔法使いの大半は、他の儲もうかる仕事を受けるからな。ヨハネスの爺さんは貴重だったんだよ」

　次の正規講師を捜してはいるが、時間がかかる。

　そこで、王宮から臨時講師扱いで魔導師を派遣してもらったりして凌しのいでいるようだ。

「だから一ヵ月でも……一週間でも助かるから」

「奥さんたちが妊娠して冒険者稼業もお休みですから、開発の合間になら」

「ありがとう。バウマイスター伯爵殿」

　というわけで、週に三回ほどエリーゼたちが出産するまでの約一年間、臨時講師を引き受けることになった。

　まあ、こういう経験もなにか人生の役に立つはずだ。

　それに『ヴェンデリン先生』、悪くない響きである。

「ところで、王宮には暇そうな人がいるではないですか」

　具体的に誰とは言わないが、最近講演で忙しいあの人のことである。

「導師殿か？　彼は駄目だろう」

「なぜです？」

「将来がある魔法使いたちを壊すわけにはいかないからな。私も訓練は厳しい方がいいとは思うが、何事にも限度があると思う」

「あの……ここに、直接導師から二年半も訓練を受けた人間がいますが……」

「それは、バウマイスター伯爵殿が強いからなんとかなったんだ」

　元凄すご腕うでの冒険者にまで、導師と同人種だと認定されてしまった俺。

　表面上は笑って誤魔化したが、内心では物悲しさを感じてしまうのであった。
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「ヴェル様、緊張している？」

「思えば、こういう経験ってないからな」

　校長への挨拶を終えると、早速、生徒である魔法使いが集められている教室へと向かう。

　ブランタークさんは顔合わせを終えると、王都に用事があるとかで俺たちと別れた。

　さすがに授業参観には来てくれないようだ。

　ヴィルマは魔力があるので副臨時講師のような扱いで傍そばにいてくれる。

　いざ教室に入ろうとしたのだが、俺に教師の経験などないわけで、急に胃を締め付けられるような緊張感に襲われた。

　一方のヴィルマは、特に緊張もしていないようだ。

　正直、とても羨うらやましかった。

「（偉いさんの前でのプレゼンでも、ここまで緊張しなかった……）」

　商社マン時代に、新企画のプレゼンを会社の役員たちの前でしたことがあった。

　その時でも、ここまで緊張しなかったはずだ。

「ええいっ！　別に取って食われるわけじゃないんだ！」

　俺は覚悟を決めて教室の中に入る。

　するとそこには、十二歳から十五歳くらいの少年少女が四十名ほどいた。

　さすがは王都、魔法使いの数が多い。

　魔法使いだけでクラスが一つ作れるのだから、ブライヒブルクの予備校と比べるのはさすがに可哀想だ。

「みなさん、初めまして。臨時講師のヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターです。週三回、約一年ほどこのクラスを受け持つことになりました。どうぞよろしく」

　声が少し上ずっているような気がするが、なんとか挨拶はできた。

「ヴィルマ・エトル・フォン・バウマイスター」

　ヴィルマは、いつもどおりに淡々と自己紹介をする。

　そこに緊張感など欠片かけらもなく、だからこその狙撃能力なのかもしれないが。

「ええと……」

　俺が口を開くと、生徒たちの視線が一斉に俺に集中するが、ここで一つ問題があった。

「（ヴィルマ、こういう時ってなにをすればいいんだ？）」

　緊張で頭の中が真っ白になっているというのもあるが、こういう時、先生はまずなにをすればいいのかよくわからないのだ。

「（ヴェル様、昨晩の予習は？）」

「（あれさ、ここの生徒たちがどの程度の修練度かわからないと使えないの……）」

　ヘリック校長に聞いてこなかった俺の、完全なミスであった。

「（さっぱりわからんな。まあ、初日だからいいか）いきなり講義をするのもなんなので、質問を受け付けます」

「先生！　骨竜はどんな魔法で倒したんですか？」












「地下遺跡で蠢うごめく数万のゴーレムを倒した魔法って、僕にも使えますか？」

「帝国軍十万の軍勢を一発の魔法で吹き飛ばしたって本当ですか？」

「先生は特別な魔法を使っているから若く見えるけど、本当は三百歳を超えているって噂うわさは本当ですか？」

　結局その日は、次々と手をあげる生徒たちの質問に俺が答えるという形で終了した。

　質問の中身も今までの骨竜退治や、地下迷宮攻略、内乱時などの質問ばかりであり、まったく魔法の修練にはならなかった。




「みんな、目がキラキラしていたな。俺にもあんな時期があった」

「いや、ヴェルは最初に出会った頃から目はキラキラしてない。世間に対して達観していた」

「そうか？」

　その日の講義が終わってから、俺とヴィルマは屋敷に戻る。

　王都で買ってきた土産を広げながら今日の話をするのだが、俺の話を聞いたエルが失礼なことを言いやがった。

「もっと若い頃は目がキラキラしていたんだよ。まるで天使のように」

「どちらかというと、堕天使の類たぐいだな」

「失礼なことを。早く奥さんの元に帰れ」

「了解」

　エルにお土産を渡すと、彼は自分の家へと帰っていった。

　奥さんが妊娠してるのだ。早く戻ってあげた方がいい。

「あなた、次からの講義はどうするのですか？」

「そこは師匠からの教えを参考に、臨機応変にいくよエリーゼ。ヴィルマも助けてくれるし」

「副臨時講師として頑張る」




　講師としての仕事は週に三回の約束なので、初日から三日後、俺とヴィルマは再び教室へと向かった。

　さすがに俺の話ばかりしていられないので、自分なりに講義を行うことにする。

　だがその前に、以前に講師をしていたヨハネスさんの講義内容がどういったものであったか、生徒たちに聞いてみることにした。

　いい部分があれば、それも導入した方が生徒たちのためになると判断したからだ。

「ヨハネス先生って、どんな講義をしていたんだ？」

　生徒たちに質問をすると、みんな顔を見合わせ黙り込んでしまった。

「えっ？　秘伝の魔法とか理論を教えてくれたのか？」

　だから、他人には教えられないとか？

「いえ、違います、先生」

「先生？　ああ、俺か。ええと……君は？」

「はい、アグネス・フュルストと言います」

　ざわめく生徒たちの中から、一人の少女が手をあげた。

　身長は百五十五センチほどで、ライトブラウンの髪を内巻きにしている眼鏡をかけた美少女である。

　ぱっと見た感じ、かなり学級委員長キャラ寄りかな？

「（眼鏡っ娘こだ！）」

　眼鏡をかけても美少女なので、外すともっと美少女かもしれないなどと、俺はくだらないことを考えてしまう。

「ヨハネス先生なんですけど……」

　アグネスによると、実は一年ほど前から彼の認知症は始まっていたらしく、卒業した先輩魔法使いから申し送りされていたそうだ。

　このクラスの生徒は入学したばかりだが、前年のクラスから問題はあったのか。

「何度も同じことを言ったり、魔法を教えていたのに、途中で話が昔の冒険譚たんになったりで、みんなほぼ独学で魔法を……」

　元から魔法は独学でやるものだが、せっかく高名な講師がいるのだから新魔法や鍛錬のコツくらいは聞いて参考にしたい。

　その希望を完全に打ち砕くぼんやり講師なのに、生徒は講義をサボるわけにはいかない。

　ちゃんと決められた単位を取らなければ卒業できないのだから。

「卒業するためには、全講義数の三分の二は出ないと駄目なので……」

　本当は、このクラスの生徒数は六十人以上いるらしい。

　ただ、みんな出席日数ギリギリで構わないと思っているので、常に三分の二くらいの生徒しか出席していないそうだ。

「なるほど」

　ならば、昨晩考えたとおりに最初は基礎からで構わないか。

　そう考えた俺は、早速自分なりの講義を始めることにする。

「まずは、基礎中の基礎、毎日の基礎訓練について」

　これは、世間に大量配布されている本に書かれている内容だ。

　毎日、魔力の流れをイメージしながら、魔力路と魔力袋を広げる。

　これによって、魔力量と魔法の威力が上がるから毎日行う必要があった。

「確実に毎日行っている人は？」

「半分……」

　手をあげた生徒の少なさに、ヴィルマがガッカリしたような表情をしている。

　彼女も俺やブランタークさんに教わって、毎日確実に瞑めい想そうを行っているからだ。

　あの導師だって、それを欠かしたことなど一日もないと言っていた。

　そのくらい、基礎訓練は基本中の基本なのだ。

「毎日しないと駄目だよ」

「ですが先生、俺は魔力の上昇がもう止まっているのです」

　一人の男子生徒が反論してくる。

　魔力は初級レベル、このクラスでは低い方であった。

　ちなみに、このクラスで一番魔力量が多いのは委員長キャラのアグネスであった。

　あくまでも、今のところは、という条件がつくが。

「それでも、魔力路は広げられるから」

「魔力路をですか？　俺の魔力では魔法の威力もたかがしれていますし」

「魔力路が狭いと、使用魔力量と魔法威力のコントロールが甘くなるよ」

「えっ？　そうなんですか？」

　その男子生徒は、その話を初めて聞いたようで驚きを隠せないでいた。

「大量の魔力を使って魔法を使う時でも、少量の魔力を使って魔法を使う時でも、魔力を流す魔力路は広い方が有利です。特に前者は魔法の発動時間に影響します」

　魔力路が狭いと、必要な魔力が流れ終わるまでの時間が長くなるからだ。

「それは、わずかな差なのでは？」

　別の男子生徒が、続けて俺に質問をする。

「わずかだけど、実戦だと致命的だよ。相手に先に魔法を撃たれたら終わりだし、発動する前に魔物に突進されたら死ぬだろうね」

「……」

　俺の返答に、その生徒のみならず全員が黙り込んでしまう。

　そう、コンマ一秒の差もないであろうが、それが致命傷になるケースが多いのだから。

「先生っ！」

「なんですか？」

「その基礎訓練なんですけど……」

　もう一人、下限年齢ギリギリであろう、黒髪をオカッパ頭にした美少女が質問をしてくる。

「魔力を流して魔力路を広げるイメージって本には書いてあるのですが、そのイメージの具体例がよくわからなくて……」

　イメージとだけしか書いていないので、具体的にどうイメージするのかわからない。だから適当に座って目を瞑つむっているだけで終わってしまうと、その少女は言う。

　他にも、同じような悩みを持っている生徒は数人いた。

「（それも仕方ないか……）」

　俺が魔力路を広げるイメージに利用したのは、日本で見たテレビ番組などである。

　学校で見せられる教育テレビなどで血管に血が流れる映像とかがあるが、それと似たイメージを脳裏に浮かべればよかった。

　ところが、この世界では、人体の仕組みなど医者や教会経由でないと学べない。

　それも情報源は伝聞と本しかなく、資料映像など存在しないのだ。

「それを予想して、こんなものを準備しました」

　とは言ってもそんなに手の込んだものではなく、王都の店でも売っている猪いのししの腸を横に吊つるしただけのものだ。

　詰め物に使うので、どこでも安く購入できる。

　横に吊るした腸には傾斜をつけていて、俺は高い位置に吊るした右側の入り口から魔法で水を出して腸の中に流していく。

　水量を増やすと腸は膨らんでいき、流れ終わった水は低い位置にある左側の出口から下に落ちる。

　落ちた水は、助手のヴィルマがタライを準備していて、そこに落ちて溜まった。

「水が魔力で、この猪の腸が魔力路という考え方です。大量の魔力で腸を常に膨らますイメージを思い浮かべるのです」

　俺は水量を増やして、水が流れ込んだ腸を膨らませる。

　腸が破れてしまうと駄目なので、そこは慎重に水量を微調整していく。

「自分の魔力路がこのように広がるイメージを、一日一回は目を瞑り頭の中に思い浮かべながら行うといいでしょう。次に……」

　魔力袋であるが、これはもっと簡単だ。

　猪の膀ぼう胱こうも、やはり腸詰の材料として安く売られている。

　これに、魔法で出した水を限界まで入れて膨らませた。

「先生、魔力路と魔力袋とはこういう形なのですか？」

「あくまでも想像の範囲ですけど、先生はこれで毎日訓練しています。魔力を大量に流して膨らむというイメージですと、これが先生には最適なのです。勿論イメージなので、自分なりのイメージを考えて実行しても構いません。それで効果があれば、それがその人には最適な方法なのです」

「なるほど……」

　生徒たちは、俺の解説を神妙な表情で聞きながら懸命にメモを取っていた。

「（眩まぶしいくらいに真っ直すぐな若者たちだな）」

「（ヴェル様、ちょっとジジ臭い）」

　彼らの純真さに感動した俺に、ヴィルマの毒舌が突き刺さる。

「先生ほどの魔力を持っていても、まだ基礎訓練をしているのですか？」

「先生の場合は、まだ魔力が増えていますから」

　まだ二十歳前なので不思議なことではない。

　だが、俺の魔力量はすでに大陸随一、勝てるのは魔族のアーネストくらいなので、みんな目を丸くしながら俺を見つめていた。

「繰り返しになりますが、魔力量が上がらなくなっても、魔力路を広げるイメージ訓練はした方がいいです。広い魔力路なら少量の魔力も素早く移動できますが、狭い魔力路に一気に大量の魔力を通そうとすれば、流れが滞って魔法の発動が遅れたり、最悪必要な威力の魔法が放てないこともあり得ます。なので、これは毎日することをお勧めします」

　他にも、師匠から教わったり、俺が独自に考えて行っている基礎訓練などを生徒たちに伝えていく。

　特に、俺やその関係者が毎日実践している『瞑想』を実践込みで教えると、集中しやすいと生徒たちに好評であった。

　一回目は自己紹介で、二回目は基礎の基礎。

　妥当な講義内容であろう。

「バウマイスター伯爵殿、私も講義を見ていたが感心したぞ」

　講義を終えて校長室に向かうと、俺とヴィルマはヘリック校長からお褒めの言葉を頂いた。

「基礎の基礎ですよ？」

「そうなんだが、意外と教えてくれる人がいないんだ。俺も魔法使いじゃないんでな。教えるのは不可能なんだよ」

　ヨハネスの爺さんが認知症でなければとっくに教えているはず……いや、俺はヨハネスの爺さんの魔法使いとしてのやり方を知らないので断言はできないけど。

　中には基礎訓練なんてしなくても、毎日魔法を限界まで使い続けて強引に魔力量を増やすなんて、超体育会系の人もいるからな。

　それで効果が出る人もいるので、一概には否定できないけど。

「名のある魔法使いに臨時講師を頼むと、これも当たり外れが多くてな」

　講義を受けている魔法使いの大半は、初級から中級レベルの魔力しか有していない。

　それでも貴重なのだが、臨時講師で来るような魔法使いたちは確実に中級の上以上の魔力を持っている。

　彼らは有能ではあるが、天才で唯我独尊な部分もある。

　大した苦労もせず優れた魔法を使える天才は、できない人への教え方がわからない。

　できない人の気持ちが理解できないからだ。

　自分の派手な魔法を披露して、『これを参考にしな！』で終わる人も珍しくないそうだ。

　逆に血ち反へ吐どを吐く思いで魔法を習得した人は、『詳しくは教えないから、とにかく見て覚えろ』みたいな職人肌の人が多い。

　『死ぬ気で努力しろ』、『覚えられないのは甘え』みたいなことをよく言い、天才肌の人よりはマシだが、やはり一定数の脱落者を作ってしまうそうだ。

「参考にならないし、極端すぎ」

「こういうチグハグなことになるのは、そもそも魔法使い不足が原因なんだけどな」

　というわけで、予備校の講義が当てにならないとなれば、魔法使いはますます自己研けん鑽さんか師弟制度に頼ることになる。

　カチヤなんてその口だ。

　ところが、師弟制度には臨時講師と同じような罠わなも存在していた。

　弟子が、必ず師匠の真似をできるわけでもないのだ。

「俺は魔法使いじゃないから断言はできないけど、たまにすべての魔法使いが実力を出しきれているかどうか疑問に感じることもある」

　ちゃんと基礎から系統立った訓練を受ければ、もっと使える魔法使いになるのではないかと思ってしまうそうだ。

「ええと、お引き受けした時期までは努力して教えますので」

「それでもありがたい！　次の講師を捜さないと駄目なのだが、バウマイスター伯爵殿よりも優れた人を捜すのは難しいだろうな」

　というわけで、俺はヘリック校長に気に入られたようであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「体系的な魔法の指導ですか……確かに、師匠次第、自分の実力次第な部分が大きいですね」

　家に戻り、夕食をとりながらエリーゼにその話を振ると、彼女はそれを否定しなかった。

「エリーゼはどうだったの？　私、ルイーゼ、ヴィルマは完全な後発型だから、ヴェルとブランタークさんが師匠みたいなものだし」

「カチヤもそうだよね。カチヤの場合は、最初からある程度魔力はあったみたいだけど」

「でも、あたいも使える魔法の習得で苦労しているからな……姉御の指導でようやくってところ」

　イーナ、ルイーゼ、カチヤは、自分の状況を語り始めた。

「私の場合は、教会で指導がありましたから」

　エリーゼは幼い頃に魔力が確認されたので、すぐにホーエンハイム枢機卿のツテで教会から指導を受けたそうだ。

「すぐに治癒魔法の特性を見み出いだされたので、他の治癒魔法使いの方々から指導を受けました」

　教会としても、治癒魔法が使える人材の確保は急務である。

　それに、祖父がホーエンハイム枢機卿なのだ。

　指導の手を抜くことはあり得なかった。

「でもよ、魔法使いは貴重なんだろう？　あたいの場合は、あまり使える魔法がないからさほど大事にもされなかったけど。冒険者ギルドの扱いは悪くなかったけどな」

　以前のカチヤ程度の魔力の持ち主でも、それが戦闘能力を嵩かさ上げできるタイプなら冒険者ギルドや軍でも重宝される。

　ただ、それは厳密にいうと魔法使いだからではない。

　単純に強いからだ。

「治癒魔法の才能があれば、教会の手厚い指導が受けられます。他の魔法使いの場合は……」

　魔法使いは数が少ないので忙しい。

　指導するよりも、自分で働いた方が儲かる。

　魔法くらい、自分でなんとかするだろうと。

　それでも一応、社会貢献の意味も込めて二、三人は弟子を取るか──普通の魔法使いの考え方は、概おおむねこんな感じらしい。

「それも面倒な方は、予備校の臨時講師などでお茶を濁しますね。それすらしない変わった方も多いですし」

　それでも、お上や各種ギルドはなにも言わない。

　相手は実力もあり実利ももたらす魔法使いなので、下手に怒らせてヘソを曲げられると困るからだ。

「なぜ予備校の魔法使い講師陣が貧弱なのかよくわかる話ではあるか……それで、カチヤとテレーゼはどんな感じ？」

　俺は、二人の仕上がり具合を聞いてみる。

「はい。カチヤさんは、『加速』に特化した身体能力強化魔法と風系統の魔法に特性があります。ですが放出は苦手なので、サーベルに纏わせて攻撃力を上げたり、風を自分の周囲に纏わせて『魔法障壁』と同じような効果を持たせる魔法の習得に留とどまっています。イーナさんと同じような魔法性質ですね。テレーゼさんは、実は一番得意な系統は土でした。土木魔法などの適性が高いです。火系統も高度なものが使えることは、以前に私と決闘をした時に判明していますから」

「へっ？」

　俺は、驚きを隠せなかった。

　カチヤとテレーゼの魔法のことではない。

　あの究極の人見知りであるリサが、俺に淀みない声で説明をしたからだ。

「カチヤさんって……姉御……」

　カチヤは、以前のリサしか知らない。

　急に『さん』付けで呼ばれて、かなり戸惑っているようだ。

「リサが喋った！」

　昔にそんなアニメがあったな。

　あれは、○ララが立ったか……。

「いや……こいつは元から喋れるから。なあ、リサ」

「……」

　リサは、俺とは普通に喋れるようになったが、ブランタークさんからの問い掛けには黙ったままだ。

　まだ完全に人見知りが治ったわけではないらしい。

「俺は無視かよ！」

「お師匠様、リサさんは男性はまだヴェンデリンさんとしか話せないようで」

「あのメイクと服装がないと、こんなものかよ……」

　リサから話しかけてもらえず不機嫌になったブランタークさんに、カタリーナが懸命にフォローをする。

　彼女はいつの間にか、リサの世話役のようなポジションについていた。

　カタリーナは、なんだかんだ言いながらも結局は律儀に引き受けたり、自発的にフォローしたりで、かなりお人よしで面倒見がいい。

「カタリーナ、随分と面倒見がいいんだな」

「この方、非常にシンパシーを感じるといいますか……」

　人見知りではないが……似たようなものか……同じくボッチであったカタリーナからすると、リサは放っておけないタイプに見えるのであろう。

　実は俺もそうで、だから好きに居候をさせているのだが。

「バウマイスター伯爵様、私を土木工事に連れていってください。カタリーナさんはもう……」

「そういえばそうだな」

　妊娠したカタリーナを、工事現場まで『瞬間移動』で連れていくわけにもいかない。

　リサは、居候をしているのだから自分が代わりに手伝うと手をあげた。

「橋の建設では大活躍だったものな。土系統の魔法は得意なのか？」

「火系統の魔法よりは得意ですよ」

　リサの魔法の精度と威力は、すでに経験ずみだ。

　ならば、せっかくなので手伝ってもらうことにする。

　俺も貴族として、バウマイスター伯爵領発展のために遠慮などするべきではない。

　利用できるものは親でも利用するのが貴族……身分は関係ないけど。

「テレーゼさんの面倒も見ます」

「そうよな。妾も多少の経験は積んだが、まだ一人だと不安があるの」

　まだ魔法使い歴が短いテレーゼからすると、ベテランであるリサの付き添いはありがたいようだ。

「テレーゼさんが、うちの開発を手伝って問題ないのでしょうか？」

「エリーゼも真面目じゃの。妾は引退した身じゃから、たまに助言だけしている身ですと言っておけばいいのじゃ」

「フィリップ公爵家から、帰還命令とか出ませんか？」

　エリーゼが心配しているのは、テレーゼが魔法を使えるようになったので、これは利用価値があるとフィリップ公爵家から帰還命令が出ないかという点にあった。

「それはないの。アルフォンスほどの男が、そんなバカな命令を出すはずがない」

　下手に呼び戻すと、再びフィリップ公爵家の継承問題に火がついてしまう。

　いくら魔法があっても、それを理由に呼び戻せるはずがないのだ。

「ペーター殿とて、それは望まぬであろうよ」

　同じく、次の皇帝にテレーゼをという話になりかねない。

　いまだ帝国には混乱があり、議会の再編と皇帝選挙の実施には時間がかかるからだ。

　ここでテレーゼが戻ると、彼女の出馬を画策する連中が現れないとも限らない。

「公式では、妾はバウマイスター伯爵の客人じゃが、実は戦利品で愛人だと思われている。この立場が妾には面倒がなくてちょうどいい。アマーリエという友人もできたので、お気楽極楽にやっていくというわけじゃ」




　翌日から、リサとテレーゼは土木工事の手伝いに回り、俺が講師の日は、彼女たちを現場に瞬間移動で送り届けてから予備校で講義という日が多くなっていく。

「旦那、あたいも退屈だから連れていってくれよ」

　カチヤも俺の護衛に加わり三人で予備校に顔を出すと、ヘリック校長が早速カチヤに声をかけた。

「そういえば、バウマイスター伯爵にボロ負けして嫁いだんだよな？」

「校長先生は、相変わらずストレートにものを言うよな」

　カチヤはここの元生徒で、二人は面識があるようだ。

「あたいも、旦那の補佐をするからさ」

「補佐……人生ってのはなにがあるかわからないな。『神速』が旦那の補佐か。というのは冗談で、バウマイスター伯爵がいないとどうにもならなくてな。助かるよ」

「ヨハネスのジジイ、遂に死んだんだっけか？」

「お前なぁ……勝手に殺すなよ。老齢で引退しただけだ」

　今日は三人で授業を始めるが、カチヤも予備校では有名人である。

　ワイバーン専門の待ち伏せ殺し屋で、かなり稼いでいることで知られていたからだ。

　あとは、例の婿取り宣言と、並み居る貴族や王族の子弟を倒した件、最後に俺に負けた件も含まれるか。

　話題には事欠かない人物ではある。




「講義の前には瞑想を行います。魔力路を広げていくイメージで」

　今日も講義が始まる。

　とは言っても、もう五回目くらいなので、あとは師匠が俺に教えてくれた基礎や理論に、自分なりにアレンジしたものを加えて教えているだけだ。

「同じ量の魔力を使用した『ファイヤーボール』でも、このように効果範囲がまるで違います」

　最初のは、標的の板に直径一メートルほどに軽く焦げ跡がつくだけ、ところが大きさをパチンコ玉程度にすると、板に穴を開けることに成功した。

「最初の効果範囲は広いが威力がいまいちな『ファイヤーボール』、これにも使用が推奨されるケースはありますが、魔物狩りではほぼ使いません。その理由は？」

「はいっ！」

　俺の質問に、委員長キャラのアグネスが手をあげる。

　眼鏡っ娘で真面目な彼女はこのクラスでは一番魔力が多く、学業成績も優秀で、生徒たちの纏め役になっている。

　予備校のクラスに学級委員長制度は存在しなかったが、周囲からも実質、学級委員長のような扱いをされていた。

「威力が圧倒的に足りないからです。目め晦くらましくらいにしか使えないと思います」

「ほぼ正解ですね。当たっても倒せない魔法など、放つ意味もありませんから。パーティを組んで討伐する際に目晦ましに使うということはたまにありますが、これもやめた方がいいかな？」

　その理由は、二つ存在している。

　一つは、その程度の『ファイヤーボール』では野生動物ならともかく、魔物にはさして目晦ましにはならないこと。

　魔物は動物とは違って、あまり火を怖がらないからだ。

　二つ目は、実は一番重要である。

「毛皮が焦げると商品価値が落ちるからね」

　ジョークだと思ったのか、教室中に笑いが広がる。

「実は冗談ではなくて、獲物の状態は冒険者にとっては大切なので」

　一日に倒せる魔物の数など決まっているので、あとはいかに綺き麗れいに殺すかにかかっている。

「全身黒焦げ、切り傷だらけ。こういう素材は毛皮や皮が使えないので買い叩たたかれます」

　ただ倒せばいいというものではない。

　倒した時の状態が悪ければ、いくら魔物を沢山倒してもなかなかお金にならないのだ。

「つまり、火系統の魔法は魔物討伐に不利だと？」

「全身をこんがりはやめた方がいいね」

　再び質問したアグネスに回答する。

「でも、火系統しか使えない魔法使いだっていると思いますが……」

「俺がそうです」

「私もです」

　数名の生徒たちが、火系統の魔法しか使えないと手をあげた。

　こればかりは生まれ持った才能と相性なので、練習してもどうにもならないケースが多い。

「そこで、魔法の圧縮が役に立ちます」

　大きな『ファイヤーボール』など撃たないで、パチンコ大ほどの大きさに圧縮した『ファイヤーボール』を獲物の急所に向けて撃つ。

　少ない魔力でも魔法を圧縮させれば威力は上がるという、先ほど見せた理論だ。

「このように、魔物の急所に一撃する」

　見本として、米粒大までに圧縮した『ファイヤーボール』を次々と板に当てていく。

　板には、十ヵ所以上も焦げが付いた穴が開いた。

　平均一秒で一発、このくらいはできないとブランタークさんに怒られてしまうようになった。

「この程度の穴と焦げなら、買い取り価格もそう下がらないでしょう。素早い魔法の発動と、急所へ当てるコントロールは要訓練です。魔力路を広げる瞑想は、このような魔法の素早い発動に役に立ちます。練習しておくように」

　俺の言葉が途切れると、生徒たちは懸命にノートを取り始める。

「ちなみに、この圧縮は……」

　続けて、小さく圧縮した『ウィンドカッター』を多数発生させる。

　これも、木の板に三日月状の穴を十ヵ所以上も開けた。

「凄い……」

「先生、水と土の系統はできないのですか？」

　生徒たちが驚きの声をあげるなか、アグネスが再び質問をする。

「できなくもないんだけど……」

　ヴィルマがそっと差し出した石を手のひらで発生させた『ウィンドカッター』で砕いてから、それを銃弾のように板にぶつける。

　さらに水の玉を発生させ、これを『ブースト』で補強して板にぶつけた。

　共に、木の板に小さな穴を複数開けることに成功した。

「このように、貫通力アップのために風系統の『ブースト』を掛ける必要があるので、魔力の使用量が増えます。水の場合は、『氷弾』にした方が貫通力は圧倒的につけやすいですけど、そうすると水と風の系統を組み合わせるので魔力は倍消費しますね。火の場合は貫通力ではなくて、あれは板を焼き切って穴を開けているのです」

　貫通力でいえば、実は弓矢や金属製の銃弾に『ブースト』をかけた方が大きくなる。

「魔物はなるべく損傷なく殺すのが一番ですが、そればかり狙っていると逆に魔物に殺されるということになってしまいます。魔法を使える才能を得た以上は、自分がいかに効率よく獲物を倒せるかを研究するといいでしょう。冒険者になってソロで活動する人は少ないと思います。他のメンバーの得意武器や戦法も加味して、なるべく安全で効率のいい狩りを模索する。魔物を撃退だけして高価な採集物のみで稼ぐという手もありますし、そこは頭を使ってください」

　同じ戦闘能力でも、頭を使ってない人よりも使っている人の方が収入が圧倒的に多いのだから。

「冒険者稼業は長い年月はできません。君たちは魔法使いなのですから、引退後も仕事に困るケースは少ないかと思いますが、将来のことをよく見据えて冒険者稼業を行ってください」

　今日の講義も、どうにか無事に終わらせることができたのであった。




　この日も無事講義が終わったので、俺たちはヘリック校長に挨拶をしてから、昼ご飯を食べに外に出た。

　予算や人手の関係で予備校に食堂はなく……王国も食事の補助はしてくれないようだ……生徒たちは外食か弁当を持ってくる。

　周辺には予備校の生徒たち目当てに飲食店が多数立ち並んでいるが、俺たちはその中からある一軒のお店を目指していた。

「このお店か……」

　見た感じは普通の食堂にしか見えないが、実はこのお店、導師推薦のお店である。

「おおっ！　待っていたのである！」

　中に入ると、奥のテーブル席から導師が俺たちに声をかける。

　最近、講演活動に忙しいのであまり顔を合わせていなかったのだが、今日は午後から一緒に狩りをしようと誘われていたのだ。

　その前に、このお店で待ち合わせて昼食をとろうという寸法だ。

「この食堂は、モツシチューが名物なのである」

　俺たちは、導師お勧めのメニューを注文してから話を続ける。

「先生役はどうなのであるか？」

「それなりになんとかこなしていますよ」

「そうかな？　旦那は結構上手くやっているとあたいは思うよ」

「それは私も思った。ヴェル様は、先生に向いていると思う」

「そうかな？」

　カチヤとヴィルマに褒められたが、自分ではあまり実感がない。

　前世で通っていた大学でも教職過程など選択していなかったので、上手くやれているか自信がなかったからだ。

「ヨハネスの爺さんは丁寧に指導はしてくれたけど、わからなければとにかく練習を続けろというタイプの人だったぜ」

「努力は実を結ぶという感じ？」

「今ヴィルマが言った、『努力は実を結ぶ』が口癖だったな」

　ただし、魔法の理論的な説明などはあまりなく、自分の魔法を見せて、それをイメージしながらひたすら練習だったそうだ。

「あたいは、なかなか魔法を覚えられなくてな」

　結局、ヨハネス爺さんの講義では魔力が増えただけ、『加速』を覚えたのは成人後にリサから教わってようやくだったそうだ。

「ああ見えて、姉御は魔法に関しては理論的なんだよ」

「確かにそうだな」

　氷系統の魔法を極めるため、わざわざ真冬に王国北部にある山脈へと出かけたと聞いた。

　魔法のイメージ力を上げるのに、実体験に勝るものはないというわけだ。

「最近、すっかりしおらしいけど」

「前よりはいいでしょうに……」

　いくら人見知りが酷ひどいとはいえ、あのメイクと服装で高慢ちきなのもどうかと思うのだ。

「今も、素直にバウマイスター伯爵領の開発を手伝っているからな」

　テレーゼと二人、臨時講師の仕事がある俺の代わりに工事現場へと『瞬間移動』で送っていた。

　俺が講義でいない間も、バウマイスター伯爵領の開発を止めないためである。

『お館様、ここは景気よくリサ殿も娶めとってしまいましょう』

『無責任に言ってくれるな』

『いいえ。無責任ではありません。拙者はバウマイスター伯爵家家宰として、お家の利益になるから言っているのです。多少年上ですが、綺麗な方ではないですか』

　彼女の土木工事の上手さに感心したローデリヒは、極めて現実的な理由から、俺にリサを娶れと迫った。

　リサは、テレーゼを指導しながら巧みに土木工事を行っている。

　二つ名どおりに氷魔法だけかと思えば、他の魔法も実に器用に使いこなすのだ。

　あとは、カチヤの言うとおり人に教えるのも上手い。

　今までは、あのメイクと衣装のせいで損をしていたと思われる。

　あの格好でないと、碌に人と話すらできなかったのだから、仕方がなかったといえばそれまでだが。

「姉御、絶対にこう思っていると思う。これも、内助の功だって」

「うっ！」

　報酬はあとで支払う予定であったが、もし本人がそう思っているのなら受け取らないかもしれない。

　しかしそれは、既成事実の追認のようなことになってしまうかも。

「そういう難しい話はあとにして」

　あとで決められることを、今考えても仕方がない。

　注文した料理が運ばれてきたので、早速食べることにする。

　上手に下処理した様々な魔物の内臓を煮込んだシチューはとても美お味いしい。

　長時間煮込んでいるのであろう。内臓肉なのに食べるととても柔らかく、口の中でとろけるのだ。

「臭みもないし、美味しいですね」

「バウマイスター伯爵よ。こうしてパンをシチューに浸し、その上にモツをのせて食べると美味しいのである」

　導師お勧めの食べ方をすると、口の中に至福の味が広がる。

「お客さんでいっぱい」

　ヴィルマはおかわりを頼みながら、店内の客の多さに驚いていた。

「シチューセットで七セントはお得だな」

「ゆえに、予備校の学生たちも多いのである」

　周辺の飲食店は、食堂のない予備校の生徒に狙いを定め、美味しくてボリュームがあるのに安い、という料理を日夜研究している。だからレベルが高く外れが少ないのだ、と導師は説明してくれた。

「某それがしも、昔は予備校の学生だったのである。このお店は、某が予備校に通う前からやっていたと聞いたのである」

「美味しかったな」

「大満足」

「また負けたのである……」

「問題はそこなのか？」

　導師がまたヴィルマよりも食べられなくて悔しそうにしていたが、それは気にせず、みんなで狩りに行くことにする。

　場所は、導師がアルバイトでよく狩りをする、王都近くの魔物の領域であった。

　そこはあまり広くもないし、険しい丘陵地帯なので開発されずにそのままになっている場所だ。

「魔力も増えて、戦闘力も上がったからな」

「久々に、私の大おお斧おのがうなる」

「頼もしいではないか、バウマイスター伯爵」

　この四人で苦戦するほど強い魔物など出ないので、夕方まで狩りに勤いそしんだ。

　導師とヴィルマは相変わらず強かったが、カチヤも魔力が増えたおかげで多くの魔物を狩れるようになった。

　高速で、すれ違いざまに魔物の急所をサーベルで切り裂いて失血死させる。

　さすがは、『神速』の二つ名を持つ冒険者である。

「久々の狩りであるな。最近は講演ばかりで疲れたのである」

「どういうことを喋るのですか？」

「真面目な話などしても、みんな退屈がるのである。戦の話もするが、バウマイスター伯爵がテレーゼ様に迫られて大変だった話などが好評だったのである」

　追うテレーゼに、かわす俺。

　みんな笑いながら聞いていたそうだが、それは帝国内乱と全然関係ないような……。

「なぜ、俺の話なんです？」

　なぜ人のプライベートを……いくら人の不幸は蜜の味とはいえ、これは酷い。

「この程度の話で笑えるのであれば、王国も安泰なのである」

「答えになっているような、いないようなだな、旦那」

「ヴェル様はモテモテ」

　その日の狩りは無事に終わり、今日も平穏なまま一日が終わるのであった。

　俺のプライベートが広く世間に暴露されていることが判明し、実は平穏ではなかったような気もするが……。





第四話　サングラス







「ふと思ったんだが……」

「なにをですか？　あなた」




　いつもの朝食の時間、俺は不意にあることを思いついた。

　そして、それがなんなのかをエリーゼが訪ねてくる。

「俺は、臨時とはいえ先生になったよな？」

「そうだけど、それがどうしたの？」

　俺がなにを言いたいのかわからないらしく、イーナも話に加わってきた。

「残念ながら、俺はまだ先生としては若い」

「そうかな？　魔法が使えればいいんじゃないの？」

「ルイーゼ、確かに魔法が使えないと先生にはなれない。だが、魔法が使えるだけでも先生にはなれないんだ、うん、きっとそうだ」

「なに？　難しいお話？　なら、ボクには無理だよ」

　と言って、ルイーゼは食事に戻ってしまった。

　彼女は段々と食欲が増してきたようで、妊娠前よりも沢山食べるようになっていた。

　俺のわけのわからない話よりも食事の方を優先したわけだ。

　その割には、いくら食べてもあまり体形に変化はなかったが。

「それはつまり、先生としての威厳が必要ということですか？」

「そう、それ！」

　カタリーナは、俺の考えに気がついてくれた。

　先生とは、先に生きると書く。

　年配の人が教えるのが普通であり、それは知識や経験もさることながら、年月を経て醸し出される威厳のようなものが教師には必要だと、俺は常々思うのだ。

「ヴェンデリンさんが、導師様やお師匠様のようになるには時間がかかりますし、今の臨時講師の期間には間に合いませんわよ」

「ヴェル様が実際に年を取らないと、そういうのは身につかない」

　確かにカタリーナやヴィルマの言うとおりで、俺に威厳が出るにはそれ相応の年月が必要というわけだ。

「それは確かにそうなんだけど、それをある程度解決する方法がある」

「そんな便利な方法があったかの？　威厳というのは統治者にも必要でな。ゆえに、若い後継者は色々と大変な思いをするわけじゃ。父親や祖父、高齢の親族から後見してもらう方法もあるが、それをすると傀かい儡らいと思われてしまう危険もあるからの」

　もうすでにこちらの屋敷で暮らすようになっていたテレーゼが、『そんなに都合のいい方法が本当にあるのか？』というニュアンスで聞いてきた。

「あるさ」

「ほほう、それはなんなのだ？」

「眼鏡です！」

　そう、眼鏡だ。

　眼鏡とは不思議なアイテムである。

　かけているだけで、その人の知性が何割かアップしたように見えてしまうし、真面目な印象を与える。

　学校の先生が眼鏡をかけていると、それだけでとても上う手まく教えてくれそうな感じがしてしまうではないか。

　俺が若い先生なのは隠しようもない事実だ。

　だが、ここで眼鏡をかけて講義を行えば、俺の威厳や真面目度も上がるというわけだ。

　前世も今世も、俺は目がいいのだけが自慢で眼鏡には縁がなかった。

　本来必要がないアイテムであったが、伊だ達て眼鏡を購入して講義の時に着ければ効果抜群だと俺は思うのだ。

「というわけで、今日は眼鏡を探しに行くぞ」

「行ってらっしゃいませ」

「……」

　なんだろう？

　エリーゼの対応が、いつもよりも若干冷たいような気がする。

　もしかして呆あきれられている？

「イーナもそう思うだろう？」

「そうね、ヴェルの自由にすればいいと思うわ」

「……」

　あれ？

　イーナの対応も、なぜか冷たいな。

「ええと、ルイーゼさん？」

「眼鏡をかけると真面目っていう評価がよくわからないよ」

「真面目に見えないか？」

「全然。『ああ、お金持ちなんだ』と思う」

「……」

　そうであった。

　前世とこの世界では、眼鏡に対する評価がまるで違うのだ。

　たとえ目が悪くても、お金がない人は眼鏡をかけられない。

　だから、眼鏡とは金持ちが購入するもので、そこに真面目とか知性的だとかいう印象はないというわけだ。

　これは、とんだ誤算であった。

「とにかくだ、眼鏡を買うぞ」

「ヴェルって、目が悪かったの？」

「いいや、全然」

　俺の目はとてもよく見えるが、目が悪くないから眼鏡をかけてはいけないという法もないと、俺は思うのだ。

　購入資金も十分にある。

「まあ、欲しければ別にいいけど……」

　イーナから微妙な顔をされてしまうが、俺が先生に相応ふさわしい眼鏡をかければ、きっと生徒たちは俺を威厳のある素晴らしい先生だと思ってくれるはずだ。

　そんなわけで、俺たちは講義が終わった午後、王都にある眼鏡店へと出かけるのであった。




「眼鏡店があった」

「いかにも高級なイメージだな、旦那」

「それは、金持ちしか買えないからだな。でもさ、目が悪いわけでもないのに金が勿もっ体たいなくないか？」

　今日はエルがついてきており、あとはいつもどおりカチヤとヴィルマを加えた四名で王都にある眼鏡店の前に立っていた。

　眼鏡はお金持ちしか購入できないくらい高価であり、この店はそんな眼鏡を扱う老舗と聞いている。

　そう言われると確かに、店の構えなども高級な感じだ。

　だがやはり、眼鏡を購入する人は少ないようで、店はこぢんまりとしていた。

　あまり大おお店だなにする必要がないのであろう。

「客が少ないのか」

　前世のように人間の視力が全体的に衰えているということもなく、テレビやパソコンや携帯電話、スマホもないので、ちょっと目が悪い程度だと眼鏡は必要ないし、たとえ必要でもお金がなければ購入することはできない。

　市場規模が、そんなに広くないのかもしれない。

　『目が悪くても眼鏡が買えないと、生活に困ってしまうのでは？』と、思わなくもないのだが。

「じゃあ、入るか」

「いらっしゃいませ」

　店に入ると、店主と思われる中年男性が俺たちを出迎えた。

「眼鏡をご要望でしょうか？」

「ああ、そうだ」

　偉そうな口調で答えるが、伯爵になると逆にこういう口調でないと相手が困惑してしまうケースが多いので仕方がない。

　前世では、上司や得意先にペコペコしていたので慣れるのが大変なのだ。

　たった三年ほどのサラリーマン生活だったのに、ある意味恐ろしい慣習である。

「あの……バウマイスター伯爵様ですよね？」

「ああ」

「やはりそうでしたか！　アグネスがお世話になっております。おいっ！　アグネス！」

　なんとこの眼鏡店は、今俺が魔法を教えている委員長キャラ、アグネスの実家であった。

　眼鏡っ娘こなので、もしやと思ったのだが、王都にはもっと沢山眼鏡店があると思っていたので、まさかここで会えるとは思っていなかった。

「お父さん、どうしたの？　あっ！　先生だ！　こんにちは」

　店の奥から出てきたアグネスは、予備校でも着ているローブ姿のままであった。

　学級委員長キャラの見た目どおり真面目な性格だから、家でも欠かさず魔法の鍛錬をしているのであろう。

「先生も、目がお悪いのですか？」

　自分と同じく俺も目が悪いと思ったようだ。

「いや、あくまでも威厳の確保のためだ」

「ええと……どういう意味でしょうか？」

　アグネスは、俺の言い分に首を傾かしげていた。

「ヴェル、素人のお嬢さんをお前の妙な常識に巻き込むなよ……つまりね……」

　俺が教師として必要な威厳を手に入れるため、眼鏡を欲しているのだとエルが説明した。

「俺も意味がわからないんだけど、眼鏡をかけると知的に見えたり、威厳が出たりするのか？」

「そうですね……アカデミーの教授や、常に書類と睨にらめっこしている法衣貴族の方々で眼鏡をかけている人は多いですよ」

　本や書類ばかり見ているからか、目が悪くなる傾向にあり、かつこの世界は親の職を子が引き継ぐことが多いので、代々眼鏡になるテクノクラート階級や貴族家が多くなる。

　だから、自然と眼鏡をかけている人は知的に見えるのかも、とアグネスは答えてくれた。












　どうやらアグネスは、眼鏡店の娘だからこそ俺と同じような価値観を有しているらしい。

　エルの場合は……まあ地方には眼鏡をかけている人が少ないからであろう。あまりピンとこないようだ。

「ほら見ろ、だから俺は眼鏡をかけて先生らしくするのさ」

「つーか、そんな俄にわかで大丈夫か？」

「ヴィルマ、あたいにはさっぱりわからないんだけど」

「私にもよくわからない」

　エルは、眼鏡をかけたくらいでそんな急に威厳が出るのか疑問に感じているようだ。

　カチヤとヴィルマもどう答えていいのかわからないようで、二人で首を傾げていた。

「先生！」

「どうした？　アグネス」

「先生は、もっと自信を持っていいと思います。先生は私たちとそんなに年が違わないのに、今までに来たどんな先生よりもわかりやすく魔法を教えてくれるのですから」

「アグネス……」

「先生に飾りの眼鏡なんて必要ありません！　先生は、眼鏡なんてかけなくても素晴らしい先生です」

「ありがとう！」

　俺は嬉うれしかった。

　講義の前日、二時間ほど睡眠時間を削って師匠の本を読み込み、それを参考に自分の理論と合わせて授業ノートを作ったりとかして準備した。

　その俺の努力は、ちゃんと認められていたんだ。

　可愛かわいい女子生徒がそれを認めてくれた。

　別に男子生徒でも嬉しいけど、女子生徒でしかも可愛いと、その嬉しさも倍増するというものだ。

　我ながら、現金な性格をしていると思うけど。

「そうだな！　先生には眼鏡は不要だな！」

「だから、前からそう言っているじゃないか……」

　エルがなにか言っているけど、俺には聞こえない。

　野郎の意見など、この際、無視である。

「はい！　先生は眼鏡をかけていなくても立派な先生です！」

「ありがとう！　アグネス！」

「先生！」

　俺とアグネスは、手を取り合ってその喜びを共有し続けるのであった。

「旦那……」

　が、すぐにローブを引っ張られて現実に引き戻されてしまう。

　その犯人は、カチヤであった。

「その娘の親父さん、ちょっと可哀かわい想そうじゃないか？」

「いえ、アグネスがお世話になっているのです。眼鏡が売れなくても、私は全然気にしませんよ」

　とは言いつつも、見てわかるほどガッカリしているので、俺はアグネスの親父さんに悪い気がしてしまうのであった。

「……ならば、狩猟と釣りに使う色つきの眼鏡を購入しよう」

「色つきの眼鏡ですか？　初めて聞く商品ですね」

　さすがに店内で勝手に感動だけしてなにも買わないというのは、バウマイスター伯爵としての沽券に関わる。

　というわけで、俺は狩猟や釣りに使えるサングラスを購入しようとした。

　昼間の直射日光の下で狩りをするのはなかなかに大変である。

　時おり、直射日光が目潰つぶしとなり、野生動物や魔物に不覚を取ってしまう冒険者も毎年発生しているそうだ。

　そこで、直射日光を防ぐ遮光レンズを……技術的には難しいのでサングラスでも十分に使えるはずである……を頼もうとしたのだが、アグネスの親父さんは初めて聞く商品だという。

「色つきのレンズはないのか……」

「はい、見えにくくなってしまうので」

「いや、色がついている方が逆によく見えるケースもあるんだ」

　俺はアグネスの親父さんに、懸命にサングラスと遮光レンズの理論を説明した。

　余分な日光を防いで眩まぶしさを軽減するので、逆にものが見えやすくなるのだと。

「そのために、レンズに色を付けるのですか？　技術的には可能だと思いますが……工房に聞いてみますね」

　親父さんは、店の近所にある眼鏡工房に俺たちを案内した。

　たかが眼鏡と侮ってはいけない。

　様々な先端技術の塊なので、眼鏡店は専門の工房を抱えている。

　しかも、工房の主あるじはアグネスの親戚であった。

「我ら一族は、貴族から没落して眼鏡店と眼鏡工房を営むようになったのですよ。技術は秘伝で、まあ眼鏡店は他にもいくつかありますけどね」

　店舗と工房を一族で経営し、従業員や職人も代々同じ家の人を使って技術の漏えいを防いでいるらしい。

　魔道具では不可能な芸当だが、通常の工芸品ではよくあることだ。

　そのおかげでアグネスの一族は食べていけるのだが、逆に言うといきなり新入りが眼鏡工房に就職することはできない。

　就職しないで一から眼鏡作りを志すのは困難だから、必然的に数少ない眼鏡店と工房が独占する状態になるわけだ。

　眼鏡は利益率の高い商品であるが、高価な分それほど数が売れないので、独占していないと生活できなくなるという事情もあるのだけど。

「レンズに色をつけるのですか？」

「ええと……こんな感じです」

　俺は、すでに出来上がっているレンズに魔法で色をつける。

　レンズはガラス製であり、レンズ工房はガラス工房でもあった。

　ガラスに着色する染料を借りて、魔法でサングラスっぽい色のレンズに仕上げたのだ。

「俺は目が悪いわけじゃないので、レンズに度は必要ないから薄く……」

　出来上がったレンズを魔法で削って、適当な眼鏡のフレームと合わせてとりあえず完成した。

　試しにかけてみると、サングラスっぽい見え方がした……当たり前か。

「なるほど、目が悪くない方にも需要があるというわけですね。畏かしこまりました。このままでは商品として販売できませんので、こちらで調整をしておきます」




　数日後──改良と調整を施されたサングラスはとてもかけやすく、伊達眼鏡とはいえ見え方なども大幅に改良されていた。

　さすがは、技術を抱え込んでいる眼鏡工房とでもいうべきか。

　俺の即席製造魔法では、やはり限界があるようだ。

「早速、狩りに行ってみよう」

　俺たちはアグネスの親父さんにサングラスの代金を支払い、その足で王都近郊の草原に狩猟に出かけた。

「おおっ！　眩しくないぞ！」

　真っ昼間の草原でも目が眩しくなく、俺は順調に狩猟の成果をあげることに成功した。

　半ば思いつきの提案であったが、アグネスの実家である眼鏡工房の技術力のおかげでサングラスの実用性は高かった。

「なるほど、そういう利点があるんだな。俺も注文しようかな？」

　過剰な直射日光を防いでくれるサングラスに、エルは感心していた。

「私も欲しいかも」

「眩しさを軽減してくれるのはいいな。ここぞという時に眩しくて動きが遅れると困るし。でも、使いどころは限定されるか？」

　ヴィルマとカチヤも興味があったようで、試しにいくつかサングラスを購入して屋敷に戻り、早速彼女たちもかけてみることにした。




「似合わないね……」

「ルイーゼ、それは実用性と関係ないじゃないか」

　ルイーゼの正直な感想に、カチヤが不満を述べる。

　でも確かに、サングラスってのは大人の女性じゃないと似合わないわけで、カチヤはこう見えてもう少しで二十歳だけど、可愛らしい容姿のせいでサングラスが全然似合っていなかった。

「似合うようなフレームを注文すべきじゃな」

　さすがというべきか、テレーゼのサングラス姿はとても似合っていた。

　大人の女性という感じがする。

「テレーゼさん、似合いますね」

「エリーゼも、もう少し歳を取れば似合うであろう」

　とテレーゼは言うのだが、エリーゼは歳を取ってもサングラスは似合わないような気がするのは俺だけであろうか？

「イーナさんは似合いますわね」

「カタリーナもね」

　イーナとカタリーナはサングラスが似合いそうな感じがしたが、やはり似合っている。

「リサさんは、元のメイクと衣装に戻さないと似合わないかも。私も駄目ね」

　アマーリエ義ね姉えさんには、サングラスは似合わないようだ。

　リサも、元のメイクと衣装に戻してまでサングラスをつけようとは思わないと言う。

「ハルカさん……怖いっすね……」

「私も駄目なようです」

　たまたま屋敷にいたハルカがエルからサングラス姿を怖がられてしまい、外しながら溜ため息いきをついていた。

　こんな感じで、みんなでサングラスをネタに遊んでいたのだが……。

「ヴェル様、みんな、これって狩猟や釣りの時に直射日光を防ぐものでは？」

「そういえば、そうだった」

　冷静なヴィルマによりサングラス本来の使用法を指摘されてしまうが、出来上がった新商品が制作者の意図とは違う使われ方をされることはよくあることで仕方がない。

　まあ楽しければいいというわけだ。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「先生、この前買っていただいた色つき眼鏡の具合はいかがですか？」

　数日後のお昼、講義が終わるとアグネスからサングラスの調子を聞かれた。

　親父さんから聞いてくるように頼まれたのであろう。

「釣りに使ったけど、水面からの反射が眩しくなくていいね」

「そうですか、よかったです」

　俺は、サングラスを釣りや狩猟の時に、必要に応じて使うようになった。

　日本の量販店で買えるような気軽な値段ではないけど、ほぼオーダーメイド品に近いので、かけ心地などは悪くない。

「調整は無料ですから、気軽にお店にいらしてください」

　眼鏡の調整は無料なのか。

　まるで、眼鏡○ーパーみたいだと俺は思った。

「時間が経っても、あまりズリ落ちてこないのもいい」

「フレームの製造技術も、うちの実家は評判がいいんですよ」

　実家で製造・販売した商品だからか、それを褒められたアグネスは嬉しいようだ。

「それでですね、実はお父さんがお願いがあるそうで」

「お願い？」

「はい」

　そのお願いとは、俺用に作ったサングラスであったが、これを冒険者用に量産して販売したいというものであった。

「通常の眼鏡と違って度は入れませんので、レンズの加工にそれほど手間がかからないから安価で販売できると」

　他にも、猟師、漁師、釣りや狩猟を趣味とする貴族を中心とした富裕層、この辺にサングラスを売り込みたいようだ。

「別に構わないけど」

「本当にいいんですか？」

　俺はレンズに色をつけろと言っただけで、実際の加工はアグネスの実家に任せてしまった。

　この程度で特許料の徴収というのもどうかと思うのだ。

「別に構わないよ」

「ありがとうございます！　先生」

　俺が許可を出すと、あとは話が早かった。

　アグネスの実家の眼鏡店はサングラスを正式に発売し、その珍しさと用途に多くの客が購入していく。

　冒険者、漁師、猟師、趣味の狩猟で使うためだと貴族たちも購入していき、今までは普通の度付き眼鏡をかけていた貴族の中にも、度付きのサングラスを注文する人が増えた。

「思わぬ需要も引き出せました。ありがとうございます」

　アグネスの親父さんは、俺にいくつかのサングラスを持参してお礼を述べる。

「度付きのサングラスも作れるんですね」

「はい、秘伝のレンズ研磨技術で可能ですよ。ですが、研磨には気が遠くなるほどの時間が必要なので。……ああ、なるほど、色つきの眼鏡は太陽の光を防ぐから『サングラス』ですか。いいネーミングですね」

　研磨にかかる時間、それが眼鏡が異常に高価な原因でもあるそうだ。

　ついでに、サングラスは俺が命名したことになってしまった。

　前世と同じように、ついサングラスって言っていただけなのに。

「度の調整が必要でなければ、圧倒的に安く販売できます」

「なら、ファッション用でも売れるのでは？」

「新しいフレームのデザインですが……うちの加工技術も活かせますね。試しに作ってみます」

　その後、アグネスの実家である眼鏡店は、サングラスとファッション用眼鏡の販売で売り上げを大幅に伸ばすことに成功する。

　同じような技術を持つ他の眼鏡工房にもすぐに真似をされてしまったが、眼鏡の需要自体が増えたので売り上げは落ちなかった。

　だが、まったく問題がなかったわけでもない。




「先生、最近怖い人たちがよくサングラスを買いに来るんです」

「怖い人たち？」

「はい、体が大きくて怖い人たちなんです」

　アグネスが言うには、体が大きくて筋骨隆々の大男ばかりが大量のサングラスを購入していくという。

「（まさか、マフィア的な何者かが？）」

　ちょっと興味があったので放課後に眼鏡店の前で見ていると、確かに筋骨隆々の大男が姿を見せた。

　彼らはマフィアではなかった……俺の知り合いで、ある意味マフィアよりも性た質ちが悪い人たちだ。

「よう、バウマイスター伯爵。今度狩猟に行くんだが、ここのサングラスが日光の眩しさを防ぐって評判でな。ああ、バウマイスター伯爵が考案したんだっけか？」

　エドガー軍務卿が、取り巻きの軍務系法衣貴族ばかりを連れて買い物に来ていたのだ。

　趣味で狩猟をよくする軍務系法衣貴族たちが噂うわさを聞きつけ、連日サングラスの購入に来ているのであろう。

　確かにぱっと見、誰が見ても怖い人たちだ。

「冒険者予備校で魔法を教えているんだってな。王都にいる機会が多いんなら、今度一緒に狩猟に行こうぜ」

　目的のサングラスを購入し、言いたいことだけを言うと、エドガー軍務卿は俺たちの前から去ってしまった。

「アグネス、侵略や内乱という暴力から国を守る人たちだから怖くて当たり前なんだ」

「なるほど。とても勉強になりました、先生」

　そう、だから彼らがマフィアみたいに見えても気にしてはいけない。

　実際に接してみると、そう悪い人たちでもないし。

「しかし、意外と売れたな、サングラス」

「そうですね」

　俺は、眼鏡店の売り上げが増えてよかったねくらいの感覚であったが、その効果は俺のあずかり知らないところで意外な広がりを見せていた。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「なあ、アグネス」

「なあに？　お父さん」

「お前は将来、バウマイスター伯爵様と結婚するのか？」

「えっ！　どうしてそうなるの？　バウマイスター伯爵様は、私たちの先生なんだよ」

　父からの想定外の質問に、私は顔が熱くなってくるのを感じる。

　きっと見た目も赤くなっているはずだが、気にせず父に反論した。

「だが、うちの商売を助けてくれたし、お前は可愛いからそういう話もあるのかなと……」

「ないない！　先生の奥さんってみんな綺き麗れいだから！」

　ついムキになって反論はしたけど、実は私自身はチャンスがあればそれもありかもと、密ひそかに思い始めるのであった。

　今は生徒と先生の関係でも、いつか……もう少し積極的になってもいいかな？

　明日、先生に予備校で会えるのが嬉しくて仕方がない。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「なあ婿殿」

「はい、なんでしょうか？」

　今日も講義が終わり、たまには一緒に昼食でもとホーエンハイム枢機卿に会いに行ったのだが、彼から予想外の苦情を言われてしまう。

「エドガー軍務卿やアームストロング伯爵などの軍務系法衣貴族連中が、城内で新しい眼鏡をかけながら自慢しておるのだが、陛下から『不気味で怖い』という苦情を言われてな。聞けば、婿殿が考案した眼鏡だという話だが……」

「えっ？　それって俺のせいですか？」

「そう言われると、婿殿に苦情を言うのも変か……」

「城内での着用を禁止にしてくださいよ」

「それが一番手っ取り早いかな」

　以後、王城内ではサングラスの着用が完全に禁止された。

　その最大の理由は、貴族なのにマフィアに間違われる人が続出したから、というのは決して口外できない秘密であった。





第五話　ヴェンデリン、花を贈る







「先生、例のサングラスなんですけど、レンズの色をちょっと変えたり、フレームをお洒落しゃれにしてみたり、続々と新製品を開発中なので、試作品ができたら先生にもお渡ししますね」

「悪いな」

「先生が考案した品なのですから当たり前ですよ」




　今日も講義が終わったあと、俺はアグネスと世間話をしていた。

　サングラスで縁ができたし、彼女はこの魔法使いクラスで一番優秀な生徒であった。

　魔力も現時点で一番多く、講義も熱心に聞き、筆記試験などでも優秀な成績を修めている。

　委員長キャラであるが可愛かわいい娘でもあり、俺のお気に入りの生徒になっていた。

　特定の生徒を贔ひい屓きするのはどうかと思うが、先生も人間なのだから仕方がないし、別に他の生徒たちの指導に手を抜いているわけでもない。

　と、勝手に思うことにした。

　前世の学校の先生も、こういう悩みを抱えていたのであろうか？

「先生はこれからどうされるのですか？」

「少し早く屋敷に戻ろうと思うんだ。奥さんたちがいるから」

「それがいいですよ」

　俺がアグネスを気に入っている理由の一つに、この娘がもの凄すごくいい子だというのがある。

　放課後に遊びに連れていけとか、この年代の娘なら言いそうなことも言わず、妊娠している奥さんたちの元に早く帰ってあげた方がいい、と気を使えるのが凄いと思う。

　前世で同じ年齢だった頃の俺は、まずこんな気遣いなどできなかった。

　最新のゲームと、人気の週刊連載漫画の続きと、可愛い女の子のことしか考えていなかったのを思い出す。

「なにかお菓子でも買って帰ろうかな？」

「先生って、お土産がほとんど食べ物ですね」

「ははっ、好きだからな」

　それもあるが、服やアクセサリーだと似合う似合わないとかサイズの問題もあって、エリーゼたちと一緒に店に行かないと俺には判断できないからだ。

　ファッションセンスがないのは前世からずっとそうなので、こればかりは仕方がない。

「女性への贈り物なら、たまにはお花なんていかがですか？」

「花か……」

　さすがは女性だ。アグネスは俺に、花を買って帰れば奥さんたちも喜ぶであろうと助言してくれた。

　なるほど、花とは俺にはなかなか思いつけないプレゼントだな。

「そうだな、たまには花もいいか」

「そうですよ、女性はお花を貰もらうと嬉うれしいものですよ」

　大量にバラを買って花束に……鉢植えの高価なランとかでもいいのか？

　他にも色々な種類の花があるだろうし、いざ選ぼうとすると悩んでしまうだろうな。

「先生、実はシンディちゃんの実家はお花屋さんなんですよ。有名な老舗の専門店で、綺き麗れいなお花がいっぱい置いてあるんです」

　シンディとは、このクラスで最年少の少女であった。

　年齢は十二で、そういえば俺もその年で予備校に入学したんだよな。

　アグネスとも仲がよく、実はクラスで三番目の魔力の持ち主であった。

　しかも、三番目とはいっても、アグネスとそう魔力量に差があるわけでもない。

　前途有望な新人魔法使いというわけだ。

　黒い髪をオカッパにしているので余計幼く見えるが、実はルイーゼよりも少し背が高かった。

　やはり、ルイーゼほど幼く見える娘ってそうはいないのだな、と俺は感じていた。

「シンディ！」

「なあに？　アグネス」

　年齢は二つ違うが、二人はお互いに気安く口を利いていた。

　同じクラスでもあるし、本当に仲がいいのであろう。

「先生が、シンディのお家でお花を買いたいって」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　シンディは、お客になるであろう俺に嬉しそうにお礼を言った。

「それで、どのようなお花をご希望ですか？」

「……」

　シンディに質問され、ここで一瞬、俺の時間が止まってしまった。

　よくよく考えたら、俺は大して花の種類など知らないのだ。

　バラ、チューリップ、ラン、菊……駄目だ、菊は女性に贈るのに向かない。

　俺の貧しいイメージだと、葬式とかで飾られていそうだ。

　あとは菊人形……全然関係ないな。

　そういえば、この世界に菊ってあるのかな？

　ミズホ公爵領になら菊人形と共にありそうだが、全然興味がないのでわからない。

　食用菊……があるかどうか、あとでミズホ公爵に聞いてみよう。

　あれ、茹ゆでてからカラシ醤じょう油ゆで食べると美お味いしいからな。

　それにしても、他の花の名前がいまいち出てこない。

　マーガレットって、花の名前……人の名前か？

　ポインセチア……あれ？　犬の名前か？

　そんな具体的に聞かれても困ってしまうので、俺は思わず後ろで静かにしているエルに助けを求めた。今日はエルが、ヴィルマの代わりに護衛として同行していた。

　エルもたまにナンパとかしていたくらいだから、きっと俺の知らないところで女性に花を贈った経験くらいはあるはずだ。

「エル、お前ならどんな花を贈る？」

「……チューリップ？」

「さては、お前。俺と同じレベルだな」

　エルも碌ろくに花の名前など知らず、俺と大差なかったというわけだ。

「お前、そんなんだからカルラにフラれるんだよ！」

「それは花と関係ないじゃないか！　そうだバラだ！　バラ！」

「バラを知らない人はいないだろう！」

　やっぱり、エルも俺と同レベル……いや、もっと酷ひどいかもしれない。

　実は、大半の男がこんなものなのであろうが……。

「ここは同じ女性であるカチヤに聞くか……カチヤ」

「えっ？　あたい？」

　女性だからという理由でカチヤに話を振ったら、なぜか彼女もエルと同じように考え込んでしまった。

「例えば、家族や冒険者の男性から花を贈られたこととか？」

「……ええと、ないかな」

　カチヤは、人から花を贈られた経験がないという。

　明らかに表情が暗くなったので、俺もエルもこれ以上は聞いてはいけないような気がしてきた。

　多分、屋敷に帰っても、カタリーナとリサには聞いてはいけないと思う。

「親父や兄貴から花なんて想像もできないな。貰ったといえば……マロイモとか？」

「そうか……」

　マロイモは美味しいし女性には大人気だけど、やっぱりたまには花くらい欲しいとカチヤでも思うよな。

　マロイモだと、いまいちロマンチックじゃないし……。

「こうして、花の名前さえわからなくて三人で行き詰まっているわけだ」

　先生失格かもしれないが、俺の専門は植物学じゃないからな。

　気にしないようにしよう。

「先生、そういう方は別に珍しくないですよ。そのための、私たちのようなお花のプロなのです」

「そうだよな？　なら、シンディに選んでもらおうかな」

「はい、喜んで。ご案内しますね」

　こうして俺たちは、シンディの案内で彼女の実家である生花店へと向かうのであった。




「先生、ここですよ」

「これは専門的な……」

　シンディの実家は、商業街の一角、下級貴族街にも近い大きな生花店であった。

　花のみならず、植木やガーデニング関連の商品も扱い、かなり大規模に経営している。

「ただいま」

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　店内に入ったシンディを、店員らしき若い男性が出迎える。

　お嬢様と呼ばれているところを見ると、かなりの大商家のようだ。

「レンブルク、今日はお客さんを連れてきたから私が案内するわね」

「へえ、お嬢様がじきじきお連れしたお客様ですか……って！　バウマイスター伯爵様ですか？」

　若い店員は、俺の顔を知っていたようだ。

　こちらが驚くほどの大声をあげた。

「今、私たちの魔法の先生なのよ。先生は奥様たちにお花を贈るそうだから、私が選んでさしあげようと思うの」

「わかりました。ここはお嬢様にお任せした方がいいですね」

　シンディの案内で、まずは切り花が置いてあるコーナーに向かう。

　綺麗な花が沢山置いてある。

　バラとか……チューリップもあった。

　タンポポはないか……野生の植物だからな。

　でも、あれは根っこでコーヒーが作れるんだよな……今度作らせてみようかな。

　あとは、よくわからない花ばかりだ。

「綺麗だな、エル」

「ああ、綺麗だ」

「綺麗だな、旦那」

　そして悲しいことに、エルとカチヤもやはり俺と同じレベルであった。

　人に花を贈る生活なんてしたことがない俺たちは、揃そろいも揃って綺麗としか言えない。

　悲しいくらいに貧困なボキャブラリー。

　本当に俺たちは駄目駄目だな。

「先生は、どのようなお花が好きですか？　お花の名前を知らなくても、自分が綺麗だと思うお花を贈るのも悪くないですよ」

　さすがは生花店の娘。

　シンディは、俺に恥をかかせないように上う手まく誘導してくれる。

　というか、十二歳とは思えないほどシッカリしていた。

　俺から魔法を教わる時とかは、もう少し幼い印象を受けていたのだが。

「そうだな……これは？」

　俺は、ある花を指差した。

　なんか見たことがあるようなないような……花は小さいけど、これは意外といいのではないかと思ったのだ。

「えっ！　このお花ですか？」

「おかしいかな？　綺麗だと思うけど……」

「先生、このお花はシレネって言いまして、花言葉は『偽りの愛』なんです」

「……」

　どうやら、この世界にも花言葉があるようだ。

　しかも俺は、花言葉自体まったく知らず、いきなり妻たちに贈るのには不向きな花を選んでしまうのであった。

「ヴェル、こんなに沢山ある中から最悪なのを選ぶなよ」

「うるさいな、じゃあエルが選んでみろよ」












「俺も、ハルカさんが喜ぶような花束でも買って帰るかな」

　エルも、ハルカに花でも買って帰ろうと思ったらしい。

　沢山ある中から、女性に贈るのに相応ふさわしいと思う花を選び始める。

「似合わないなぁ……」

「ヴェルには言われたくないわ！」

　俺に対して怒りながらも、エルは沢山ある花の中から自分の好みに合う花を選び出した。

「これなんて、変わっていて面白いかも。バラと合わせてブーケにするとか？」

「シンディ、これはどうだ？」

　俺は、エルが選んだ花の花言葉を聞いてみる。

「このお花はシクラメンですね。花言葉は、嫉妬と猜さい疑ぎ心です」

「お前も駄目じゃないか」

　嫉妬と猜疑心とは、女性に贈るのには不向きな花言葉にしか聞こえない。

　シクラメンは、俺にも聞き覚えがある花の名前であった。

　正直なところ、具体的にどんな花かは知らなかったけど。

「なあ、シンディ。そういうのを気にしていたら、花なんて贈れないんじゃないのか？」

　カチヤは、じゃあなぜそんな花言葉の花を商品として置いておくのだと疑問に感じたようだ。

　シンディに対し、疑問を投げかける。

「女性に贈るのに一番無難で、一番喜ばれるのはやっぱりバラなんですけど、ずっとバラばかり贈られても飽きるじゃないですか。そういう慣れた方は花言葉はほとんど気にしませんけど、初めて贈るお花で冒険をして相手に嫌われるというケースもあるので、そこは、お勧めする店員の力量なんです」

　シンディは、カチヤの疑問に淀みなく答えた。

「なるほど、あたいは花言葉よりも綺麗な花が貰えた方が嬉しいかな」

　シンディの実家である生花店は繁盛していた。

　数名いる若い店員が、客一人一人につき添って色々とアドバイスをしている。

　花を買うのはお金に余裕がある富裕層であり、花の値段も現代日本よりも高いから、細やかなサービスというものが必要なのであろう。

　定期的に花を購入してくれる金持ちの客が、次も気分よく花を買いに来てくれるよう、店員たちは日々お花の勉強を怠っていないようだ。

　鉢植えなどもあるし、花の種も売っているので、育て方についても詳しくないと駄目なはず。

　俺は、生花店も大変な仕事だなと思った。

「お得意様の好みのお花を覚えるのも、店員のお仕事なんです」

「なるほどねぇ……色々と大変なんだな。シンディも詳しいみたいだけど」

「はい、私には兄と弟がいるのでこのお店は継ぎませんけど、子供の頃から手伝いをしていたので」

　『門前の小僧習わぬ経を読む』ということのようだ。

　シンディも、店員に負けないくらいお花には詳しかった。

「サービスの良さか……確かに、客が多いわけだ」

　店内には男性の客も多い。

　貴族がおつき合いのある女性に贈ったり、大商人らしき人は飲食店の女性にでも贈るのであろうか？

　そう考えると、実はエルよりもブランタークさんを連れてきた方がよかったとか？

「赤いバラとカスミソウを大きな花束に！　四つ作ってほしいのである！」

　とここで、俺たちは意外な光景を目の当たりにすることとなる。

　なんと、あの導師が花を買いに来ていたのだ。

　導師が熱心に教会に通うことと合わせて、あり得ない事象の双璧だと思っていたのに、俺たちはその現実に目を疑った。

「導師？」

「おおっ！　バウマイスター伯爵であるか！」

　導師は俺たちを見つけると、嬉しそうに声をかけてきた。

「花を買いに来たのですか？」

「普段は屋敷を空けることも多く、妻たちには寂しい思いをさせているので、たまには花くらいはというやつである！　まあ、花などよく知らぬので、いつもバラとカスミソウであるが」

「導師様、これでよろしいですか？」

「う───む、もう少しバラを増やして花束を大きくするのである！　こういうのは豪勢な方がいいのである！」

「畏かしこまりました」

　意外というと失礼かもしれないが、導師はこのお店の常連のようだ。

　店員とのやり取りで、そういう印象を感じてしまった。

　しかし、花束も豪勢な方がいいとか、導師の性格がよく出ていると思う。

「大分増量いたしましたが」

「おおっ！　これぞ花束であるな！　では、某それがしはこれで！　エリーゼたちに花を贈るとは、バウマイスター伯爵もやるのである！」

　俺は導師に褒められたが、なんとなく釈然としない気持ちを抱いてしまった。

　そして導師は、購入した花束を魔法の袋に仕舞うと、颯さっ爽そうと屋敷へと戻っていく。

　その手慣れた様子に、俺も、エルも、カチヤも、とてつもない敗北感を覚えてしまう。

　ブランタークさんやブライヒレーダー辺境伯になら、そんな感情は抱かなかったかもしれない。

　あの、花とは一番縁遠そうな導師だからこそ、俺たちは余計にそう感じてしまったのだ。

「ヴェル、なぜかもの凄い敗北感が湧き上がってくるような……」

「あたいたちって、導師様以下……」

「それを言うな！　カチヤ！」

「だって事実じゃないか！　エルヴィンだってそうだろう？」

「それはそうなんだが……」

　導師には大変失礼だが、この件で受けた俺たちの心のダメージは深刻であった。

　そして同時に、もう一つの試練が俺たちを襲う。

「お嬢様、導師様が赤いバラをすべて購入されていかれたので品切れです」

　一番無難な赤いバラが品切れという緊急事態に、花に詳しくない俺たちはさらに追い込まれることとなるのであった。

「真っ赤なバラがないというのは困ったな……」

　急遽張られた『本日赤いバラは売り切れました』という張り紙の前で、俺たちは大いに困ってしまった。

　陳腐だとか、マンネリだとか言われても、真っ赤なバラを贈られて嬉しくない女性はいないからだ。

「こうなれば……」

「こうなればどうするんだ？　旦那」

「専門家に一任する」

　そう、俺は伯爵様なのだ。

　なにかを成す時に、人の力を借りることは悪ではない。

　むしろ、これが正しい貴族の姿であった。

　決して、赤いバラが売り切れて行き詰まったとかではない。

「はい、任せてください。でも、次からは先生も贈りたいお花とか考えておいてくださいね」

　さすがは手て馴なれているというべきか、シンディは上手く花を組み合わせてエリーゼたちに贈る花束を作ってくれた。

「……先生の奥さんって、多いんですね……」

　それは、アマーリエ義ね姉えさん、テレーゼ、リサの分も入っているからであろう。

　でも、伯爵ならそう珍しくもないのだが。

　奥さんに花を贈るだけでももの凄い出費になっていて、貴族って存在するだけでコストが発生するんだなと、俺は妙に感心してしまった。




「また買いに来るよ」

「はい、定期的に奥様たちに贈ってさしあげると喜ばれますよ。女性は、お花が大好きですから」

　それは、俺でもなんとなくわかった。

　女性は花が好きな生き物で、なぜ花がいいかというと、枯れてなくなってしまうからだと言っていた人がいたような。

　アクセサリーほど重くはなく、また贈ってもらえるかもという期待感もあるのかもしれない。

「シンディにはお世話になったから、ここは先生がお花を贈ろうかな」

　俺たちだけだったら花を選ぶことすらできなかったであろうし、お礼とチップも兼ねてシンディにも花を贈ることにした。

　女性に贈る花を選ぶ訓練にもなり、一石二鳥でもある。

「そうだな……これなんてどうかな？」

　俺が選んだのは……ユリに似た花。

　そうそう、俺でもユリはわかったよ。

　急に知っている花の名前を問われても、そう簡単に思い出せなかったが、今、ようやくユリを思い出したというわけだ。

「今日はありがとうな、シンディ」

「はい、奥様たちによろしくお伝えください」

　俺はエリーゼたちに贈る花束を購入し、急ぎ屋敷へと戻るのであった。
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「というわけで、みんなに花を買ってきました」

「そのまま渡せばいいのに、事情を話してしまうのがヴェルらしいね」

「いやあ、俺に気の利いた言葉とか難しくてさ」

　花束を渡す時、ルイーゼからもっと格好良く渡せばいいのにと言われてしまうが、花を贈られたこと自体は嬉しかったようだ。

　花を見ながら、みんなでわいわい話をしている。

「赤いバラがありませんけど、他のお花を上手く組み合わせてあって綺麗ですね」

　エリーゼも、とても嬉しそうだ。

　やはり、女性は花を貰うと嬉しいというのは、事実のようであった。

「赤いバラって、やっぱり定番なのかな？」

「はい、一番人気があって、一番わかりやすいので」

　この世界でも、やはり赤いバラは最強なようだ。

「それがさ……」

　俺が、導師が赤いバラを全部買い占めてしまった話をすると、実際にそれを見ていたカチヤとエル、それにエリーゼを除き、みんなが驚きょう愕がくの表情を浮かべた。

「えっ？　導師が？」

「またまた、導師に似た他の誰か……あんな人、見間違えるはずがないか」

「似合わない」

「似合わないとしか言えませんわね……」

　イーナ、ルイーゼ、ヴィルマ、カタリーナの反応は俺の予想の範囲内だ。

　導師を知る人からすれば、きっと誰だってそう思うはずなのだから。

「でもよ、実際にあたいも見たし、話もしたんだから」

「いや、それほどおかしいことか？」

「おかしいというか、似合わないって方が大きい」

「それはそうかもしれぬが、ああ見えて導師は女性や子供には優しいのじゃぞ」

　テレーゼは、子供の頃に親善訪問団で訪れた導師に我わが儘ままを言い、各地に遊びに連れていってもらった時のことを話す。

「下手をすれば厳罰ものの行為なのに、導師は妾わらわの我儘を聞いてくれたからの。巻き込まれたブランタークは、最初顔を引き攣つらせておったが」

　可哀かわい想そうにと、俺はブランタークさんに思わず同情してしまう。

「そうよね、私もたまにお話をするけど、お優しい方だと思うわ」

　アマーリエ義姉さんもテレーゼと同意見だ。ある程度年齢がいっている女性は、導師のことを女性に優しい人だと思っているようだ。

　経験を重ねて、男を見る目が鍛えられているというやつであろうか？

「エリーゼは驚かないな」

「はい、昔から伯父様はそういう方ですから」

　導師は新婚当時から、定期的に奥さんたちに花を買って帰るのが習慣になっているのだと、エリーゼがみんなに教えてくれた。

「まあ、結局あれだな。俺たちも導師くらい女性に気を使えるようにならないと駄目だと」

「そうかもな」

　エルの的確すぎる指摘に、俺は思わず納得してしまうのであった。

　そしてその頃、シンディの実家である生花店では……。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「シンディが、バウマイスター伯爵様からチグリジアを贈られたそうだ」

　先生は花言葉なんてよくわからないから偶然だと思うけど、そんな事情を知らないお父さんは、私が先生からチグリジアを贈られたと聞いて驚いている。

「凄いですね、オーナー。シンディお嬢様がバウマイスター伯爵様の奥さんですか」

「なにしろ、シンディにチグリジアを贈るくらいだからな。シンディがバウマイスター伯爵様の妻になれば、うちもバウルブルクに支店を出せるな」

「それはいいですね」

　お父さんは、従業員のみんなと大喜びしていた。

　チグリジアの花言葉は『私を愛して』。みんなお花のプロだからこそ、私が先生から求愛されたと思っているのだ。

　勿もち論ろん、盛大な勘違いだけど。

「うちは平民だからな。バウマイスター伯爵様とシンディの子供がバウルブルクの生花店のオーナーになり、バウマイスター伯爵領に作られる他の町の店も経営するのが一番いい。そうだな、こっちの本店はカーチスの息子に任せて、お前はシンディの下で実質的な経営と支店網の構築を担当するのだ」

「夢が広がりますね」

　そうすれば、今、王都に一店舗しかないこの店の商売も大きく広がっていくわけね。

　もし実現したらのお話だけど。

「バウマイスター伯爵領には珍しいお花も多いそうで、これも商うことができれば、商売もさらに広がりますね」

「カーチス、いいことに気がついたな。そうだ、これは大きなチャンスなんだ！」

　お父さんと、古くからうちで働いているベテラン店員のカーチスが将来への希望に夢を膨らませているけど、私は先生がそこまで考えてチグリジアを贈ったわけじゃないことを知っていた。

　でも二人の盛り上がりを見ていると、それを邪魔するのは悪いような気がしてしまうのだ。

「（お父さん！　カーチスさん！　違うの！　先生はそんなつもりで私にチグリジアを贈ったんじゃないから！）」

　こんなに喜んでいるお父さんに、私はそれは違うと言えなかった。

　もの凄くガッカリするのがわかっていたからだ。

　でも反面、もし私が先生と結婚することになっても、家族は反対どころか大喜びなんだとわかったのは大きい。

「（この一年で先生ともの凄く仲良くなって、そこからプロポーズとかあるかもしれない。先生のお嫁さんかぁ……すごくいいかも……）」

　まだ先生とは知り合ったばかりだけど、もしかしたらこの一年でそういう可能性があるかもしれない。

　もしそうなったとしても、家族の反対がないとわかったのは収穫だと思う。

　明日からは、もっと積極的に先生とお話ししようかな。





第六話　ヴェンデリン、再び飲食店にテコ入れをする







「さあて、飯だ飯」

「エル、今日はなにを食べに行く？」

「実際に行ってみてから、その時の気分で？」

「それもそうだな」




　俺は週に三日ほど、王都にある冒険者予備校で魔法使いクラスの臨時講師を続けていた。

　講義は午前中で終わり、生徒たちは午後から自由行動となる。

　昼飯を食べてから、自分で魔法の練習をするも、アルバイトで狩りに出かけるも、それぞれの自由になっていた。

　俺たちは、王都で昼食を食べてから屋敷に戻り、午後の予定をこなすのが常だ。

　エリーゼたちが妊娠してしまったので領内の開発の仕事が多いけど、その前にわざわざ外で昼食を食べるのは、外食を楽しみたいからだ。

　バウマイスター伯爵領の屋敷に戻れば調理人がすぐに昼飯を出してくれるし、その料理は材料にも調理にも拘こだわっていて美お味いしい。

　でも、たまに出かけた時には、外食したくなるのが人間の心情だ。

　今まで、あまり美味しくない店にも多数当たってきたけど、それも穴場的なお店を見つけた時の喜びを倍増させるスパイスといった感じだな。

「旦那、ちょっと予備校から離れた店にしようぜ」

「カチヤは、その辺に詳しいのか？」

「全然。なにも知らないところの方が面白いじゃん」

「おっ、意外とギャンブラーだね」

「冒険者なんて、案外趣味が少ないからこんなものだって」

　俺、エル、カチヤの三人で、冒険者予備校から少し離れたエリアを探索し、どこか食事がとれそうな店を探す。

「当たりのお店はなさそうだな」

「それはわからないぞ、エル」

　予備校の傍そばにある生徒向けの飲食店は、評判のいい老舗と、度々店が入れ替わる比較的新しいお店に分類される。

　導師お勧めのモツシチューのお店は、常に混んでいる評判のいい老舗というわけだ。

　新しいお店も頑張っているところもあるが、逆に全然駄目だったりもした。

　後者は、人が多い予備校近辺で出店すれば儲もうかるだろうくらいにしか考えていないのであろう。

　でも、そういうお店は最初は試しに利用する客が多いけど、すぐに閑古鳥が鳴いてしまう。

　どの世界でも、飲食店の経営というのは大変なのだ。

　今回少し遠出したのは、ある程度予備校周辺の飲食店は回ったので、新しい穴場的なお店を発見するためであった。

「旦那、あのお店は？」

　カチヤが、その地域のメインストリートから一本裏道に入った場所に、こぢんまりとしたレストランを見つけた。

　店はよく掃除されているようで汚いという印象はないが、とにかく目立たない店だ。

「こういうお店が、隠れ家的で意外と美味しいかも」

「それにしては、その隠れ家を目指す客がいないな」

　エルは、そのレストランに一人も客が入っていかないことを訝いぶかしがった。

　確かに、美味しい隠れ家的なお店にはちゃんと客が足を運ぶからな。

　でなければ、隠れ家的なお店だと認識される前に潰つぶれてしまう。

「試しに食べてみればいいじゃん」

「カチヤの言うとおりだ。虎穴に入らずんば虎児を得ずだ」

「旦那、そこまで大げさじゃないと思うけど。駄目ならもう一軒行けばいいんだし」

「そうだな、もう一軒行けばいいんだよな」

　穴場的なお店は、自らの足で探さないといけない。

　導師などは今でもたまにそれを実行しているようで、彼は王都中の美味しいお店に敏感だ。

『導師は貴族様なのに、庶民的なお店にばかり詳しくてな。これがまた、どの店も美味しいんだわ。ある意味、感心するよ』

　以前ブランタークさんが、導師の庶民向けグルメへの傾倒度合いを俺たちに話してくれたことがある。

　導師は、俗にいうところのＢ級グルメ探索が趣味のようだ。

　あの導師がお忍びで飲食店を探す……あんなに目立つ人がお忍びは無理か。

　見かけても、あえて誰も突っ込まないんだろうな。

　多少治安の悪い裏路地とかに入っても、導師に恐喝や強盗を働こうなんて輩やからはいないだろう。

　誰しも死にたくはないのだから。

「腹が減ったから、入ってみようぜ」

「いらっしゃいませ」

　エルに促されて三人でレストランに入ると、すぐに店主らしき人物が出迎えてくれた。

　黄色に近い金髪が特徴の、二十代前半くらいに見える若い男性だ。

「ご注文は、いかがなさいましょうか？」

「そうだな、このお店のお勧めを三人前」

「かしこまりました。お勧めを三人前ですね」

　初めてのお店に入った時、俺たちはこういう風に注文する。

　いい店なら一番人気のメニューを出してくれるし、悪い店だとわざと一番値段が高い料理を出したりする。

　お店の判別にとても役に立つ方法なのだ。

「お待たせしました」

　十分ほどで料理が出てくるが、それは大きな猪いのししの塊肉入りシチュー、パン、サラダという特に目新しさのないものであった。

「さあて、食べるか」

　早速料理を食べ始めるが、普通に美味しかった。

　シチューは味もよく、肉の下処理も完璧で、よく煮込んであって柔らかい。

　パンもサラダも普通に美味しかった。

「美味しいじゃないか」

「あたいも、普通に美味しいと思うな」

「……」

「どうしたんだ？　旦那」

　確かに、食べると普通に美味しい。

　美味しいんだが……俺はこの店に違和感を覚え始めていた。

「お客様、お味の方はいかがでしょうか？」

「美味しいですよ」

「美味しいと思うぜ」

　俺が考え込んでいると店主が料理の味を聞きにきて、エルとカチヤは正直に美味しいと答えた。

　本当に美味しいのだから、間違ってはいないのだと思う。

「それはよかった……あのお客様？」

　若い店主はエルとカチヤから美味しいと言われて喜んでいたが、すぐに俺の態度が気になったようだ。

　俺に声をかけてきた。

「ヴェル、なにか引っかかる点でもあるのか？」

　俺が覚えた違和感は、なぜこのお店は美味しいのに客がいないのかという点だった。

　今は時間外ではない。

　お昼時で、本来であれば混んでいないとおかしい時間帯なのだから。

「う───ん、今、なにかに気がつきつつある」

「それはなんなのでしょうか？　お客様」

　店主は、俺が言いたいことにもの凄すごく興味があるようだ。

　その身をせり出してきた。

「（前に、こういう店に……そうだ！　あのお店だ！）」

　前世で俺がしがない商社マンをしていた頃、取引先の中に、あるお店があった。

　そこの店主は有名な高級ホテルで料理長までしていた人物で、自分の城を持とうと独立を果たしたのだ。

　彼はその業界では有名人であったので、俺も他の取引先の業者に頼まれて高価で質のいい食品を卸すようになった。

　試食もさせてもらったが、料理は本当に美味しかった。

　誰もがそのお店は成功すると思ったのだが、結果はわずか一年ほどで潰れてしまった。

　それはなぜなのかというと……。

「調理技術も味もいいと思う。でも、リピーターになるかな？」

　料理は美味しいがありきたりなメニューであるし、ただ美味しいだけでなにか他に特徴があるわけでもない。

「導師が教えてくれたモツシチューのお店は、モツを長時間煮込んだシチューが売りだった」

　使ってる肉は、モツだからこのお店のものよりも質は落ちるであろう。

　それでも、モツを丁寧に下処理し、長時間煮込んで味に特徴を出している。

　材料費を節約してその分手間をかけ、美味しいものを安く提供していた。

　だから予備校の生徒たちにも大人気で、夜には予備校の関係者や卒業生が、友人や家族を連れて食べに来るそうだ。

「予備校を卒業しても、たまに食べたくなる味。だから、リピーターで店は常に混んでいる。だが、この店は……」

　料理を食べて、『美味しかったね』で終わってしまうわけだ。

「この店を出て一日も経たてば、このお店のことを忘れてしまうんじゃないかな？」

「お客様、それはつまり……」

「調理技術はいいと思うけど、料理がオーソドックスすぎて特徴がない。だからリピーターが生まれないので客が増えない。このお店は立地もよくないから、わざわざこのお店に来たくなる理由がないのは辛つらいよね」

「くっ……」

　俺からの指摘を聞いた若い店主は、その場でうなだれてしまった。

　彼にも自覚があるのであろう。

「旦那、言いすぎじゃないか？」

「それはそうなんだけど……」

　ここで、『とても美味しいのに、お客さんが来ないのはおかしいですね』などとお茶を濁すのは楽なのだ。

　多分、この店主は多くのお客さんに同じ質問をしているはず。

　それでもこのお店の客が増えていないのは、そういう無難な解答しか客から聞いていないからであろう。

　家族や友人ならともかく、たまたま入ったお店の店主に耳に痛い忠言をするのは勇気がいるのだから。

「いや、旦那。それはあたいにもわかるんだけど……」

「なんだよ？　カチヤらしくもない」

　いつもサバサバと言いたいことを言うカチヤらしくない態度を、俺は疑問に思ってしまう。

　そこへ──。

「お兄さん、今日も材料を持ってきたよ……って！　先生!?」

「え？　あ、君はたしか……」

　魔法使い特有のローブ姿に、黄色に近い金髪が特徴の美少女……どこかで見たなと考え込んでいるうちに思い出した。

　彼女は、俺の教え子だ。

　材料を持ってきたと言っているので、放課後の狩猟で得た肉をこの店に卸しにきたのであろう。

「……そうだ！　ベッティだ！　アグネスやシンディとよく一緒にいるものな」

「先生、アグネスちゃんとシンディちゃんは、すぐに名前を覚えたのに、私は忘れてたんですか？」

「はははっ、すまん」

　元日本人の性さがで、西洋風の名前は覚えにくいのだ。

「思い出していただけたから、いいですけど」

「アルバイトか？　ベッティ」

　俺は、気まずさを隠すように話題を変えた。

「仕事ではないですね……」

　どういうわけか、ベッティは言葉を濁してしまった。

「（なあ、旦那）」

　ここで、カチヤが小声で話しかけてきた。

「（どうかしたのか？）」

「（あのさ、あのベッティって子、この店の店主と顔が似てるし、髪の色もまったく同じじゃん）」

　つまり、二人は血縁関係にあり、年齢差を考えると兄妹と考えるのが妥当なのかな。

「あれ？　となると？」

「（店の話に戻るけど、耳に痛い忠告をするってことは、親身になって協力しなければいけない可能性が高くなるわけで……それが教え子の親族なら余計にそうなるよなぁ……と）」

「……これはまたやってしまったか？」

　俺は、客が入らないで困っているこのレストランの、なんちゃってコンサルタント業に再び手を染めることになるのであった。
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「先生、見捨ててもらって構いません」

「ベッティ！」

　ところが、レストランの店主の妹であるベッティがこちらの予想を裏切る発言をした。

　自分の兄が経営するレストランを潰してもいいと言ったのだ。

「さすがにそれは、お兄さんに酷ひどくないか？」

　レストランに客を呼ぼうと懸命に努力しているお兄さんに対し、『それはないのでは？』と、俺はベッティを窘たしなめてしまった。

「そうだぞ！　バウマイスター伯爵様の言うとおりだ！」

　店主も、妹のベッティに怒っている。

「だって、実際にお客さんが入らないから。お兄さんは雇われで料理人をした方が生活が安定するもの。今は私が狩猟で得た肉を分けているけど、私が予備校を卒業したら他よ所そから仕入れないといけないんだよ。お兄さんには料理人としての独創性が皆無なんだから、今のうちに諦めた方がいいって」

「ぐうの音も出ない正論だな」

　前言を覆し、俺はベッティの味方に回った。

　彼女はお兄さんのために、嫌われるのを覚悟でそこまで言っているのだということに気がついたからだ。












「妹さんが正しいよな」

「いい娘こだな。あたいでも、ここまで兄貴に言えるかどうか……」

「言ってたじゃん、トンネルの件で」

「エルヴィン、そこは話を蒸し返さないでくれよ。あの件は、あたいなりに反省しているんだから……」

　エルとカチヤもベッティの味方に回り、これでレストランは閉店した方がいいという意見に纏まとまった。

　『ヴェンデリンのコンサルタント業第二回目』は、これで終了だ。

　借金生活にならないうちに、自営業から雇われ料理人に移行して生活を安定させる。

　面白くない結末だが、それも仕方あるまい。

「というわけで就職しなさい。腕はいいからアルテリオ商会に紹介してあげるから。上う手まくやれば、出世して幹部クラスになれるかもよ」

「お兄さん、その方がいいって。アルテリオ商会っていえば、色々な食べ物屋さんを沢山経営していて、もの凄く儲かっているって聞くし」

　そうそう、将来有望な幹部候補生を紹介すればアルテリオさんにもありがたがられ、回りまわって俺の利益にもなる。

　俺の可愛かわいい生徒の兄が借金で首が回らなくなって、妹に迷惑をかける未来も防げる。

　一石二鳥どころか一石三鳥のアイデアというわけだ。

　決して、俺の利益のためだけではない。

「じゃあ、そういうことで」

「待ってください！　私はこのお店を閉めませんよ！　ベッティ！　このお店は亡くなった親父の大切な遺産じゃないか！　それを閉めるなんてできない！」

「ヴェル、どう思う？」

「亡くなった父親の遺産か……」

　そこは少し考慮して、考えをニュートラルな方に戻すかな。

　最近、そういうハートフルなお話に飢えていたところだし。

「ベッティが産まれたばかりの頃に亡くなった母さんの思い出も、このお店には残っているんだぞ！　そう簡単には閉店なんてできない！」

「ベッティ、本当なのか？」

「はい……」

　ベッティに詳しい事情を聞いてみると……。




　──昔ある所に、自分の店を開こうと考えていた若い夫婦がいました。

　夫も妻も懸命に働いて店を手に入れ、店は立地が悪いにもかかわらず、普通に生活できる程度には利益も上がっていました。

　ところが、ここで人生の転機が訪れます。

　妻が二人目の子供を産んでからすぐ、病気で亡くなってしまったのです。

　残された夫は、二人の子供を育てながら懸命に店を切り盛りしました。




「いい話だな」

　ドラマとかでありそうなお話である。

「問題はここからですよ」




　──夫一人になっても、店の経営は順調でした。

　じきに上の子供が大きくなり、自分が店を継ぐと宣言しました。

　小さい頃から父親の手伝いをしていたので、この子には自信があったのです。

　その子こそが、ベッティの兄、その人なのでした。




「お父さんは、ちゃんと他のお店で修業してから戻ってこいって言ったんです。親である自分が教えると甘えが出るからって」

「もの凄く正しいお父さんだな」

「そうですよね？　先生」

　流は行やっていた飲食店が突然駄目になる理由の一つに、後継者の問題がある。

　先代の評判にあぐらをかいて碌ろくに努力もせず、そのうち味が落ちて次第に客足が遠のいて潰れるというパターンだ。

　商社マン時代から、その手の話はいくらでも聞いていた。

「一から新しい店を繁盛させるよりも圧倒的に楽なのに、潰すのがいるんだよな」

　貴族にも家を没落させるバカボンボンが定期的に出るので、あまり人のことは言えないのだが……。

「お父さんもそれを怖れて、お兄さんを他のお店に修業に出したんです」




　──ところが、ここでまたトラブルが発生します。

　店主である父親も、病に倒れてしまったのです。




「急きゅう遽きょ、新店主として戻ったということかな？」

「病床でお父さんはお兄さんに言ったんですよ。まだ戻ってくるなって」




　──中途半端な状態で修業を終わらせるな。店は賃貸ではなく所有物件なんだから、ちゃんと修業を終えてから戻ってこい。

　亡くなる寸前に父親がそう言ったにもかかわらず、息子は勝手に修業先を辞めてレストランの経営を始めました。

　当然次第に客足が遠のき、今では食材の仕入れ代金にも事欠き、妹が狩猟で得た肉が頼りという有様となりました。




「うわぁ……十歳近くも年下の妹に頼りきりって……ないわぁ……」

「兄貴としてのプライドはねぇのかよ」

　過去にエルは、嫌な兄たちのせいで酷い目に遭ったりもしている。

　カチヤの兄は、妹に金銭的な負担など与えたことがない。

　なので、妹に頼りきりのくせに、亡くなった父親の思い出の店などと抜かしているお花畑なベッティの兄に対し、露骨な嫌悪感を向けた。

　そういうことを言っていいのは、人を頼らず自分だけでなんとかできている人だと思っているからであろう。

「だって、ここは親父の店で！」

「だから、親父さんは修業を終えてから店を開けって言ったんだろう？　この店は賃貸じゃないから家賃はかからない。売り上げもないから税金ももの凄く安い。いつでも店を再開できるように維持しながら、修業を続ければよかったじゃないか」

「それは……」

　エルの正論に対し、ベッティの兄はなにも言えずに黙り込んでしまった。

　年下に勇み足を指摘されてショックなのであろう。

「今さら、元の店に戻れないものな」

「はい、今さら戻れませんよ……」

　散々に自分の駄目な部分を指摘されたベッティの兄は、心をへし折られ、まるで萎しおれた菜っ葉のようであった。

　今さらながら、自分の駄目さ加減に気がついたようだ。

「先生、見捨ててくれて構いませんよ。お兄さん、甘やかすと駄目になるので」

　とは言いつつも、ベッティは兄が心配で堪たまらないようだ。

　その表情は、なんとかしてほしいと言っているようにしか見えなかった。

「これも乗りかかった船だ」

　ベッティの兄が、親が遺してくれたこの店をちゃんと経営して生活できるようにする。

　駄目元だと考えた俺は、お店の改善に乗り出すことにした。
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「バウマイスター伯爵様、新しい商売を考えたって？」

「新しいかな？　既存の商売を組み合わせたみたいな？」

　翌日、ベッティの兄のお店は改装工事中であった。

　勿もち論ろんアルテリオさんに頼んだのだが、果たしてどんなお店ができるのか彼は興味津々のようだ。

「しかし、ちょっと立地が悪くないか？」

「立地の悪さは、他の要素で補いますよ。酒を出しますし」

「居酒屋か？　居酒屋って、経営が難しいだろう」

　そう、居酒屋の経営は難しい。

　出す料理の種類が多く、それが結構な手間になるからだ。

　客がこなければ食材のロスが増え、それがさらに経営を圧迫する。

　個人経営よりも企業が経営した方が儲かるのには、次のようなカラクリが存在した。

　仕入れを一括にしてコストを下げ、いざという時、各店舗同士で人手や足りないものを融通し合える利点があるということだ。

「カウンター席を増やしているのはそのせいか？　椅子もなしかよ」

「立ち飲み形式にしますからね」

　俺が考えているのは、いわゆる立ち飲み形式の飲食店であった。

　利益率が高いお酒とそれに合うツマミを出し、仕事帰りに一杯やってから家に帰る人目当ての店である。

「ツマミを一～三品に、酒も多くて三杯くらいまで。立ち飲みにしているのは、回転率を向上させるためですよ。本格的に座って飲むのは居酒屋に任せてしまいましょう」

　本格的に飲みたい人たちは、それが本業の居酒屋に任せてしまう。

　この店は、日本だと新橋にあるような立ち飲み店にしてしまう予定だ。

「ちょっと飲んで帰る形態だから、立地はそこまで気にしなくてもいいのか」

「立地が悪いところの方が逆にいいんですよ」

　仕事を終えて家に帰る前に短時間で一杯飲む、休みの日に昼間からちょっと一杯。

　こんなケースを想定しているので、逆に人の目が多い場所にない方がいいのだ。

「常連が増えれば、立地の悪さなんてハンデにもなりませんよ。常連が知り合いと飲みに来れば、それで客が増えますから」

「なるほどな」

　改装工事は、調理スペースを狭めてカウンター席を設置する。

　テーブルも置くが椅子はなしで、仲間同士が数名で談笑しながら飲めるようにした。

　椅子がないのは、やはり客の回転率を上げるためだ。

「長居して粘る客は、これも居酒屋に任せてしまいます」

「なるほど、客層を絞り込むんだな。で、俺の出番は？」

「メニューですよ」

　酒が進む一品料理、この種類をなるべく増やしたかったのだ。

　アルテリオさんが経営している飲食店のメニューや、販売している調味料を活用する。

「冷ひや奴やっこ、枝豆、野菜の漬物、各種サラダ、から揚げは色々と作れるな。天ぷらもいけるか？」

　他にも、串揚げ、鳥の照り焼き、焼き鳥は……竹串が実はミズホ経由でないと手に入らないので高価だから……今は串なしで皿に盛って誤魔化すしかない。

　タレと塩味で、色々な部位を出せばメニューが増えるであろう。

「魚も欲しいかも」

「伯爵様、魚は意外と高くつくぜ」

「ツテはあるんですよね。相談してみます」

　俺が相談をしたのは、以前にウナギの蒲かば焼やきの調理方法を伝授した『リバー』の店主であった。

「バウマイスター伯爵様、お久しぶりです」

「ウナギ王だ！　ウナギ王がいる！」

「バウマイスター伯爵様の言うとおりに、そんなあだ名になってしまいましたね」

　リバーの店主は今ではいくつかの支店も出していて、王都ではウナギ王と呼ばれるまでになっていた。

「ウナギは難しいですけど、川魚料理なら材料を提供可能です。私は川魚の漁師たちとツテがあるので、仕入れも少し安くなりますよ。そうですね……メニューは……」

　定番の小魚と川エビのから揚げ、フライや天ぷらにしてもいいであろう。

　甘露煮や南蛮漬けにしても、酒にはとても合うはずだ。

　鯉こいは鯉こく、甘うま煮にに、ナマズは蒲焼きにしてもいいかもしれない。

　全部作ると手間がかかるので、ある程度完成したものを仕入れれば大丈夫だ。

「メニューが大分増えたな、バウマイスター伯爵様」

「これで、店主を調理に慣れさせたら再オープンですね」

「そして、上手くいったら王都の別の場所に同じ形態で店をオープンさせるんだな」

「そういうことです。バウルブルクにもオープンさせますよ」

「また儲かってしまうな」

「でしょう？」

　俺とアルテリオさんは、肩を叩たたき合いながら笑い合った。

「なぜか私の意見とか心情とか、そういうものが無視されているような……」

「ベッティのお兄さんよ。亡き父の思い出だかなんだか知らんが、採算が取れてない飲食店なんて意味がないから。妹に肉を融通してもらっているなんて聞いたら、草葉の陰で亡くなった親父さんが泣いていると思うけどね。自分なりの飲食店をやりたかったら、まずは金を稼ぐことだ。それとも、ベッティは優秀な魔法使いになるから、死ぬまで妹に集たかって、中途半端な飲食店経営で一生を終えるか？」

　ベッティの兄がまだグチグチと言っていたので、俺は正論で論破してやった。

　このままだと前途有望な妹の足を引っ張りかねないから、俺はあんたに協力しているのだと。

「それも楽といえば楽だけどね」

「ううっ……私にも兄としての意地とプライドがあります。腕だって悪くはないんだ！　このお店を成功させてから、またレストランを！」

「今までの料理を出す方法もあるけど」

「本当ですか？」

「これまた本当」

　昼間から店を開けるのだから、限定でランチメニューを出せばいいのだ。

　立ち飲み店のメニューの調理も大変だろうから、メニューは日替わりにして一品か二品に絞る。

　こうすれば、忙しいであろうが無理ではない。

「例えば、こんな感じに」

　限定ランチの試作も行わせていたが、これは既存のメニューの再利用でしかない。

　先日、俺たちが食べたシチューを改良したものであった。

「ソースはほぼ完成している。ここに、ベッティの狩猟の成果に頼らず、安価なスジ肉や切り落とし肉などを大量に煮込んでシチューを完成させる。大皿にご飯と共に盛って、脇にピクルスにした野菜などを添えるわけだ」

　丁寧に皿を分けず、一つの皿に全部盛ってしまう。

　パンだと駄目だが、ご飯にしておけばビーフストロガノフライスやハヤシライス風になるから問題ない。

　野菜は栄養バランスのためと、ピクルスにしておけば日持ちがして食材にロスが出にくいから。

　ピクルスを単品で、酒のツマミに出してもいいだろう。

「これで値段は七セントにする。水を無料で出して、果汁水が欲しい人は一セントプラスだな」

　果汁水は酒を割るのにも使うので、これも食材のロスを減らせるわけだ。

　大量仕入れで卸値を下げる効果もある。

「皿が一つだから洗うのも楽だしな。こういうメニューを考えながら、料理人としての独創性を磨いてくれ」

「はいっ！　頑張ってみます！」

「先生、ありがとうございました」

　ここまでしておけば、勝率も大分高くなるはずだ。

　あとのことはアルテリオさんに任せて、俺たちは普段の生活に戻った。

　そして暫しばらくして……。




「先生のおかげで、お兄さんのお店が繁盛しているんです。本当にありがとうございました」

　色々と厳しいことは言っていても、ベッティは兄のお店が気になっていたのであろう。

　お客さんが入るようになったと、笑顔で俺たちに報告してきた。

「それはよかったな」

「はいっ！」

　アルテリオさん経由でも話は聞いていたのだが、ベッティの兄の店は初日から大盛況らしい。

　昼間限定で日替わりランチメニューを出し、あとは夜中まで立ち飲み店として経営する。

　アルテリオさんはいいアイデアだと、王都の他のエリアで実験店舗を出す予定らしい。

「お兄さんの借金も早く返せそうです」

　店の改装費、新メニューの開発費、再オープンに必要な費用はすべて借金になっていたが、返す目途が立ったと、ベッティが俺に報告する。

　立ち入ってしまった関係で、ベッティの兄に金を貸したのは俺だからだ。

『お兄さんが返せないと、私が返済する羽目になるから頑張って』

　大した金額でもないのだが、ベッティは自分が借金の保証人になると言って実の兄を脅していた。

　しっかりしているとも言うが、実は結構怖い娘なのかもしれない。

　少し抜けている兄のせいで、しっかりせざるを得なかったのだろうが。

「エルヴィン、旦那、昼飯を食いに行かないか？」

「そうだな、行ってみようか」

　エル、カチヤ、ベッティを連れて兄の店に向かうと、店は多くの客で賑にぎわっていた。

　時間は昼なので、客の大半がランチメニューを食べていた。

　中には一部、昼からツマミと酒を楽しんでいる老人などもいたが。

「いらっしゃいませ」

「混んでいるな。新しい人を雇ったのか」

　店には、若い女性従業員がいた。

　店長であるベッティのお兄さんが調理を担当し、注文を取ったり、料理や酒を運んだり、会計をするのがその女性の役割のようだ。

「あら、ベッティちゃん。こんにちは」

「こんちは、ローザさん。今日はバウマイスター伯爵様と様子を見に来ました」

　どうやら、この若い女性従業員はベッティと知り合いらしい。

　二人は、仲よさそうに話をしている。

「お兄さんが迷惑をかけてすいません」

「本当にどうしようもない男ね。妹さんにこんなに心配をかけて」

　ローザという名の若い女性従業員は、調理で忙しいベッティの兄を見ながら溜ため息いきをついた。

「ベッティ、知り合いか？」

「ローザさんはお兄さんの幼おさな馴な染じみなんです」

「その縁でここで働くことになったのか」

「はい、バウマイスター伯爵様にはお世話になりっ放しで、なんとお礼を申し上げたらいいか」

　ローザという女性はとても綺き麗れいで、接客や他の仕事も完璧にこなしていた。

　俺への挨拶を見ても、とても有能な人のようだ。

「ローザさん、あんなしょうもないお兄さんなので、もし今度しくじったら見捨てて構いませんから」

「大丈夫よ。今度はちゃんと首根っこ掴つかんでおくから。バウマイスター伯爵様、借金も必ず返済いたしますので」

　ローザさんの方が雇われているはずなのに、力関係は完全に彼女の方が上のようだ。

　まあ、世間ではよくある話なので気にしないことにする。

　要はお店が繁盛して、借金が返済されればいいのだから。

「これなら安心かな。少し上手くいくと調子に乗って駄目にする人もいるけど、ローザさんがいれば止めてくれるから」

「いまいち頼りないですけど、悪い人ではないので」

「お兄さん、ローザさんと結婚の約束までしていてあの様ざまだったんですよ」

「なんだと……」

　また出てしまった。

　料理はそこそこ上手いが、切羽詰まって妹に食材の供給を頼むような駄目な男に、結婚を約束した幼馴染がいた。

　世間とは、本当に不公平である。

　そんな奴に幼馴染兼婚約者がいるなんて……果たして神は本当に存在するのか？

　だが、ここで以前のように無意味に叫んでも、俺の主張が認められるわけではない。

　他の手で、あの不届き者に罰を与えておくべきだろう。

「もし失敗したら、お前は鉱山送りだ！」

　俺は調理中のベッティの兄に、大声で発破をかけた。

「ひぇ───っ！　頑張ります！　必ずお金はお返しします！」

　俺はベッティの兄を厳しく激励するように見せかけて、リア充への反撃を行った。

　そう、これは嫌がらせじゃない。

　抑圧されたリア充でない人たちの心の声を、俺が代表してリア充に叩きつけただけなのだから。

　そう、これは正義なのだ！

「わかったら、日替わり四人前だ」

　俺はベッティの兄に素早く注文をすると、空いているテーブル席へと移動した。

　椅子はないので、四人で立ったままテーブルを囲み話を続ける。

「お兄さん、定期的にダレて駄目になるんですけど、ローザさんがいれば大丈夫ですよ」

「彼女の尻に敷かれているくらいが安泰なのか？」

「はい」

　しかし、本当に不思議だ。

　世の中、ああいう駄目な男に限って、いい女がつくパターンが多いような……。

　俺も真似て……いや、もうこれ以上、女性に寄りつかれても意味ないどころか疲れるだけか……。

「お待たせしました、猪のすじ肉シチューライスです」

　暫くすると、ローザさんが人数分の食事を持ってきてくれた。

　早速食べてみるが、味に改良を重ねたようで前よりも美味しくなっていた。

　ベッティからは駄目な兄だと言われているが、料理に関してはそれなりに真面目なようだ。

　でなければ、俺も金など貸さなかったけど。

「しかし、わけわかんねえな。冒険者にもいるんだよな。ああいう駄目なのと引っ付くいい女ってやつがさ」

「それは、男女のことだからないとは言えないだろう」

　カチヤは俺と同じ意見のようだ。

　エルは、恋愛なんてそんな杓しゃく子し定じょう規ぎな世界ではないという意見で、ベッティの兄に婚約者がいたことを不思議に思わないらしい。

「カチヤは、ああいう男は駄目か？」

「無理！　あたいは、旦那のようなタイプの方がいいな」

「俺も、言うほどしっかりはしてないけど」

　魔法以外だと、結構ズボラな部分も多いからな。

「でもさ、妹や婚約者を困らせたりはしないだろう？　男女の関係でお金のことを出すと嫌がる人もいるけど、家族や奥さんを困窮させないって重要だぜ」

　確かに、ベッティの兄のやり方はとても褒められたものじゃないからな。

「まったくもって反論できないな」

「だろう？」

　カチヤは、俺たちが思っていたよりもシビアなものの考え方をする人のようだ。

　特定のパーティにも所属せず、女性一人で一流の冒険者をしていたからなのかもしれない。

「あたいと旦那って、実家が微妙な貴族家だったから一緒にいて疲れないし。こういうお店で、普通に食事を楽しめるのはいいよな」

　確かに、そういうのも重要かもしれないと俺は思った。

　だが、エリーゼは順応が早いし、テレーゼはそういう店を逆に楽しむ傾向がある。

　俺には、ただの深窓の令嬢は似合わないというわけか。

「でも、そこまでわかっていてトンネルの件は？」

「旦那も蒸し返さないでくれよぉ……」




　後に、ベッティの兄の店は無事に経営が軌道に乗り、俺への借金の返済もすぐに終了する。

　彼はアルテリオ商店の傘下に入り、多くの店が軒を連ねる地区に数店舗の飲食店を経営。成功者として、それなりに名が知られるようになるのであった。

　勿論、その陰に怖い奥さんの存在があったのは言うまでもない。

　むしろ、彼女の方が業界で有名人になるのだが……それは、みんなの想像の範囲内であった。
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「ベッティ、すまん。必ず店を成功させて借金は返すから。でないと、ベッティが借金の保証人だから」

　その日の夜中、私も店の片付けを手伝っていると、お兄さんが私に謝ってきた。

「返済が滞ると、ベッティちゃんに迷惑がかかるんだから、わかっているわね？」

「明日からも頑張るさ」

　私は、ローザさんに叱しかられながらも仲がいいお兄さんたちを見て羨うらやましいと感じてしまう。

　自分は将来、どんな人と結婚するのであろうかと思ってしまうのだ。

　なんとなく想像してみたら、そこに先生の顔が現れ、私は慌ててそれを打ち消そうとした。

「（先生は、綺麗な奥さんがいっぱいいるから無理だよ）」

「本当に、妹を借金の保証人にするとか……」

「反省しています。絶対に返しますから」

「当たり前でしょうが」

　喧けん嘩かしていても仲がいい二人の姿を見ながら、私はある考えに至った。

　それは、兄が借金の返済ができなかった場合のことだ。

「（私が返すのは、成人後ならそれほど困難じゃないよね）」

　魔法使いは稼ぎが大きい。

　ましてや、私はかなりの魔力を持っていて、予備校でも期待されている魔法使いだ。

　その気になれば簡単に借金を返済できるはず。

「（先生も、そう言ってくれたし……）」

『ベッティは魔力が多く、まだ成長途上にある。頑張って精進すれば、いい魔法使いになれるぞ』

　私は、先生から褒められた時のことを思い出して頬ほおを赤く染めた。

「（あっ、でも。もし私も返済が滞れば……）」

　先生は優しいから、『借金の返済は成人後でいい』って仰おっしゃってくれるだろうけど、高価な杖つえやローブ、その他魔法使いや冒険者として必要な装備に回すお金の方を優先して返済を滞らせれば、さすがに催促してくるはず。

　その時に、私が自分の体が担保です、って宣言すれば……。

「（借金を返せなかったら、私が先生のものになる。いけるかも）」

　私はとてもいいアイデアを思いついたと、一人嬉うれしさでいっぱいであった。

　そしてその策が実現してほしいばかりに、お兄さんに向けてこう言い放った。

「お兄さんが借金を返せなくなっても、私はなんとも思わないからね」

「大丈夫だよ！　絶対に返すから！　というか、私はどこまで信用されていないんだよ！」

「信用される要素が、今までなかったでしょうが！」

　ローザさんに怒られているお兄さんを見ながら、私はむしろ、お兄さんが借金の返済ができなくなればいいのにと思ってしまうのであった。





第七話　過去の思い出と現実







「お館やかた様、いかがなさいますか？」

「そうだな。エリーゼブルク、イーナバーグ、ルイーゼフルト、ヴィルマドルフ、カタリーナベルク……」

「お館様は、愛妻家でいらっしゃいますな」

「（いや、他に思いつかないだけなんですけどね……しかも、ドイツ風の命名限定だし……）」

「お館様、なにか気になることでも？」

「いいや、なんでもない」




　バウマイスター伯爵領の開発は順調に進んでいる。

　バウルブルクを中心に、道、橋、町、村、農地、港など俺たちが魔法を駆使して建設し、ローデリヒが金を回しているので、人も大量に集まっていたからだ。

　魔法と人手、その両方があるバウマイスター伯爵領の開発速度は驚異的であった。

　俺も父親になる以上は、子供たちを路頭に迷わせないよう頑張らないといけない。

　前世の商社マン程度の給料だと生活に四苦八苦したであろうが、今の俺は貴族で魔法使いでもある。

　頑張って稼いで、子供たちにある程度発展したバウマイスター伯爵領を残してあげないといけない。

　家臣や領民も増えているので、一代で終わりという無責任なこともできないのだ。

　日本とかだと、貴族や王族って傲ごう慢まんなイメージかもしれないけど、この世界の普通の貴族は色々と責任があって大変なんだよな。

　俺は魔法があるからいいけど……じゃなきゃ、サラリーマンの方が確実に気楽だと思う。

「それでお館様、他には？」

「そうだな……カチヤバーグとか？　テレーゼフルト、リサドルフ、フィリーネベルク、アマーリエ……ベルク？」

「お館様、あとは？」

「ええいっ！　そんなに急に思いつくか！」

　俺は、一つの困難に直面していた。

　それは、バウマイスター伯爵領各地に建設中の町や村の命名についてだ。

　元々バウマイスター伯爵領は未開地でなにもなかったが、今ではそこに数十の村や町が建設中で、まだまだいくらでも増える予定だ。

　移住が進んで、すでに多くの人々が暮らしている村や町も多い。

　他にも、河川、街道、港、森、湖、池、草原など、命名しないといけないものが多い。

　人が住んでいる村や町が名無しというのもおかしなことで、そしてそれを命名するのは領主である俺の役割というわけだ。

「領民の投票とかで決めない？」

「いえ、それはいけません」

　沢山考えるのが面倒なので、そこに住む住民による投票で決めようと俺が提案すると、ローデリヒはキッパリと却下した。

「お館様は、このバウマイスター伯爵領の絶対権力者なのです。領民に決めさせるなど絶対にいけません」

　この辺が、民主主義と封建制度の絶対的な差というわけだ。

「どんなにお館様のネーミングセンスが最悪でも、お館様自身がお決めにならないと意味がありません」

「ううっ……そうなのか……」

　ローデリヒが何気に俺をディスっているような気がするが、いくらダサい命名でも俺自身が地名などを決めなければいけないらしい。

「こうなると、ローデリヒブルク……」

「お館様、いきなり拙者の名前を使うのはよくありません。奥方様などは構わないのですが……」

　貴族が、自分の愛する妻の名前を町や村の名前につける。

　これはよくあることのようだ。

　ただし、昔はという条件がつくそうだが。

　昔と違って今はそう簡単に町など増えないので、新しく命名される機会は少ない。

　つまり、バウマイスター伯爵領は久しぶりの大量命名例というわけだ。

「宿題にしておいてくれ。そんなに急に沢山思いつかないよ」

　今までなにもなかった土地なので、碌ろくにヒントすらない。

　命名基準だってドイツ風が基本のため、流用できる範囲が思いっきり狭く困ってしまう。

「畏かしこまりました。なるべく早めにお願いします」

「町は待ってくれないか」

「はい」

　とはいえ、そんな急に沢山の地名など思い浮かぶはずもない。

　今日は久々にお休みなので、俺はローデリヒを残して執務室をあとにするのであった。
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「というわけで、俺はエリーゼたちの名を後世に残そうと思うんだ。受け取ってくれるかな？」




　自分で言ってて歯が浮きそうなセリフであったが、彼女たちに了承してもらわないと最初の十個ですら不採用になって、俺は詰んでしまう。

　そう、俺は愛する妻たちのために、永遠に残る地名や町村名をプレゼントする洗練された男にして大貴族様でもある、バウマイスター伯爵になりきっていた。

「はい、喜んで」

　エリーゼは基本いい娘こなので、俺からのプレゼントを嬉しそうに受け取ってくれた。

　新興貴族が、開発した領地の地名などに愛する妻の名前を採用する。

　それは貴族の世界では、宝石にも勝るプレゼントなのだとローデリヒが言っていた。

　俺には、いまいちピンとこないのだが。

「少し恥ずかしいような気もするけど……」

「でも、後世にボクの名前が残るって面白いかも」

　イーナもルイーゼも、気恥ずかしそうにしながらも満更でもないという感じだ。

「ヴェル様、ありがとう」

「私の名前が残る。貴族になったと実感できますわね」

　ヴィルマとカタリーナも嬉しそうでよかった。

　特にカタリーナは、自分が貴族であることに拘こだわっている人だ。

　口調はいつもどおりだが、とても嬉しそうな笑顔を浮かべている。

「ありがとう、旦那。うちの実家じゃあり得ないことだよなぁ……畑の名前とかに採用されそうだけど……」

「ありがとうございます」

　カチヤとリサも嬉しそうであったが、問題はここからであった。

「エリーゼたちはわかるが、妾わらわたちの立場を考えると、受け入れていいものか判断に悩むの」

「そうね、私とテレーゼはどうかと思うのよ」

　正式な奥さんではない、もしくは奥さんになる予定がないテレーゼとアマーリエ義ね姉えさんからは、微妙な顔をされてしまった。

　確かに、愛人の名前を残すというのもどうかとは思う。

　でも、二人の名前も入れないと……候補が減るんだよなぁ……。

　そんな一度に数十もの町の名前なんて、普通すぐには考えられないのだから。

「（エリーゼ、別に構わないんだろう？）」

「（はい、例がないわけでもありません）」

　こっそりとエリーゼに聞くと、たまに大貴族が新しい町を開いた時、領民たちにとってあまり聞き覚えのない女性の名前がついていたりすると、大半がこのパターンらしい。

「（そういうことをするのは大物貴族が多いですから、あまり正面きって批判する方はいません）」

　いつまでも名無しの町だと困ってしまうので、とりあえず名前さえつけば町に住む住民はどうでもいいと思うそうだ。

　そりゃあ町の住民からすると、よほど趣味の悪い名前でなければ、命名の由来なんて興味ないわけだし。

「（その辺の悪評をねじ伏せるのも大貴族ですから。それに、同じ名前の別の女性から名を借りて命名したと言われてしまえばそれまでです）」

　なるほど、つまり俺の自由にやっていいわけだ。

「大丈夫だよ、小さな町の名前とかにしておけばいいし」

「なにもない広大な土地に大貴族領が生まれると、こんな苦労があるのか。普通は数年から数十年に一度くらいが関の山じゃからの、新しい村や町の命名など」

　テレーゼは、フィリップ公爵領でもそう簡単には新しい村や町などできず、命名に苦労するなんていうことはなかったと言う。

「元大貴族である妾にも予想外の出来事じゃの。まあ、あまり大きな町の名前とかはやめておいてくれよ」

「私も、小さな村の名前とかでいいかな」

　残るフィリーネは、あのブライヒレーダー辺境伯の娘なので問題ない。

　多少大きな町の名前に採用しても、それは寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯家への配慮という風に受け取られるからだ。

　娘バカなブライヒレーダー辺境伯からすれば、大歓喜な出来事であろう。

「それで、あとの数十個はどうするんだ？」

「エルヴィンブルグ？」

「そこでどうして俺なんだよ？」

「もうネタが尽きたから」

　なぜってそりゃ、嫁さんの名前を拝借したら、あとは子供とか功臣の名前を使うしかないだろ。

　子供はまだ産まれていないので後々使用するとして、あとは功臣の名前を使うしかない。

　ローデリヒが文句を言っていたが、彼は間違いなくバウマイスター伯爵家一の大物家臣である。

　ゆえに、彼の名前を採用しないなどあり得なかった。

　それにだ。どうせ名前を取る家臣が足りなくなって、ある程度の家臣なら名前を使われることになるのだから。

　その親族や子孫を、そこの代官に任命してもいいのだし。

「というか、一度に多すぎなんだよ……」

　俺たちの魔法のおかげで、村や町が異常な早さで増えている。

　家の建築には手間がかかるとはいえ、もうバウマイスター伯爵領ができてから一年以上の時間が流れた。

　レンブラント男爵が中古住宅を大量に移築し、バウマイスター伯爵領は景気がいいと大工が集まって、新築の家も急ピッチで建設している。

　王国には不況で大工たちが困っているという地域もあり、彼らが出稼ぎに来たり、移住する者も多かった。

　バウマイスター伯爵領ならば、いくらでも仕事があるからだ。

　出稼ぎが嫌な者は地元で家を建て、それをレンブラント男爵が移築するという手法もあり、住宅不足は……それでも足りないんだよなぁ……。

　ちょっと凝った建物とかだと完成に時間がかかるから、まだ全然不足しているし。

「まあいい、まだ締め切りには時間がある」

「命名ねぇ……奥さんの名前がネタ切れなら、あの娘こたちの名前でも使ったらどうだ？」

「あの娘たちって誰だよ？　エル」

「ヴェルが特に可愛かわいがっているじゃないか。女子生徒三人組をさ」

　エルが言うあの娘たちとは、俺が今魔法を教えているアグネスたちのことであった。

「アグネスたちか？　あの娘たちは俺の生徒だ。名前を使うなんてできないさ」

　その辺は、ちゃんと分けて考えないとな。

　俺が初めて魔法を教え、その中でも特に目をかけている三人であったが、彼女たちはバウマイスター伯爵家の人間ではない。

　きちんとケジメをつけないと、ローデリヒにも怒られてしまうのだから。

「えっ？　あの娘たちって、将来ヴェルが奥さんにするんじゃないの？」

「エル、お前なぁ……」

　俺は、そんなわけがあるかと思ってしまった。

　確かにあの三人には期待しているが、それはあくまでも教え子としてだ。

「俺には責任があるんだ。あの三人のみならず、クラスの生徒たち全員をちゃんと一人前の魔法使いにするという。師匠の名を汚すわけにはいかないんだ」

「えっ？　色事は一切抜き？」

「当たり前だ！」

　そう、師匠の唯一の弟子たる俺がしっかりと生徒らを育てあげ、師匠の偉大さと功績を後世に確実に伝えなくてはいけないのだから。

「遊びでやっているんじゃない。というわけでだ。下げ種すな勘繰りはやめたまえ、エルヴィン君よ」

「はあ……ヴェルがそう言うのならそうなんだろうな……」

　エルがいまいち納得していないような表情を浮かべるが、どこの世界に十二歳から十四歳の女子生徒に手を出す教師がいるというのだ。

　……そういえば、前世ではたまにいて、ニュースや新聞で報道されていた気がする。

「とにかくだ。今日はお休みだ」

　アグネスたちの話は、これで終わりだ。

　とはいえ、エリーゼたちが妊娠しているので遠出ができない。

　そこで、バウマイスター伯爵邸の中庭でピクニックのようなことをすることにした。

　当初はなにもない中庭であったが、伯爵家に相応ふさわしい見栄えにするため、庭師を雇い入れて相応の内容にしている。

　観賞用の草花や木々が植えられ、それらは適切に管理されていた。

　庭師を専属で雇う、いかにも大貴族である。

　実家の場合だと、母やアマーリエ義姉さんや使用人たちが花壇に花とか植えていただけだった。

　中庭の中心にはテーブルと椅子が置かれ、そこで軽食やお茶を楽しみながらノンビリとした時間を過ごすのだ。

「ちょっと、あたいには合わないかもだけど……」

　俺よりも貧乏性の気けがあるカチヤは、こういうノンビリとした時間は苦手なようだ。

　もうそわそわしていた。

「カチヤさんも妊娠するとわかりますよ。あまり動けなくなってしまいますから」

　とは言いつつも、エリーゼはいつもどおりにテキパキと、空いたカップにマテ茶を注いでいた。

　ただ、やはり外出する機会などは減っている。

　なにかあると困るので、ローデリヒたちがいい顔をしないという事情もあった。

「ドミニクにも言われてしまいました。お腹の子はバウマイスター伯爵家のお世継ぎなのだから、慎重に行動してくださいと」

　もしエリーゼの身になにかあったら大変だということらしい。

　確かに、エリーゼについている護衛やメイドの数が増えていた。

　もし今の彼女になにかがあったら責任問題だと、護衛たちは緊張した表情を崩さない。

「私やルイーゼも似たようなものだけど、これは出産後に冒険者に復帰するのが大変かもね」

「鈍った体を元に戻そうとしたら、また妊娠したりして」

「ローデリヒさんは、それを望んでいるようね」

　俺がバウマイスター伯爵家の初代なので、分家や有力家臣家の創設で子供はいくらいてもいいというわけだ。

　イーナとルイーゼも、あまり派手に動けなくなったと愚痴っていた。

　二人もどちらかというと、カチヤのようにじっとしているのが苦手なタイプであったからだ。

「そうですね。私もすぐに復帰できるでしょうか？」

　今日は、エルと一緒にハルカも中庭の茶会に参加していた。

　随分と早い気もするが、彼女も妊娠したので、同じく剣術の稽古などは休んでいる状態だ。

「五人の赤ん坊が次々と産まれるのか。賑にぎやかでいいではないか。ところで、エルヴィンよ」

「なんです？　テレーゼ様」

　テレーゼは、エルに聞きたいことがあるようだ。

「そなた、側室は取らぬのか？　お主は、バウマイスター伯爵家でもかなりの地位にいるし、甲か斐い性しょうもある。妻がハルカ一人では周囲も納得すまい」

「ううっ……」

　テレーゼの問いに、エルは言葉に詰まってしまう。

　確かに、今のエルが奥さん一人だと色々と周囲がうるさいであろう。

　俺もローデリヒから、その手のアプローチがうるさいという話は聞いている。

「ローデリヒさんは、奥さんが一人だし」

「今のところはであろう？　あとで、成長したルックナー財務卿の孫娘を貰もらうではないか。誰が見ても見事なまでの政略結婚じゃが、貴族とはそういう生き物じゃ。諦めい」

「テレーゼ様がそれを言いますか？」

「妾はそういう世界から抜け出した身。しかしながら、世話になっているバウマイスター伯爵家のために忠告くらいはするというわけじゃ。して、どうなのだ？」

「はいはいっ！　テレーゼ様！　私がいますから！」

　テレーゼの問いに、俺たちの傍そばで給仕をしていたメイドのレーアが手をあげた。

　彼女はドミニクの従妹いとこで、密ひそかに……ではなく堂々とエルの側室の座を狙っていた。

　その堂々たる態度には、俺も他のメイドたちもある意味感心している。

　レーアがエルの側室になれば、この屋敷でドミニクの補佐として働き続けてもらえるという利点もあった。

「（エル、レーアはどうなんだ？）」

「（面白い奴ではあるんだよな……）」

　エルの返答は微妙であったが、俺は知っている。

　最近では、ハルカに促されて定期的にデートなどをしているのを。

　ハルカは、下級ではあるが貴族の出みたいなものだ。

　サムライイコール貴族であり、当主に側室がいても当たり前だと思っている。

　なので、自分の妊娠中にエルとレーアとの仲を纏まとめようとしているのだ。

「（エルの嫁さんって、完璧超人だよな……）」

「（俺もそう思う……）」

　俺とエルは、ハルカがエリーゼにも負けない高スペックな奥さんだと思っていた。

「そうなのか、余計な心配じゃったの」

「あのう……まだそうと決まったわけでは……」

「ええっ───！　私、エルヴィン様のお嫁さん失格ですか？」

　気恥ずかしかったのか？

　レーアを嫁に貰うと即答しなかったエルに対し、彼女が目に涙を浮かべながらその真意を聞いてくる。

「いや！　そんなことは……」

　まさか泣かれるとは思わなかったようで、エルは思わず口くち籠ごもってしまった。

　確かに、女の涙は俺でも経験値不足で対処が難しい。

「エル、デートまでしていてそれはないんじゃないの？」

「そうだよ、レーアが可哀かわい想そうじゃないか」

　続けてエルは、つき合いの長いイーナとルイーゼにまで責め立てられてしまう。

「考えていないわけじゃなくて、結婚するとなると色々と準備が大変だなって思っただけだよ」

　エルは、そう簡単にほいほいと結婚しますとは言えないから躊ちゅう躇ちょしただけだと反論した。

「そう、ならいいのよ」

「よかったね、レーア」

「はいっ！」

　そして、最初からグルであると思われるイーナ、ルイーゼ、レーアに言げん質ちを取られて、エルは二人目の嫁を貰うことになった。

　どこかで見たような光景……デジャヴだと思ったら、俺にも似たようなことがあったからだと思い出す。

「お父さんとお母さんに手紙を書かないと駄目ですね」

「式までの準備も色々と必要よ」

「ええと……最短の日程は……」

「あのぉ……そんなに急がなくても……」

　しかし、エルも学習しない男だな。

　俺を見ていながら、結婚を了承したあとに猶予期間があると思っているとは。

　よほどの事情がない限りは、他に抜け駆けされないように話は勝手に進んでいくのさ。

　本人が了承したらそれで終わり、あとは勝手に周りが準備してしまう。

　その本人の了承だって、本当に自分の意思なのか怪しいものだからな。

「エル、お前もそういう身分になったのだ」

「それは喜ばしいことなのか？」

　それは、俺にもわからないな。

　貧乏貴族の八男のままでいた方がよかったのか、それともバウマイスター伯爵の方がいいかなんて。

　二つを同時に経験するなんてできないわけだから。

「それじゃあ、エルとレーアの婚約が決まったから乾杯！」

「「「「「「「「「「乾杯！」」」」」」」」」」

　マテ茶ではあるが、みんなで乾杯してから再び軽食とお茶菓子を楽しむことにする。

　エルがなんとも言えない表情をしているが、人間誰しも程度に差はあるがマリッジブルーになるものだ。

　終わってしまえば、すぐに元どおりになるさ。

　俺もそうだったし。

「旦那様、おめでとうございます」

「うん……」

　そして、そんなエルにお祝いを言ってのけるハルカという女性。

　俺は、彼女のミズホナデシコぶりに感心してしまう。

　ただ、俺の奥さんでなくてよかったかもしれない。

　なんというかうまく説明はできないのだが、エルの手足に操り糸がついていて、ハルカが上う手まく操作しているような錯覚を覚えてしまうからだ。

　それでもエル本人は幸せそうなので、俺はなにも言わないけど。

「お館様」

「どうかしたのか？」

　そんな風に考えていたら、突然屋敷の警備責任者が俺に声をかけてきた。

「実は、お館様に用事があるというお方が」

「アポなしはパスだな」

　最近、やたらと俺に会いたいという人たちが増えている。

　理由は大半が想像の範囲内なので今さら説明しないが、全員に会っていたら俺には一日が四十八時間ほど必要になってしまう。

　そのほとんどをローデリヒに任せ、俺自らが会うことは滅多にない状態にしていた。

　俺にアポなしで会える人は、ブライヒレーダー辺境伯とブランタークさんと導師、あとは王国の最上位幹部くらいであろう。

『お館様がアホの話を一時間聞いている間に、魔法で土木工事をしていただいた方が……』

　ローデリヒの話によると大半が碌でもない用件のようなので、俺は滅多なことがない限りそういう連中とは会わないようにしていた。

「屋敷の前でうるさいのですが、実はレガート男爵様と名乗っておりまして……」

「貴族本人でも、アポなしは駄目なんだがな……」

　とはいえ、屋敷の前にアポなしで直接貴族本人が訪ねてくるケースは珍しい。

　だからこそ、警備責任者は俺に判断を仰ぎに来たのでろう。

「それでなんの用事だと？」

「はあ……どうしても直接仰おっしゃりたいことがあるようで……」

「しょうがない」

　俺は一人で、屋敷の正面門まで行く。

　すると、本当に貴族らしい格好をした若い男性が立っていた。

　年齢は二十前後だと思われる。

「バウマイスター伯爵殿でしょうか？」

「そうですが、こういう方法は反則なのでは？」

　レガート男爵のやり方は、貴族としてはルール違反である。

　俺はその点だけは釘くぎを刺しておく。

「とは思いましたが、私の提案が受け入れられれば、バウマイスター伯爵家のさらなる発展が期待できますから」

「お聞きしましょうか？　その提案とやらを」

「はい、義ち父ち上」

「はあ？　義父上？」

　嫌な予感がしたが、レガート男爵はそのままバウマイスター伯爵家発展のための提案とやらを語り始めた。

「奥方殿たちがご懐妊されたそうで、おめでとうございます。お嬢様が生まれたら……いやあの人数ならば必ず一人は生まれるはず。お一人をこのレガート男爵の妻にしていただければ。さすれば、バウマイスター伯爵家とレガート男爵家との関係が強化され……」

　まさかとは思ったが、まだお腹にいる子供を嫁に欲しいとは……。

　しかも娘が生まれたとして、成人になった頃にはこのレガート男爵は三十半ばのおっさんになっている。

　個人的にも、自分よりも年上の娘婿は勘弁してほしいと思う。

　少なくとも、このバカで軽薄そうなレガート男爵は御免蒙こうむりたかった。

「お義父さん、屋敷の中にいるであろうお義か母あさん。娘さんは、必ず私が幸せにしますから」




「一昨日おととい、来やがれぇ───!!」




　瞬発的にブチ切れた俺は、レガート男爵を風魔法でバウルブルクの大通りにまで吹き飛ばしてしまう。

　大通りの真ん中で気絶した彼は、そのまま倒れ込んでしまった。

「あのアホは、もう二度と相手にするな！　ローデリヒに絶縁状の作成依頼を出しておけ！」

「ははっ！」

　普通は、誰かを使者にそういう頼みをするのが当たり前なのに、レガート男爵は直接自分が交渉して優位に立とうとした。

　勿もち論ろん浅はかな考えで、俺の怒りを買っただけだ。

　こういうルール違反をする貴族に対しては、絶縁状という手が使える。

　『こういう理由で、お前の家とは二度とつき合わない』という書状を出す制度で、滅多に行われないが、その分効果は絶大であった。

「まったく……どこの世にお腹にいる娘を嫁にほしいなんて言う奴がいるんだ……」

　俺が気絶したレガート男爵を見ながら文句を言っていると、その横で誰か門番とやり取りをしている人がいた。

　よく見ると、俺たちよりも少し年下の美少女であった。

「エルヴィン様がこのお屋敷にいらっしゃると……」

「確かにいらしておりますが、エルヴィン様にもそう簡単にアポなしで会わせるわけにはいかないのです」

「ですが、私にはもう時間がなくて」

　エルヴィンと言っているので、この美少女がエルに会いたがっているのは確かだ。

　どんな用事かは知らないが、相当切迫しているらしい。

　俺がすぐ隣で貴族を魔法で吹き飛ばしても、それを気にもしていないのだから。

「とにかくだ！　アポを取ってくれ。エルヴィン様もお忙しい身なのだから」

　普段はそうかもしれないが、残念ながら今日のエルは思いっきり暇である。

　ついでに言うと、俺はこの美少女とエルとの関係がもの凄すごく気になり始めていた。

　もしかして、過去にナンパした女性とか？

「なあ、ちょっといいか？」

「お館様？」

「エルヴィン様がお仕えしている、バウマイスター伯爵様でいらっしゃいますか？」

「そうだけど、君とエルとの関係は？」

「はい、幼おさな馴な染じみです」

「（エル、許すまじ……）」

　俺は、当主権限でその美少女を屋敷の中に入れてあげることにした。

　なぜって？

　幼馴染同士を会わせてあげないといけないという親切心から……。

　嘘うそです。

　このような美少女といつ知り合ったのか厳しく追及するためであった。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「エル、君には失望した」

「いきなりなんだよ……って！　アンナか？」

「はい！　お久しぶりです、エルヴィン様」




　俺はその美少女を中庭まで連れていったが、彼女は本当にエルの幼馴染だったようだ。

　早速親しそうに話を始め、この時点でエルは、俺の中では有罪確定である。

　その罪はかなり重い。

「急にこんな遠くまで、どうやって来たんだ？」

「持っていたお金で、長距離馬車を乗り継いで来ました」

「それは大変だっただろう」

　エルの実家は西部にあり、このバウマイスター伯爵領に来るにはブライヒブルクを経由しないとこれない。

　魔導飛行船を乗り継げれば一週間とかからないが、お金がかからない長距離馬車だと一ヵ月以上もかかってしまう。

　このアンナという美少女は、エルに会うためにそこまでの苦労をしたというのだから凄い。

　俺の中では、エルは終身刑相当の罪人となった。

　だって、そこまでして俺に会いに来る美少女とか……いないんだろうなって思えるから。

「エル、許すまじ」

「ヴェル、俺はアンナから事情を聞くのが忙しいから、その発作はもう少しあとで頼む」

　エルに軽くかわされてしまい、俺の中でエルは終身強制労働刑レベルの罪人扱いとなった。

「うきぃ───！　エルのくせに生意気な！　幼馴染とか聞いてねえよ！」

「ヴェルにその話をするのが可哀想だったから？」

「お前、俺と大して差がない貧乏貴族の五男なのに、なんで美少女の幼馴染とかが存在するんだよ！　俺にはいなかったぞ！」

　俺には、同性の幼馴染すらいなかったというのに。

　俺は、長きに亘わたったボッチ生活を振り返りつつ、ただ運命の神を呪うのみであった。

「まあ、事情を聞いておこうか……」

　そうだ、この悲しみと怒りはあとに取っておこう。

　俺はバウマイスター伯爵、冷静に事情を聞くくらいの度量は見せないといけない。

「そんなに複雑な話じゃないけどな」

　五男であったために、実家で兄たちに苛いじめられ、搾取され、苦労の連続であったエル。

　そんな彼と普通に接してくれたのは、平民の子供たちだけであった。

「その時点で、俺を凌りょう駕がしているな」

「ヴェンデリン、黙って話を聞け」

「はい……」

　なぜかテレーゼに怒られてしまい、俺はエルの話を聞くことに集中する。

　その平民の子供たちの中で一番仲がよかったのが、領内に唯一存在する商店の三女であるアンナであったそうだ。

　つまりこの美少女だな。

「よくありそうな話ね。でも、今まで聞いたことがなかったわ」

「俺は過去を捨てた男なんだ」

　別にエルが格好つけているわけではなく、地元の商店の娘ならば、たとえ三女でもそこで結婚して生活をしなければいけない。

　父親から『○○の家に嫁げ！』と言われれば、彼女は断れない立場にあるのだ。

「俺は領地を出ていく身だったし、まさかアンナを連れて出るわけにもいかない。うちの親父もアンナの父親も激怒するだけだろうし、当時十二歳の俺になにができるよ？　自分一人で精一杯だったというだけのことだ。それよりも、アンナ。お前は、名主の次男ベッカーと結婚するんじゃなかったのか？」

　エルも、すでにバウマイスター伯爵家の家臣という身分になっている。

　勝手に故郷から逃げてきたらしいアンナという少女に対して、厳しい口調で詰問した。

「そのお話は、なしになってしまいました……」

　平民とはいえ、親同士で婚約を決めても色々な事情で取り消しになってしまうケースが多い。

　結婚とはあくまでも家と家同士のものであり、家長の意向が大きく影響するからであった。

　この世界の現状を現代の日本人が知れば、古典的で堅苦しいと笑うかもしれない。

　だが、この世界はこれで回っているのだ。

　現代の日本みたいに、結婚しない自由、子供を産まない自由など、そう簡単に認められるはずがないのだから。

　家が存続しないこと以上の恐怖など、この世界には存在しなかった。

「なしになった？」

「はい、リーラお姉様が代わりに嫁ぐそうです」

「なんでそんなことになっているんだ？」

「それが……名主様の跡継ぎであったゲッツ様が、病でお亡くなりになりまして……」

「ゲッツの奴、死んだのか……」

　知り合いが死んだと聞いて、エルは表情を少し曇らせた。

　だが、そこまで悲しいという表情でもない。

　名主の跡取りともなれば、エルの兄たちに擦り寄っていたのであろう。

　もしかすると、エルにとっては嫌な奴であったのかもしれない。

「悲しくはないな。それで、ベッカーが急きゅう遽きょ跡取りか……」

「はい、そうなると三女の私だと身分の釣り合いが、というお話になりまして……」

　上のお姉さんの方を、名主家の跡取りの嫁にする。

　田舎の領地だとよくある話であった。

「それで、アンナはどうなったんだ？」

「それが……名主様の後添えということになりまして……」

「はあ？　どうしてそうなるんだよ？」

「ゲッツ様と同じ病が奥様にも伝う染つってしまい、ほぼ同時期にお亡くなりになってしまわれたのです」

　名主が妻を病気で亡くしたので、その後添えをという話になった。

　後添えとはいえ、普通の農民の娘を嫁がせるわけにもいかず、急遽婚約話が消えたアンナに白羽の矢が立ったというわけだ。

「クソ親父、もう少し考慮しろよ……」

「名主様が独り身というわけにはいかないそうで……」

「そういう場合は、かなり年齢のいった寡婦などを当てるのが普通なのじゃがな……」

「そうなのか？　テレーゼ」

　俺はテレーゼに詳しい説明を求めた。

「下手に若い嫁を貰って子供が生まれると、先妻の子と揉もめるからの。夫を亡くした、年齢的にもう子供は産めそうにない女性を、形だけ後妻に押し込むというわけじゃな。妾も、昔そんな裁定というか斡あっ旋せんというか、したことがあるぞ。そやつは年老いた重臣であったがの。当時は、未婚の妾がなぜこんなことまで配慮せねばならぬのかと、悶もん々もんとした記憶がある」

　自分の婚約者も決まっていないのに、六十を超えた老臣の後添えを捜すのに奔走したテレーゼ。

　確かに、俺でもそんな仕事には違和感を覚えてしまうかもしれない。

「普通、こんなに若い後添えは選ばぬのだが……その名主はいくつなのじゃ？」

「はい……六十近いです」

「思ったよりも年寄りだな」

「名主はうちの親父の庶兄で、名主家に婿養子に入ってから結婚したから晩婚なんだよ」

　つまり、エルの祖父である前領主が他よ所そに子供を作って飼い殺しにしていたけど、たまたま名主家の婿の座が空いたからそこに押し込んだ。

　息子が二人生まれたが、嫡男が病死して次男が跡を継ぐことになった。

　妻も嫡男と同じ病気で亡くなり、独り身になってしまった名主は若い後添えを欲したという事情のようだ。

　名主家はエルの実家と親戚関係にあるので、アンナの実家も断れない。

　それでもアンナは結婚が嫌で、幼馴染を頼ってこうして逃げてきたというわけだ。

「複雑な家庭環境だな」

「そうか？　田舎の貴族領なんて、みんなこんなものだぞ」

　前世だと、時代錯誤だとか散々に批判されそうな話である。

「それで、どうするの？」

　事情もわかったところで、さてこれからどうするかだ。

　ルイーゼが、エルにストレートに尋ねた。

「どうするもなにも、領地に戻って結婚しろとしか俺には言えないよ」

「そんな……エルヴィン様……」

「俺もアンナももう子供じゃないんだ。それはわかるな？」

　領主と親戚である名主家の後妻候補が、勝手に昔の幼馴染を頼って逃げ出してしまったのだ。

　エルが気ままな冒険者のままだったら、このまま彼女を連れて逃げてしまうという選択もなくはなかった。

　どうせエルの実家に、駆け落ちしたカップルを捜す余裕などないのだから。

　だが、今のエルはバウマイスター伯爵家の家臣である。

　エルがアンナを匿かくまうと、バウマイスター伯爵家とアルニム騎士爵家との争いになってしまう可能性があった。

　この二家だけの争いで済めばいいが、寄親である西部の雄、ホールミア辺境伯家が口を出してくるのが容易に想像できる、というのが困ってしまう。

「アンナ、俺とお前は昔は仲がよかったよな」

「はい、私もエルヴィン様も半端者の扱いでしたからね」

「アンナは、嫁入り要員と思われていただけマシ……でもないか……」

　実家が貧乏貴族で将来出ていくことが確実な五男と、三女で冒険者としての資質もなく、出ていこうにも田舎なので出ていけず、婚姻の道具としてしか見み做なされなかった少女。

　二人は、自然と仲良くなっていったのであろう。

　エルがアルニム領を出てから二人の交流は途絶えたが、アンナは今もエルを忘れていなかった。

　でなければ、彼を頼って一人でバウマイスター伯爵領まで来たりはしなかったであろう。

「昔冗談で、『将来結婚しようか？』とか俺が言ったことがあったな」

「私は本気にしていましたよ、エルヴィン様」

「だがな、アンナ。もう今の俺の立場ではお前を守ってやれないんだ。バウマイスター伯爵家に迷惑をかけてしまうからな」

　エルは、自分なりに懸命に考えて今の結論に至っていた。

　自分がアンナを匿ってしまえれば、どんなによかったか……だがそれは、バウマイスター伯爵家のために選択できない。

　もしこの件で、アルニム騎士爵家とバウマイスター伯爵家との間でトラブルが発生してしまえば、それはバウマイスター伯爵領開発の足かせとなる可能性があるのだからと。

「アンナ、運賃は出す。アルニム領に戻れ」

「エルヴィン様……」

「これは、どうしようもないことなんだ」

　エルは、昔の未練を苦渋の選択で振り切った。

　その仕打ちに対し、冷たいと思う人も多いと思う。

　それでもエルは、自分はもうバウマイスター伯爵家の家臣なのだからお前を匿えない、故郷に戻れと、そう心を鬼にして言ったわけだ。

「（俺は理解できたんだけど……）」

　いや、結婚を約束した幼馴染とか、ここで俺の嫉妬砲が炸さく裂れつしてもおかしくはないのだが、その前にエルが冷徹にアンナを振り切ってしまったからな。

　彼女は涙を流しながら俯うつむいていたが、その様子を見てうちの女性陣がどう思うのか？

　暴発確実だとわかったから、俺は静かにしていた。

　人間、ちゃんと学習しないとまた大変なことになってしまうからな。

「ちょっと、エル。それじゃあまりにアンナさんが可哀想じゃない」

「イーナ、俺も苦渋の選択……」

「どこが苦渋の選択よ。ここで幼馴染の一人くらい匿う度量を見せなさいよ」

「そうだよ！　第一、エルはバウマイスター伯爵様じゃないんだから、立場とか偉ぶっているのが変！」

「ちょっ！　ルイーゼ！」

　イーナとルイーゼは、エルの選択がおかしいと噛かみついてきた。

「いやだから、俺は自分の今の立場を考えてだな……俺は正しいよな？　エリーゼ」

「いえ、特に気にする必要もないかと……」

「あれ？　そうなの？」

　エリーゼの予想外の回答に、エルは己の態度の根拠を失って狼狽うろたえた。

　これまでのクールな姿勢が台無しになった瞬間である。

「こう言うと失礼になるかと思いますが、王国でも有数の大貴族家であるバウマイスター伯爵家の重臣と、ささやかな騎士爵家では、前者の方が圧倒的に力がありますから」

　まあ、至極当たり前の話である。

　今のバウマイスター伯爵家の重臣相当であるエルと、アルニム家の、しかも名主風情とどちらが偉いのかと。

　実は俺も、後ろにいるアルニム家とかホールミア辺境伯家が出てきて面倒になると思っていたけど……。

「つまり、エルヴィンさんの決断次第というわけですわね。考えすぎなのではありませんか？」

「ここはビシっと、俺が妻に貰うくらい言うべき」

　カタリーナとヴィルマにも散々に言われてしまい、ますますエルの立場がなくなってしまう。

「そんなぁ……俺は色々と考えたのに……」

「ない頭振り絞ってな」

「ヴェルに言われたくないわ！」

　エルの奴、バウマイスター伯爵家、バウマイスター伯爵家とうるさかったくせに、俺の扱いが軽くないか？

「エルヴィンはあたいと同じでバカなんだから、あまり深く考えるとドツボに嵌はまるぞ」

「アンナさんは貴族の娘ではないですし、わざわざ時間と運賃をかけてバウマイスター伯爵領まで取り戻しに来ないと思いますけど……」

　最後に、カチヤとリサに止とどめを刺されて、クールな決断をするエルの構図は一瞬にして崩れ去った。

　やはり、人は慣れないことをしてはいけないのだ。

「ほら、エル」

「言いなさいよ」

「……アンナ、お前さえよければ、俺の傍にいてもいいんだぞ」

　ルイーゼとイーナに促され、エルは少し恥ずかしそうにアンナに言った。

「はい……エルヴィン様ぁ！」

　エルからプロポーズを受けたアンナは、涙を流しながらエルの胸に飛び込んだ。

「正直なところ、気にはなっていたんだ……でも、俺も色々とあってな……」

「お噂うわさは、聞いています」

「これからはずっと一緒だから、おいおい話すよ」

「はい」

　女性陣の後押しもあって、エルはアンナも嫁として娶めとることになった。

　可哀想に、今回の件でエルはうちの奥さんたちに首根っこを掴つかまれた形だ。

　俺にはあまり格好よく見えなかった。

「でも、なぜか気に入らないような……」

　俺が気に入らない理由は簡単だ。

　俺と似たような境遇であったはずのエルに、なんと、過去にプロポーズまでしたことがある幼馴染がいたというのだから。












「エル、今日はデートでもしてきたら？」

「そうね、レーアも連れて」

「私もですか？　アンナさん、エルヴィン様の二番目か三番目の妻になるレーアです」

　エルはルイーゼとイーナの勧めどおり、アンナとレーアを連れてバウルブルクの町にデートに出かけてしまった。

　今回の件でエルは、完全にイーナたちに頭が上がらなくなってしまったようだ。




「大きな町ですね、エルヴィン様」

「アルニム領とは比べるまでもないさ」

「アルニム領には、うちの実家しかお店がありませんからね」

「バウマイスター伯爵様のご実家には、昔はお店がなかったそうですよ」




　妊娠中のハルカが遠慮したので、エルはレーアとアンナ、両手に花で楽しそうに屋敷を出ていってしまった。

　式を挙げるまでに、相互理解をというやつであろう。

　まあ、デートなんだけど……。

「うぐぐ……」

　エルがプロポーズをしたことがある幼馴染の存在、俺は再び嫉妬の感情に支配されつつあった。

　何度思い返しても、俺にはそんな人はいなかったというのに……。

　しかもあのアンナという少女、最初はエルに結構冷たくされたのに、今はもの凄く嬉しそうだし。

「解せぬ……」

「ヴェル君、バウマイスター騎士爵領時代のヴェル君には私がいたじゃないの」

「アマーリエ義姉さん……」

　そうだな、俺にはアマーリエ義姉さんがいた。

　実家にいた頃、俺が出かける時も帰ってきた時も、ちゃんと『行ってらっしゃい』や『おかえりなさい』と言って話しかけてくれたし。

　母はその点がかなり適当だったけど、アマーリエ義姉さんは違ったんだ。

　浮ついた会話とかはなかったけど、あの頃はアマーリエ義姉さんが俺の唯一の心の癒いやしだった。

「親友兼家臣であるエルヴィンさんの幸せを喜ぶのが、ヴェル君らしくて私はいいと思うな」

「そうですよね、俺にはアマーリエ義姉さんたちもいますし」

「そうよ」

　休日にこのような出来事があり、エルはバウマイスター伯爵家の重臣に相応しく三人の妻を娶ることになるのであった。

　そこに本人の意思がどの程度入っていたのか、詳しく問うてはいけないのだが。




「それでだ、俺は手紙を書かないといけないんだよ」

　アンナはアルニム領の名主の元に後妻として入る予定の女性であった。それがエルの奥さんになる以上は、一応連絡だけはしないといけないわけだ。

　別にこのままでもいいような気がしなくもないが、俺も大貴族である以上、相手に付け込まれないように上手く手紙を出す必要があり、その辺のマナー、ルールをローデリヒに聞いてみることにする。

「拙者が教えてもいいのですが、実務で経験があるテレーゼ様に聞くのも手ですな」

「ああ、そうか。テレーゼは、そういうのに慣れているよな」

　ローデリヒの勧めに従い、俺はテレーゼに手紙の書き方を教わることにする。

「二通必要であったな」

「えっ？　二通？」

「アンナという少女の前に、まだエリーゼたちのお腹に入っている子供を嫁に欲しいと騒いでいたアホ男爵がおったではないか」

「いたな、そんな奴」

「お主が忘れてどうするのじゃ」

　魔法で吹き飛ばしたらスッキリしたし、アンナの件があってすっかり忘れていたのだ。

　ムカつく以外で、特に印象に残る奴でもなかったし。

「これは普通に絶縁状を叩たたきつけ、知り合いの貴族にアホ男爵の所業を手紙で知らせておけ」

　先制してレガート男爵の悪行を伝え、相手の反撃を許さないためである。

　相手も追い詰められている以上、嘘八百を並べてバウマイスター伯爵家を攻撃してくるかもしれない。

　彼が不審者扱いで新設された牢ろう屋やに入っている間に、絶縁状などは出しておくべきであろう。

「生まれたばかりの赤ん坊同士で婚約という話は聞いたことがあるが、お腹に入っている子供の婚約は初耳じゃの。久々に聞く、空前絶後のアホ貴族じゃな」

「それで、絶縁状ってどう書くんだ？」

「これは、それほど難しい文面でもないの。ありのままに事実を書き、そういう理由なのでレガート男爵家の者とは金輪際つき合わないと最後に書けばいい。あとは家臣たちへの徹底じゃの。レガート男爵家の者がいたら、バウマイスター伯爵領から叩き出すように命令しておけ」

「なるほど、慣れているんだな」

「大物貴族などしておるとな。極論すれば、半分が味方で半分が敵じゃからの。半分すべてを敵視はしない。仲が悪くても、距離感のあるつき合いというのもあるであろう？　中には一部どうしようもない貴族家があって、そのために絶縁も必要というわけじゃ」

　テレーゼも、フィリップ公爵時代に絶縁状を出した経験があるのだと語る。

「帝国にも王国にも、貴族家などいくらでもある。一つや二つ絶縁しても大した影響などないわ」

　テレーゼはそう言って笑っているが、確かに今でもなかなか貴族の名前を覚えきれない俺が、男爵家一つ絶縁にしたところで大した変化もないんだよな。

「絶縁状はそれでいいとして、アルニム家への書状はどういう風に書くんだ？」

「これも、思いっきり上から目線で書け！　相手に言質を取られるな！　以上じゃ」

「そんなんで大丈夫なのか？」

「大丈夫じゃ。伺いなど立てるな。相手はそこから攻めてくるからの。エルヴィンの実家は騎士爵家であろう？　それも、たかが名主の後妻候補を奪っただけのこと。相手が文句を言ってきたら西部との取引をちょっと締めてやればいい。相手もそれを考えるであろうから、なにも言ってこないと思うがの」

「寄親は出てこないのかな？」

「出てくるはずがないであろうが。ヴェンデリン、お主は西部との取引を制限しておるか？」

「いいや」

　特別扱いをしておらず、正常な取引のままであった。

「寄親とは言うがな。エルヴィンの実家の直接の寄親は、子爵家なのであろう？」

「そんな話だったな」

　以前俺は、エルからそんな話を聞いていたのを思い出す。

「その子爵家の寄親がホールミア辺境伯家なのじゃから、寄より子この寄子の結婚話、ましてや名主との結婚話であろう？　口など出さぬわ。ホールミア辺境伯家とやらも暇ではないし、沽券に関わるからの。その名主が領主の庶兄だとしても、すでに関係性は薄い。気にするな」

「なるほどな」

　以上のような参考意見をテレーゼから聞き、俺はアルニム家に書状を認したためた。

　貴族への手紙は色々と面倒なルールがあるので、その点は要約してここに記すことにする。




『西部は今、陽気な春だと聞いたけど、お前ら元気？　実はさ、うちの家臣があんたの領地の娘を嫁に貰うことにしたんだわ。別に、お前ら如ごときに教えてやる義理もないんだけど、一応礼儀だから知らせておくわ。まさか文句はないと思うけど、あったらうちだけに直接知らせてくれないかな？　別に直系の娘でもないんだから、寄親とかにチクるとこちらも騒ぎを大きくしちゃうぞ。あっ、祝儀とか式の参加は不要だからね。それじゃあ』




　勿論このままの文面ではなく、決まりに従って文章を飾り立ててあるが、要約するとこんな内容である。

「思いっきり、失礼な内容だな」

「アルニム家とやらの以前の対応を聞くに、こちらが下手に出るとつけ上がる可能性が高いからの。騎士爵家ひとつに嫌われるくらい、伯爵家ではよくあることじゃ。気にするな」

「さすがはテレーゼ様、素晴らしい手紙ですな」

「それなりに経験があっただけじゃ」

　ローデリヒが手紙の中身を確認するが、素晴らしい出来であったようだ。

　彼は、テレーゼを絶賛している。

　俺は全然内容を考えておらず、言われたままに書いただけだからな。

　それにしても、あまり手紙なんて書く習慣がないから疲れてしまった。

「ヴェンデリンは、魔法と興味のあること以外にはやる気が薄いからの」

「時間は有限だからな」

　俺は器用じゃないので、熱中することを取捨選択しているだけなのだ。

「子供のような男じゃの。まあ、しょうがない。妾やアマーリエ、リサなどでフォローくらいはしてやる。年上の女たちもたまにはありがたかろう？」

「テレーゼ、あたいも一応年上なんだけど」

「そうは見えぬが……というわけじゃ」

「テレーゼが酷ひでぇ……」

「カチヤは、もう少し大人の女にならぬとな」

　テレーゼ監修の手紙がアルニム家に届けられたが、結局返事はこなかった。

　つまり、黙認というわけだ。

　こうしてエルは、レーアとアンナを奥さんにすることになるのであった。





第八話　教師生活でも、色々と面倒事が増える







「お館やかた様、これからのバウマイスター伯爵家の繁栄は、いかに多くの子を成して我が一門を形成するかにかかっているのです。歴史ある貴族家では、多すぎる子は争いの元になりますが、バウマイスター伯爵家はお館様が立ち上げた家です。よって、今はその心配はありません」

「そうなんだ」

「お館様、そんな他ひ人と事ごとのように……お若いのですから、これからも頑張っていただきませんと」

「はあ……」




　俺が臨時講師を引き受けてから三ヵ月、季節は初夏となっていた。

　バウマイスター伯爵領は亜熱帯に近い気候なので一年中気温が高いが、これからはもっと暑い真夏の季節を迎える。

　だからというか全然関係ないが、俺は家宰として政務を丸投げしているローデリヒから、説教ではないが、励ましのようなものを受けていた。

　正直、それを聞いたところで俺のやる気が増えるわけないのだが。

「エリーゼ様たちはすでに妊娠五ヵ月ほど、待望の跡継ぎの可能性が高く、我ら家臣一同安あん堵どの溜ため息いきをついております」

　エリーゼ、イーナ、ルイーゼ、カタリーナと、ほぼ四人同時に妊娠したので、もし今俺になにかがあっても、バウマイスター伯爵家が無む嗣し断絶になる心配はほぼない。

　跡継ぎがいないと、爵位と領地継承でいらぬトラブルになることもある。

　ようやく職を得た家臣たちからすれば、それが原因でリストラされる可能性もあるのだ。

　安堵して当然であろうか。

「続きましては、ヴィルマ様とカチヤ様ですが……」

　実は、この二人も妊娠していた。

　ヴィルマは十五歳になり、カチヤはもうこれ以上は魔力が上がらないのと、もうすぐ二十歳なので実家の方から催促がくるようになった。

　そこでというわけでもないが、俺が奮闘したわけだ。

「よかった。これでバウマイスター伯爵家も安泰です……ううっ……」

　そこまで俺に言ったところで、ローデリヒが勝手に感極まって泣いていた。

　こういう時、俺はどう対応していいものやら迷ってしまうのだ。

　男の涙に優しくしてあげる必要はないと思うんだよなぁ。

「おかげで、魔物の領域に狩りに行けなくなったけどな」

「当たり前です。お館様の安全が確保できるパーティを組んでいないのですから」




　これにて、ドラゴンバスターズの女性陣はほぼ全員産休に入った。

　よって今は、たまにエルと近隣の森へ狩りに行くくらいである。

　それも、エルが数名の護衛を連れてだ。

「護衛とか、堅苦しいよね」

「なにを仰おっしゃいます！　もしお館様の身になにかあったら取り返しがつかないではないですか！」

　偉くなるのも考えものかもしれない。

　ただローデリヒは、エリーゼたちがついていれば行動の自由を認めてくれる。

　今は仕方がないというわけだ。

「テレーゼもなぁ……」

　結局、上級の中レベルの魔力量まで上がった彼女は、自主的に避妊をやめて妊娠してしまった。

　本人曰いわく、『魔法の練習は妊娠中でもできるであろう。妾わらわももう二十一じゃ。一人くらい子供を産んでおきたいからの』だそうだ。

「テレーゼ様に関しては、別に問題はありません。お察しがいい方なので大変に楽でした」

　その子はバウマイスター伯爵家の継承権はないが、男子ならば新たに立ち上げる重臣家の当主にする。テレーゼとはそれで話がついていると、ローデリヒが語る。

　いつの間にと思ったが、面倒がなくて俺からすれば好都合だ。

「リサ様ですが、結局手を出しましたな」

「こら、ローデリヒ。今さら梯子はしごを外すか？」

　彼女に関しては、あのメイクと衣装のままだと誰も貰もらってくれないし、スッピンにすると俺以外の男性とは話せない。

　うちの女性陣とは普通に話せるようになったので、訓練の効果がなかったわけでもないのだが……。

　甲か斐い甲が斐いしく領地の開発を手伝ってくれるし、アマーリエ義ね姉えさんなどに言わせると『年上なのに可愛かわいいからつい面倒を見てしまう』人で、俺もそう感じていたので本人の希望を受け入れることにした。

　そして彼女も妊娠し、その前に魔力も上がっている。

　カタリーナとほぼ同じ量まで増えていたが、やはり元から超一流の魔法使いだと伸びしろが少ないようだ。

「リサ様は、嬉うれしそうではないですか」

　確かに、今の彼女はエリーゼたちと一緒に赤ん坊用の産着などを縫って日々を過ごしている。

　もうすぐ三十歳になる彼女からすれば、年増の自分に奇跡が起きたと思っているのであろう。

　日本なら特に珍しくもない年齢なのだが、この世界だと間違いなく高齢出産であった。

「この前は、大変な目に遭ったけどな……」

「リサ様が、臨時講師をなされた件ですか？」

「そう、それ」

　俺は、先月起きた出来事を思い出す。




『えっ？　工事？　俺は今日は駄目だぞ』

　リサの妊娠が発覚する前、その日は予備校の講義だったのだが、ローデリヒから是非に急ぎ魔法で工事してほしいと頼まれた案件があった。

　急ぎだというので俺は講義を翌日にズラそうとしたのだが、そこに名乗りをあげたのがリサであった。しかも、臨時講師の方をだ。

　工事は大規模で、俺が担当しなければ魔力が足りなくなってしまうのでリサでは不可能であるとローデリヒが言う。

『リサ様が臨時講師の方を受けてくださるそうです』

『ならいいか』

　以前にカチヤが、リサは魔法を教える時は理論的だと言っていたし、生徒たちも色々な魔法使いに教わった方が視野が広がっていいと思う。

　俺だって、師匠、ブランタークさん、導師と魔法を教わり、魔法使いとは色々なんだなと、とても参考になった。

　生徒たちも、それを経験しておいた方が後に役に立つはずだ。

『じゃあ、お願いしようかな』

『はい』

　こうして、その日はリサが臨時講師を務めることになった。

『リサ？　あんたが、あのブリザードのリサ？』

　その日の朝、彼女を予備校まで送っていきヘリック校長に事情を説明すると、彼は目を丸くさせながらリサを見ていた。

　俺もその気持ちはよくわかる。

　以前とは、まったくの別人のようになってしまったのだから。

『よろしくお願いします』

『バウマイスター伯爵殿、俺はあんたを尊敬するぜ……』

　ヘリック校長は、俺がリサを矯正したと思っているらしい。

　正確には化けの皮を剥はがしたか、本性を暴いたというのが正解だと思うが。

『バウマイスター伯爵殿が急用ならば、是非ともお願いしようかな』

　ところが、今のリサには欠点が一つある。

　いまだに、俺以外の男性と碌ろくに話すらできない点だ。

　いくら未成年ばかりとはいえ、魔法使いクラスの半分は男性であった……。

『あの……』

『先生、なにを言っているのかよく聞こえません』

　当然、自己紹介すらできないでオドオドする羽目になってしまう。

　生徒たちも、碌に話もできない臨時講師に不満の声をあげた。

　正直、なぜリサはこの仕事を引き受けたのかと思ったが、すぐにその理由が判明した。

　もっともこれらの話は、俺はすでに工事現場に向かっていてその場にいなかったので、ヘリック校長が様子を見に行ってわかった事実である。

『少し、失礼します……』

　生徒たちが今日の臨時講師に不満を抱くなか、リサは小さく断ってから教室を出ていき、十分ほどで戻ってきた。

　以前のメイクと派手な衣装に身を包んで。

『ブリザードのリサだ！　クソガキ共！　今日は鍛えてやるから感謝するんだな！』

　教室内は一瞬で阿あ鼻び叫きょう喚かんの地獄絵図となってしまった。

　それはそうであろう。

　冒険者を目指す魔法使いたちの中で、リサの名と普段の言動を知らない人はいないのだから。

　教室内は、一気に危険域に突入した。

『さっきのと同一人物？　詐欺だ！』

『うっさいね！　凍らせるよ！』

　ある男子生徒の発言にキレたリサが、周囲に冷気を漂わせる。

　教卓の上に置かれた花瓶と花がまるで彫刻のように凍りついて生徒たちが恐怖し、彼らは大人しくリサからの講義を受けた。

　講義内容の方は、納得のできる理論的なものであったそうだ……。

『前回の臨時講師はどうだったかな？　先生、前回は急用があって出られなかったんだ』

『とても参考にはなりました……怖かったですけど……』

『教卓のお花は天に召されましたので、新しいお花を持ってきました。ためにはなったけど、怖かったです』

『水と風系統の魔法理論は素晴らしかったです。怖かったですけど……』

　アグネス、シンディ、ベッティ他、すべての生徒たちがあのメイクと衣装のリサを見て肝を冷やしたようだ。

　それにしてもあの衣装、まだちゃんと取ってあるんだなと、俺は妙に感心してしまった。

『リサのあの衣装、もう一度見てみたいかも』

『すみません。旦那様になる人には見せられません』

　そんな経緯もあり……なにがそんな経緯なのかわかないが、俺はリサを奥さんとして娶めとった。

　勝負して敗ったから嫁にするとか、こんなことを続けていると、俺は死ぬまでに何人の女性を嫁にするのであろうかと思ってしまったが。

「それにしても、アマーリエ様がいてよかったですな」

　確かに、ローデリヒの言うとおりだ。

　ここまで奥さんが増えて、そのうえみんな妊娠してしまった。

　なので、経験者である彼女がエリーゼたちの面倒を見てくれるのはありがたい。

　公式には侍女長扱いのアマーリエ義姉さんであったが、ローデリヒは俺の奥さんとして扱っている。

　彼に言わせると、『子供を産んだ経験があり、まだ若いので頑張ってください』なのだそうだ。

「それと、さすがにこれ以上は奥さんを増やせませんか……」

「おい……」

　ローデリヒが、とんでもないことを考えていやがった。

　だが、寄より親おやであるブライヒレーダー辺境伯との兼ね合いもあるので、これ以上は不可能であろう。

　ブライヒレーダー辺境伯は俺に奥さんの数を合わせることをしてきたのだが、さすがにもう勘弁してくれと、この前、魔導携帯通信機で連絡してきた。

　彼は文系肌の人物で体力に優れているわけでもなく、別に好色でもなかったからだ。

　俺の奥さんは、成人してからだが、フィリーネも合わせて合計八人、非公式の愛人二人。

　字面だけでいうと、貴族とは淫いん靡びな生き物である。

　いや、ライオンの群れか？

　そりゃ官能小説などのネタになるわけだ。

　もっとも、実際に奥さんが多いと面倒な点もあったりする。

　特に俺は、女性を上う手まくあしらうスキルに欠けているのだから。

「最低でも、三十人は欲しいですな」

　しかし、ローデリヒに言わせるとその制限がもどかしいらしい。

　一体、俺の将来はどこに進もうとしているのだ。

「なにをだ？　ローデリヒ」

「勿もち論ろん、お子の数です」

「おい……あえてもう一度言う。おい……」

　そんなに沢山、俺は戦国武将や江戸幕府の将軍かと思ってしまう。

「分家の創設に、半分は女子と考えて婚姻の引き合いも多いですからな。男子とて、婿養子に欲しがる家などもあります」

　子供が娘しかいない家からすれば、うちから婿養子を受け入れ関係を結び、利益を得るくらいのことは考えるそうだ。

　普通の貴族家なら子供の行き先で頭を悩ませる事態になるが、うちは初代のバウマイスター伯爵家なのでまったく問題ない。

「生臭い話だな」

「それが貴族ですので」

「わかったから」

「というわけですので、頑張ってください」

　俺はローデリヒにガッチリと両肩を掴つかまれた。

　これ以上、俺になにを頑張れというのであろうか？

「わかったから！」

　俺は話を打ち切ると、急ぎそのまま『瞬間移動』で王都へと飛んだ。

　生臭い貴族の世界のお話は忘れ、早く純真な生徒たちと接したかったからだ。





　　　　＊　　　＊　　　＊






「今日の講義はここまで。質問があったらいつでも聞いてくれ」

　今日の講義も無事に終わった。

　教室にいる六十一名の生徒たちは、まだ熱心にメモを取り続けている。

　最初は、認知症の進んだ老講師のせいで出席日数ギリギリで構わないと顔を出していなかった生徒たちも、俺が新しい講師だと聞いてからは、ほぼ全員が出席している。

　たまに体調不良などで一人、二人休むくらいだ。

　俺のネームバリューもあるのであろうが、こうして俺が教えていることを懸命に聞いてくれる生徒たちを見ると、心が和むというものだ。

　このまま教師を続けるのも悪くないかもと、俺は思い始めていた。

　本当、貴族の柵しがらみなんてクソ食らえである。

「先生！」

「質問か？　アグネス」

「はい」

　最近では、生徒たちの名前と顔を全部覚えることができた。

　俺から利益を得ようとばかり考える生臭貴族の名前と顔よりも、俺の講義を熱心に聞いてくれる純真な生徒の名前と顔の方が覚えやすい。それが人間という生き物ではないだろうか。

　そんな可愛い生徒たちの中でも一番よく質問してくるのは、やはり委員長キャラであるアグネスだ。

　彼女の実家は眼鏡店さんであり、目が悪い彼女はそのおかげで高価なオーダーメイド眼鏡を複数所持している。

　たまに、かける眼鏡を変えてくるのだが、彼女にその理由を聞くと実家の宣伝だと言っていた。

　真面目な彼女は、今もなお父親に言われてそうしているらしい。

　アグネスに聞いた話だが、胡う散さん臭い不動産業者のリネンハイム氏もお店の常連なのだそうだ。

　わざわざあの胡散臭い眼鏡をオーダーメイドするとは、さすがはリネンハイム氏だと言わざるを得ない。

　そんなリネンハイム氏も、プライベート用に俺考案のサングラスを注文したそうだ。

　仕事用でなくてよかった。

　サングラスなんて、どう見ても怪しい地上げ屋になってしまうからだ。

「『魔法障壁』の角度についてお聞きしたいのですが……」

「ああ。それね……」

　『魔法障壁』は、魔力が少ない者からすると悩ましい魔法である。

　全身を包むと消費魔力量が増えるし、展開を維持すればやはり魔力を消費していく。

　魔力をケチって『魔法障壁』を薄くしすぎると、呆あっ気けなく敵の攻撃が貫通してしまい、展開する意味がなくなってしまうというわけだ。

　そこで俺は、ある方法に辿たどり着いていた。

　戦車の傾斜装甲のように、『魔法障壁』に傾斜をつけるようにしたのだ。

　これならば多少『魔法障壁』が薄くても、ある程度までの衝撃は防げる。

　魔力が少ない魔法使いからすれば、大きな助けとなるであろう。

　ただし、同じ『魔法障壁』の厚さと角度でも防御力には個人差が出る。

　その見極めを確実に行ってから実戦で使用するようにと、俺は講義で説明した。

　アグネスは、早速自分なりに『魔法障壁』の改良を行いたいのであろう。

「私も、お願いします」

　二人目は、生花店の娘であるシンディ。

　最年少ながら、アグネスとそう差がない実力を持っている。

　俺は時おり、彼女の実家で奥さんたちに贈る花を購入している。

「先生、私にも教えてほしいです」

　三人目は、実家が飲食店をやっているベッティだ。

　彼女もアグネスと実力が拮きっ抗こうしており、この三人がクラスのトップ３であろう。

　たまに彼女のお兄さんのお店に行っているが……まあ、これはあまり関係ないか。

「先生、俺にも教えてください！」

「俺も教えてほしいです」

「私も」

　他にも多くの生徒たちが手をあげ始めたので、ここからは課外講義として外に出ることにした。

　予備校の中庭で、早速『魔法障壁』の実演を行う。

「見やすいように、色をつけたから」

　『魔法障壁』に色をつけるのはそう難しくない。

　対人戦闘だとその厚さが一目瞭然になってしまい戦闘で不利になるので、みんな透明に近い『魔法障壁』しか張らないだけだ。

　魔物に『魔法障壁』の厚さがわかるのか？という疑問もあるが、魔物の知性についてはいまだ研究途上だし、冒険者をしていると人間とトラブルになる可能性もある。

　そのため、魔法使いで色つきの『魔法障壁』を張っている人は少なかった。

「傾斜をつけすぎると、大分前で展開しないといけないという弱点も出てくるから、四十五度くらいが限界かな？　もしくは……」

　『魔法障壁』に丸みを帯びさせる。

　形状のコントロールが難しいので練習が必要になるが、これも防御力を上げる効果があった。

「なるほど。これなら同じ魔力使用量でも防御力が増える」

「難しい……『魔法障壁』に丸みを帯びさせるのが……」

「それは、ライナルトが魔法の練習をサボっているからだろうが」

「俺はちゃんと毎日練習しているぞ！」

　一人の男子生徒が同級生にどやされ、彼はそれに反論した。

　一部、要訓練の者もいるが、なんとか全員に理論を理解してもらえたようだ。

　時間外指導を終えて校長室に向かうと、そこでヘリック校長からとある行事に参加してほしいと要請された。

「『大野外遠足』ですか？」

「魔法使いクラスを引率してほしいのだよ」

「引率ですか……先生らしい仕事ですね」

「そうだろう？　もし時間が空いていたらでいいんだが」

　遠足の引率とは、俺の教師業も本格的になったというわけだ。

「勿論、応援は来るさ。一人で六十人も引率はできないから」

「ですよね。全員に目が届かないですよ」

　プロの教師でもない俺が、一人で六十名もの行動を監視などできるはずがない。

　さすがにヘリック校長、その辺は考慮してくれたようだ。

「予定は空いていますからいいですよ」

「すまないな」

「いえ、俺は先生ですから」

　俺は引率の件を了承した。

　屋敷に戻ってエリーゼにその話をすると、彼女は大野外遠足について知っていた。

「教会から何名か神官を派遣しますので、概要は知っています」

　そして、俺にその内容を教えてくれる。

　大野外遠足とは、王都近郊の狩猟場に全員で出かけて狩りをする行事だとエリーゼは説明する。

　どうやら、俺が考える遠足よりもアクティブに動く行事のようだ。

　それなら『大狩猟祭』でもいいのにと、俺は思ってしまったけど。

「未成年の学生さんや、卒業前の生徒さんばかりなので、当然魔物の領域では行いません。通常の狩猟場で、みんなで狩りの成果を競い合うのです」

　神官は、負傷した時のためのボランティアだそうだ。

　エリーゼも一度参加したことがあると言う。

「たまに軽傷者は出ますが、私に出番はありませんでした」

　王都郊外の狩り場だから、当たり前といえば当たり前だ。

　冒険者でなくても、野草などを採りに来る人もいるくらいなのだから。

「ヴェルは具体的になにをするんだ？」

「監視だな。危険がないように」

　俺は、エルに当日の仕事を説明した。

「結構、過保護なんだな、王都の予備校は」

　ブライヒブルクにある冒険者予備校には存在しない行事だ。

　俺たちは滅多に王都の冒険者予備校に行かなかったので、実はこの行事が存在することすら知らなかった。

「俺も予定が空いているからついていくよ」

　エルが、俺の護衛と手伝いのためについてくることになった。

「狩猟か……監視役でもいいわね」

「ボクたちはもう行けないからね」

　妊婦に『瞬間移動』は禁止なので、イーナとルイーゼは参加できないのを悔しがっていた。

　最近あまり動けないので、少しストレスが溜たまってるのかもしれない。

「気持ちはわかるけど、大人しくしていなさい。母子共に危険なんだから」

「わかりました」

「お母さんになるのは大変だなぁ」

　動きたくてたまらない二人に、アマーリエ義姉さんが軽く釘くぎを刺した。

　流産でもしたら大変だと思っているのだろう。

「それに、言うほど動けないわけじゃないじゃない。冒険者の運動量に比べれば、動いていないのに等しいのでしょうけど……」

　二人も含めて奥さんたちは、屋敷とその周辺は自由に動き回れるし、訓練も魔法主体のものは今も行っている。

　だから、そこまで行動に制限があるわけでもなかった。

「ヴェル様、魔法使いばかり六十人も監視するの？」

「いや、それは正確ではないか」

　当然、魔法使いたちは他の冒険者見習いたちと編成しているパーティで参加する。

　すでに放課後に活動しているパーティに、この行事のために臨時で編成したパーティ、あとは現地で人数が少ないパーティとソロの人間を集め、講師が勝手にパーティを組んでしまうケースもあると聞いた。

　俺の仕事は彼らの監視であった。

「まさしく……」

「ヴェンデリンさん、なぜ私とリサさんに視線を？」

　カタリーナとリサの二人は、それにも逆らってボッチで大野外遠足に参加していそうだからだ。

　担任の先生から『○名でグループを作ってください』と言われた時に、余り者同士でグループを作ってしまうのはボッチ見習いでしかない。

　それにも逆らって一人で行動してこそ、真のボッチと呼ばれるに相応ふさわしいのだから。

「私は西部の予備校でしたので、大野外遠足という行事はありませんでしたわ。狩猟ランキング制度はありましたけど」

　在学中、一年間の狩猟の成果をカウントして、成績優秀者を表彰する制度だそうだ。

「私、その年は二位以下を大きく引き離して断トツの一位でしたわ」

「カタリーナ、凄すごい！　どういうパーティで狩猟をしたの？」

「……私ほどの魔法使いになると、一人で十分に対処可能ですから……」

　ヴィルマの質問が堪こたえたようで、カタリーナは顔を引き攣つらせていた。

　きっと彼女は、ずっと誰ともパーティを組まないで一人で狩猟を行っていたのであろう。

「リサは？」

「私は王都の冒険者予備校の出なので参加しました……」

　ヴィルマは続けてリサにも聞くが、口くち籠ごもって後半の言葉が出ない。

　出会った頃のリサを考えると、間違いなく彼女一人で参加したのであろう。

「一人でも、優秀な魔法使いはなんとかなるからの。妾もそれは理解できたわ」

　魔法を使えない冒険者見習いは一人ではどうにもならないが、魔法使いなら一人でも好成績をあげてしまう。

　カタリーナとリサは、典型的なボッチ魔法使いというわけだ。

　いや、こういう場合は孤高の魔法使いであろうか？

　俺も他ひ人とのことは言えなかったが……。

「しかしわからぬの。その時だけでも適当にパーティを組めばよかろうに。のう、カチヤ」

「あたいはソロだったけど、臨時パーティならよく組んだぜ」

　それは、テレーゼとカチヤがそっち側の人間だからだ。

　テレーゼならば、自分がリーダーになってパーティが組める。

　カチヤもこう見えて、誰とでもすぐに仲良くなれるスキルを持っている。

　普段はソロ冒険者であったが、定期的に臨時パーティを組んで狩猟を行っていたそうだ。

　冒険者予備校時代からの知己も多く、実は彼女はコミュニケーション能力に優れていた。

「カチヤ、凄いんだな」

「えっ？　そうか？　旦那」

　俺も基本的にはカタリーナとリサ寄りだから、カチヤを羨うらやましく思ってしまうのだ。

「大野外遠足ならあたいも出たけど、あの草原や森は危険は少ないからピクニック気分でいいと思う」

　ウサギ、シカ、アナグマ、ハクビシン、カモ、ホロホロ鳥。

　獲とれる獲物はこのくらいで、滅多に怪我人など出ない。

　だから、大野外遠足なのだそうだ。

「お気楽な行事なのか？」

「俺には半分お休みのようなものだな」

　エルはのん気そうだが、翌日俺たちは予想外の喧けん騒そうに巻き込まれることになる。
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「これはこれは、バウマイスター先生ではありませんか。私は講師のヨーゼフと申します」

「普段はなかなか挨拶ができませんで。ラードルフです」




　遠足は家に帰るまでが遠足だと、日本で学校の先生が言っていた。

　大野外遠足も同じであったが、冒険者予備校は正式な学校ではない。

　現地集合現地解散なので、早速遅れてくる生徒たちが続出した。

　王都からそんなに距離は遠くないのにこの体たらく。

　だが、そんな冒険者は特に珍しくない。

　少しくらい遅刻しても、冒険者として稼げれば問題ないからだ。

　勿論、貴族家に仕えようとするならそんな奴は駄目だが。

　そんなことを考えながら生徒たちを待っていると、俺の元に正規・臨時を含めて多くの講師たちが挨拶にやってくる。

　ちゃんと対応はしているが、とにかく数が多くて相手をするのが面倒だ。

「みんな、必死だな」

　隣にいるエルが、ボソっと呟つぶやく。

「なんで、臨時講師の俺に挨拶を？」

「お前なぁ……ローデリヒさんの計画書をちゃんと見ているか？」

「見ているけど、それが？」

「バウルブルクの冒険者予備校建設計画だよ」

　それは俺も見たが、それは一年後に開校予定のはずだ。

　いくら魔法で工事できるとはいえ、そうポンポンとなんでもすぐにできるわけがないのだから。

「正規講師は予備校の幹部か校長の椅子が欲しいだろうし、臨時講師は正規講師の椅子が欲しいだろうな」

　俺のような短期間のみの臨時講師とは違って、正規講師の空きを待ちながら臨時講師を続けている者も多い。

　そんな彼らからすれば、バウルブルクに冒険者予備校ができることで正規講師枠が増えると期待しているというわけだ。

「採用なんて、校長になった人に丸投げする予定だけど」

「それでも、領主様の鶴の一声は貴重だろう？」

「かもしれないけどな」

　大勢の生徒を引率するので、講師の他に冒険者も多数参加している。

　アルバイトなのであろうが、彼らも俺を食い入るように見つめていた。

「彼らは？」

「貴族の子弟とかじゃないの？」

　生活のために冒険者になったが、できれば仕官したい。

　そういう連中がこのアルバイトに潜り込んだようで、必死にアピールを続けていた。

「なんか、やりづらいな……」

　彼らが、俺の方にばかり視線を向けるので困ってしまう。

「無視しとけ。仕官なら、正式な窓口から申し込めばいいんだから」

　多くの人たちに見られ続けて居心地の悪さを感じていたが、ようやく生徒が全員集合した。

　大野外遠足は校内行事なので、最初に開会式がある。

　パーティごとに整列し、ヘリック校長が挨拶をしてから、最後に注意点などを話していた。

　俺とエルは、校長の横に講師たちと共に並んでいる。

「至極当たり前のことばかりだけど、念のために言うんだな」

「そこは、予備校だからだろう」

　やはり、いつ聞いても校長先生の話というものは退屈なものだ。

　幸いだったのは、元は優秀な冒険者であるヘリック校長なので無駄話はしなかった点であろうか。

　あと、学校の朝礼では恒例の、貧血で倒れる生徒はいなかった。

　その程度で倒れてしまう奴に冒険者は不可能だから当然であったが。

「では、開始の合図を！」

「はい」

　ヘリック校長に促され、俺は上空に向けて『ファイヤーボール』を放つ。

　花火代わりというわけだ。

　これが開始の合図となり、生徒たちは事前に地図を見て検討したポイントに向けて走り出す。

「各講師の方々も、臨時雇いの冒険者の方々も、所定のポイントでの監視を続けてください」

　そう言うと、ヘリック校長は本部に指定したテントに引っ込んでしまう。

　他にも、治癒担当の神官数名と幹部クラスの講師たちも一緒だ。

「若い連中が汗を流せってか？」

　エルが早々に引っ込んでしまったヘリック校長たちを皮肉っていたが、待機も仕事であろう。

　気合を入れて現場に来られても逆に困るのだから。

「エル、行くぞ」

「了解」

　俺とエルも、事前に話し合って決めたポイントへと向かう。

「草原に一部森か……悪くないな」

「そうだな」

　俺とエルが担当するエリアは草原と森が隣接する場所で、悪くない狩り場だと思う。

　エルも同意見であった。

　俺はすぐに、はぐれた大おお猪いのししや熊などがいないかを確認。

　いれば駆除をして、生徒たちに危険がないようにする。

　これも、講師の仕事であった。

「なんだ、大物がいるじゃないか」

「本当か？　一匹だけでも狩りができてラッキーじゃないか。行こうぜ、ヴェル」

　俺は『探知』でそれらしい反応を見つけ、早速二人で現場へと向かう。

　熊はいなかったが、巨大な猪がいたのですぐにエルが矢を放ち、俺が『ブースト』をかけた。

　額のど真ん中に矢が刺さった猪は、すぐにその場に倒れて動かなくなった。

「やっぱり、王都の予備校は甘いよな」

「校内行事だからだろう。放課後の狩りではこんなことはしないし」

　行事で生徒に死なれると問題だから、こんなことをしているのであろう。

　気にしても仕方がないと、俺は猪をその場で血抜きしてから魔法の袋に仕舞う。

　他の反応も探すが、あとは小型の反応ばかりで、ここは安全な狩猟場のようだ。

　これにて駆除が終わり、あとはウロウロと監視するだけしか仕事がなくなってしまった。

「あ───、狩りがしたい」

「ヴェル、生徒たちの獲物を奪うなよ」

「ならば、他のものを採ろう」

　というわけで、エルには監視を続けさせ、俺も『探知』で監視を続けながら野草の採集を始める。

「この草は天ぷらにすると美お味いしい。この木の新芽はお浸しにすると最高だ。この草の根っこはあとで味み噌そ汁に入れよう」

「妙に詳しくなったな」

「先生がいいからさ」

「エリーゼ先生かよ」

　エリーゼは、教会の炊き出しに使う素材の採集を経験しているので、野草にも詳しかった。

　俺も教えてもらって、ある程度はわかるようになっている。

「毒とか大丈夫か？」

「どこにでも生えている、確実に大丈夫なものしか採っていないから大丈夫」

　魔法で解毒もできるが、たまに魔法が効かない未知の毒もあるので、その辺は警戒していた。

　『バウマイスター伯爵、野草の毒で死す』では格好がつかない。

「これくらいで十分だな。早速調理を……」

　ある程度採集を終えたら、今度は野外調理の開始だ。

　ただ監視もあるので、魔導携帯コンロでご飯を炊き、味噌汁を作り、野草の天ぷらとお浸しを作るくらいである。

「いや、十分に作りすぎだから！」

「メインは、持参だぞ」

　さっき獲った猪ではなく、事前に大きな鍋で作っておいた角煮を持参していた。

　豚肉ではないが、エリーゼ作なので味は絶品だ。

　これも温めることにする。

「いい感じに昼食ができたな」

　遠方では、生徒たちが懸命に狩りをしている。

　成績上位者は表彰され賞金も出るそうだし、なんといっても高名な冒険者というのはみんな、この大野外遠足において好成績を上げているそうだ。

　当然、生徒たちは優秀な成績を目指すことになる。

　みんな懸命になって当然なのだ。

「ご飯、野草の根の味噌汁、野草の天ぷら、野草のお浸し、猪の角煮。食事はバランスよくな」

「こんな場所でそんなことを気にするのは、間違いなくヴェルくらいだろうな……」

　生徒たちに特にトラブルもないようなので、俺たちはのんびりと食事を始める。

　ヘリック校長たちも食事をとっているであろうし、他の講師たちも弁当くらい持参しているはず。

　生徒たちも、各々自由に昼食をとるのだろう。

　時間の指定などない。

　そのくらい、自分たちで考えろということなのだ。

「先生、美味しそうですね」

「いいなぁ……」

「豪勢ですね」

　食事をしていると、顔見知りが声をかけてくる。

　魔法使いクラスのトップ３で、俺が目をかけている、アグネス、シンディ、ベッティの三人であった。

　彼女たちは、仲がいい三人でパーティを組んだようだ。

「すまないな。規則上、分けてあげられないんだ」

　飯の確保とその時間配分も大野外遠足の課題に含まれているので、あげると失格になってしまうからだ。

「ルールですから、当たり前です」

　やはり、委員長キャラであるアグネスの性格は真面目そのものであった。

「魔法使い三人のパーティか。ヴェル、みんな可愛い娘こだな」

「お前なぁ……ハルカに言いつけるぞ」

「なぜ、女性を褒めただけで浮気扱いなのか？」

「まったく、他人の教え子にちょっかいを出して」

「思いっきり濡ぬれ衣ぎぬなんだが……」

　嘆くエルは放置して、俺は三人に狩猟の成果を聞く。

「かなり上位を狙えるはずです」

「それはよかったな」

　三人とも優れた魔法使いなので、別におかしなことでもない。

　上級がいないので今年は不作だと騒ぐアホな講師もいたが、彼女たちはまだ魔力が増え続けている状態だ。

　今の時点で決めつけるのはどうかと思う。

　それに、俺の周りには魔力量の多い魔法使いが多いが、本来であれば中級でも十分に優れていて、そうそうパーティなど組めないのが普通なのだから。

「弓を使える奴を入れなかったのか？」

「三人の方が連携が楽ですし、弓なら持っていますから」

　三人は弓も持っており、射た矢を魔法で強化する俺とエルがよく使う戦法を使って数を稼いでいるようだ。

　魔法使い用の袋に、獲物が大量に入っていると思われる。

「先生のおかげで、前よりも大分狩猟の効率が上がりました。ありがとうございます」

　シンディが俺にお礼を言うが、こういう光景を見ていると心洗われるようだ。

　これまでは素直にお礼を言う少女ではなく、なにか裏のある、お礼も言わないオッサンやジジイを相手にしていたから、余計にそう感じてしまう。

「怪我のないように頑張ってくれよ」

「先生」

「なにかな？　シンディ」

「もし優勝したら、なにかご褒美をください」

　最年少であるシンディは、俺に褒美が欲しいとストレートに言う。

　図ずう々ずうしいとも取れるお願いではあるが、彼女の愛らしい容姿と声によってまったくそうは感じられなかった。

「優勝したらな。王室御用達のフルーツパーラーで食べ放題だ。他のクラスメイトたちにも伝えておいてくれ」

「やった───っ！　ありがとうございます」

　俺から優勝したら奢おごるという約束を取りつけた三人は、素早く自分たちで準備したお弁当を食べると、そのまま狩猟に戻っていく。

　奢りの対象が彼女たちだけでなく、他の生徒も入っていたのは、先生として依え怙こ贔ひい屓きはよくないと思ったからだ。

「俺たちにも、あんな風に可愛い頃があったな」

「ヴェル、お前はジジイか。俺たちはまだ二十歳前だぞ」

「とはいえ、これまでの苦労を考えると……」

　とても、成人前の少年少女がしていい苦労ではない。

　俺は、中身がおじさんだからこそ耐えられたのだと思っていた。

「それを考えるのはやめようぜ。確かに幼く感じるよな」

「だろう？」

　俺に巻き込まれて苦労しているエルも、アグネスたちを見て昔を思い出しているようだ。

「でもみんな、ルイーゼよりは胸があったがな」

「エル、それを本人の前で言うなよ……」

　もし本人に知られたら、確実にぶん殴られるはずだ。

　俺ならそんな恐ろしいタブー、口に出すのも躊躇ためらわれる。

「当たり前だろうが。ルイーゼの場合、手加減されても滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ痛いからな」




　健康に留意した昼食をとってから午後も引き続き監視を行うが、そろそろ駄目なパーティが目立ってくる。

　準備した矢の数が少なくて狩猟ができなくなる者、午前中に張り切りすぎて動きが極端に落ちてしまった者。

　みんな経験不足だから起こるミスであり、今のうちならばまあいい経験であろう。

「三人組は頑張っているな」

　三人は、いまだにペースを落とさずに狩猟を続けている。

　これなら優勝するかもしれない。

　夕方になりヘリック校長の元に戻ると、再び上空に『ファイヤーボール』を撃つようにとお願いされた。

　これで、大野外遠足の終了というわけだ。

　集まった生徒たちは、獲った獲物をパーティごとに集計してもらう。

　そして一時間ほどして、ヘリック校長から成績発表があった。

「優勝は、『マジカルトライアングル』！」

　俺の予想どおり、優勝はアグネスたちのパーティであった。

　二位以下のグループを大きく引き離しての圧倒的な勝利だ。

　なお『マジカルトライアングル』とは、彼女たちのパーティ名である。

　魔法使いが三人なので特に捻ひねりもないパーティ名であるが、俺はとても似合っていると思った。

　他にも、魔法使いを入れたパーティは例年よりも優れた成績をあげているところが多い。

　俺の指導も、少しは役に立ったのかもしれない。

　表彰台の上で賞状と賞金を貰う三人を見ながら、俺は一人感動に浸っていた。

「ヴェル、特に波乱もなくあの三人が優勝したな」

「約束どおりに奢ってあげないと。先生は約束を守るものだ」

「そういうものなのか？」

「そういうものなのだ」

「まあ、好きにしたら？」




　そして三日後、俺は約束どおりに三人を王室御用達のフルーツパーラーへと案内した。

　このお店は老舗の果物店で、王宮にも果物を卸しているため王室御用達の看板を掲げている。

　ケーキ店も経営していて、そこでは仕入れたフルーツを使ったスイーツが人気となっていた。

　バウマイスター伯爵家も冒険者ギルド経由で魔の森産フルーツを卸しているので、お得意さんでもある。

「先生、本当にこんな高いお店、いいのですか？」

　真面目なアグネスは、店構えと建物の豪華さを見て申し訳なく思ってしまったようだ。

　一番安いスイーツでも一個十セントなので、庶民にはなかなか手が出ないお店である。

　分不相応だと思っているのかもしれない。

「優勝のお祝いなんだし、今日くらいは構わないだろう。約束した以上は、先生はそれを守るさ」

「ありがとうございます」

　それでもやっぱり女の子なので、彼女も甘い物には目がないようだ。

　アグネスはとても嬉しそうな顔をする。

「いっぱい食べるぞ。お───っ！」

「いっぱい食べてくれよ」

　優勝したら奢ってほしいと言い出したシンディは、無邪気に喜んでいる。




「限定のケーキ。これ食べたかったんです」

　ベッティも大喜びなので、このお店にしてよかったと思う。

　早速四人でお店に入ると、そこには品の良い初老の男性が待ち構えていた。

「バウマイスター伯爵様、お待ちしておりました。フルーツパーラー『ブリュンヒルト』のオーナー、ツェーザルと申します。本日はようこそお越しくださいました」

「これは、オーナー自らどうも」

　人気のお店なので一応予約を入れておいたのだが、それがオーナ自らの出迎えに繋つながったのだろう。

　やはり、俺はＶＩＰ扱いのようだ。

「最近では、魔の森産フルーツとそれを使ったスイーツが好評でして、私共の商いも広がっております。それでお礼を申し上げたいと思いまして」

　この店のオーナーは、アルテリオさんと知り合いなのだそうだ。

　彼と組んで、今では王都とその周辺に支店網を広げているらしい。

　帝国内乱時には北部地域の流通がダメージを受けたが、全体的には南部・パンゲニア平原開発、王都再開発、スラムの大幅な減少などもあり、王都周辺は好景気に沸いていた。

　なので、高価ではあるが、ここぞという時には『ブリュンヒルト』でというイメージで、たまには庶民が奮発して購入というケースも増えていたのだ。

「特別室をご用意いたしました。どうぞ」

「わざわざすまないな」

「バウマイスター伯爵様は有名ですので、その……」

　ブリュンヒルトのカフェスペースには多くの客がいて、特に貴族たちは俺に注目している。

　同じスペースで喫食をすれば話しかけられて面倒なはずなので、オーナーが俺たちに気を使ってくれたのであろう。

「では、ご案内いたします」

　オーナー自らの案内で、俺たちはＶＩＰ専用の個室に案内される。

「こちらがメニューでございます」

「好きな物を頼んでくれ。食べきれなくても、持ち帰ればいいんだし」

「魔法の袋ですね」

　この前の講義で、師匠に教わった魔法使い用の魔法の袋の作成実習を行った。

　魔力量が少ないとカバン一つ分くらいしか収納できないのだが、この三人はかなりの量を魔法の袋に収納できる。

　お土産のケーキくらいなら、いくらでも入るはずだ。

「魔法の袋に入れておけば鮮度が下がらない。つまり……」

「わ───い、暫しばらくブリュンヒルトの味が堪能できる」

　シンディとベッティは、大喜びで自分の魔法の袋の確認をした。

「お待たせいたしました」

「凄い……」

「美味しそう」

「夢のようです」

　テーブルの上に、ケーキ、プリン、ババロア、パフェなど大量のスイーツが並んだ。

　注文していない品や、まだメニューにない新製品などもあるようだ。

「来週からお出しする予定の新製品もあります。ご感想などをいただければ幸いです」

　オーナーが気を使って、新製品を俺たちに無料で提供してくれたのだ。

　エリーゼたちにも持ち帰ってあげようと思う。

「じゃあ、遠慮なくいただこうか」

「「「はいっ！」」」

　俺たちは順番にスイーツを食べ始める。

　このために昼食を抜いてきたので、かなりの量を食べられるはずだ。

「甘さ控えめで、いくらでも入りそうです」

「美味しい」

「幸せです」

　三人とも、スイーツを食べながら幸せそうな顔をしていた。

　連れてきた甲斐があったというものだ。

「でも、他のみんなに悪いような……」

「条件が優勝だから問題ないさ」

　真面目なアグネスらしい意見だが、冒険者や魔法使いの世界は実力本位なのだ。

　優勝したら奢るという条件を俺が飲み、それをアグネスたちが達成したので連れてきた。

　他のクラスメイトたちも同じ条件であった以上、これに文句をつけても仕方がない。

　もし奢ってほしければ勝てばよかった。

　この世界では、みんなそんな風に考えるのが普通だ。




「お腹いっぱいです。先生、ありがとうございました」

「先生、ご馳ち走そう様でした」

「とても美味しかったです。ご馳走様でした」

　沢山のスイーツを食べ、お土産も大量にある。

　三人はとても満足そうで、その顔を見ていると俺もなぜか嬉しくなってしまうのであった。




「つまり、新しい嫁候補だと？」

「エル、お前、どこをどう聞くとそういう話になるんだ？　先生として優勝した教え子三人に、約束どおりスイーツを奢った。それだけのことじゃないか」

「本当にそうなのかなぁ？」

「そうに決まっているだろうが！」

　その日の夜、俺は屋敷に戻ってエリーゼたちにもお土産のスイーツ類を振る舞っていた。

　エルも姿を見せてケーキを食べていたが、突然とんでもないことを言い始める。

「俺は先生として、頑張った可愛い生徒たちにご褒美を出しただけだぞ」

「いや、そんなブリュンヒルトほどの高級店、貴族や金持ちが、若い姉ちゃんの気を引こうと連れていくようなシチュエーションにしか思えない」

「嫌だねぇ……心が穢けがれている人は」

「だから、ヴェルがどう思うかじゃなくて、世間の人がどう思うかなの。わかるか？」

「そんなことは、いちいち気にしていられないよ」

　帝国内乱での功績に、トンネルでの騒動もあった。

　いちいち世間での風聞を気にしていたら、俺にはカウンセラーが必要になるかもしれない。

「大丈夫よ、エル。世間の人はこう思うわ。ヴェルは弟子を取ったのだと」

　イーナが言うには、俺が冒険者予備校の魔法使いクラスの中で最優秀の三名を弟子として囲おうとしている。世間では、そういう印象を受けるだろうと。

「弟子かぁ……魔法使いの師弟制度って、俺にはよくわからないけど……」

「私にもわからないけど……その辺ってどうなの？　リサさん」

「正式な登録が必要というわけでもないですし、お互いの了解だけです」

　最近やっと普通に喋しゃべれるようになったリサは、魔法使いの師弟制度について説明する。

「こういう時の解説は、もっぱらブランタークさんだったよな。最近どうしてるんだろう」

「お師匠様は、お忙しいのです……子守りに……」

　ここのところ、ブランタークさんは姿をほとんど見せない。

　その理由は、内乱中に子供が生まれたので、家族との時間にウェイトを置いているからだ。

　なので、本当に用事がある時でないと俺も迎えに行っていない。

　ルイーゼやカタリーナからすると、以前は究極の独身主義者だったのに、今では子供に掛かりきりのブランタークさんが面白くて仕方がないのだ。

「私もカチヤさんに教えましたけど、やはり男性は男性同士、女性は女性同士の方がいいかもしれませんね」

「器合わせの問題か……」

　親子や恋人、配偶者以外の器合わせが世間から色眼鏡で見られる以上は、男性は男性同士、女性は女性同士が好ましいとされていた。

　ただ、器合わせさえしなければ、異性の師弟は珍しくないらしい。

「でもよ、カタリーナの師匠はブランタークさんだろう？」

「器合わせは、ヴェル様とした」

「なら問題ないのか」

　ヴィルマの返答にカチヤは納得した。

　カタリーナは、俺たちと出会うまですべて独力で魔法を学んでいる。

　そのあとで俺と器合わせをし、他の指導はすべてブランタークさんが行っているので、彼女の師匠はブランタークさんということになる。

「あたいは姉御が師匠で、魔力の伸び担当は旦那だもんな……」

　自分で言いながらカチヤは頬ほおを赤く染めていた。

　恥ずかしかったのであろう。

「カタリーナは凄いよな。あたいよりも年下なのに、姉御が感心するくらい独学で魔法を習得していたし」

「私も、基礎はブランタークさんなので」

　リサですら、成人前にはブランタークさんから指導を受けている。

　その基礎さえ独学で習得して一流の魔法使いになったカタリーナに、カチヤは感心していた。

「それは、カタリーナが……」

「ヴェンデリンさん、なんなのです？」

「なんでもないよ」

「怪しいですわね……」

　カチヤのようにコミュニケーション能力がないので、独学でなんとかしないといけなかった。

　必要に駆られてというやつだ。

　これは、口に出して言えなかったが。

「エリーゼは、教会だよね？」

「はい、治癒魔法使いの方に基礎を習いました」

　そして、俺と器合わせをする前に魔力の伸びがほぼ限界に達してしまった。

　その後、俺が他ひ人と様の前では言えない方法で伸ばしていたが。

「ブランタークさんからも、細こま々ごまとしたコツなどを教えてもらって感謝しています。私もそうですが、ルイーゼさん、イーナさん、ヴィルマさんもそうですよね？」

　ルイーゼの師匠は導師ということになっているが、ブランタークさんからもたまに指導は受けていた。

　俺と結婚後に魔法使いになったイーナとヴィルマは、一からブランタークさんの指導を受けている。

「あたいもそうだし、旦那もそうだから、ブランタークさんの教え子が多いよな」

　内乱中には、帝国の魔法使いたちにも指導していたので、弟子の多さでは大陸随一かもしれない。

「そのせいで、引き抜きのお話もあったそうですが」

「エリーゼ、それはホーエンハイム枢機卿経由の情報かな？」

「はい」

　王国がブランタークさんを法衣貴族にしてしまい、冒険者予備校の校長職を任せる計画があったそうだ。

　エリーゼは、ホーエンハイム枢機卿から聞いたと話す。

「ですが、ブライヒレーダー辺境伯様はいい顔をしませんし、ブランタークさんも嫌がっていました」

　彼は貴族は面倒だと考えている人だし、ブライヒレーダー辺境伯家での待遇は悪くない。

　冒険者予備校の校長の件も、貴族にしたブランタークさんを押し込んで予備校校長職を貴族固定にしてしまおうとする貴族たちの陰謀があったようだ。

　相変わらず、面倒なことを企たくらむ連中である。

「ブランタークさんは、お世話になったヘリック校長を押し退のけたくはなかったようで、有能でちゃんとお勤めを果たしている方を、そんな理由で退職させるのかという話になりまして」

　ブランタークさんが突っぱねてしまったために、その話はお蔵入りになってしまったそうだ。

「面倒臭い話だな」

「ですが、その三人の魔法使いの方々はどうするのですか？」

「えっ？　どうって……」

　どうもこうも、このまま一年間のカリキュラム終了まで教えて、修了式で他の生徒たちと共に『よく頑張ったな』と褒めて、ドラマの教師のように感動に浸るだけである。

　それが終われば臨時講師期間も終了なわけで、卒業後にも師匠として個々に面倒は見るが、これはケースバイケースだな。

「間違いなく、他の貴族たちはピリピリしていると思います」

　才能ある若い魔法使いたちなので、どうにか自分の家に引き込もうとしているのに、俺が殊更可愛がれば、バウマイスター伯爵家で確保するつもりなのではないのか？　そういう風に考えているであろうとエリーゼが予想した。

「そうでなくても、うちは伯爵家にしては魔法使いの数が多すぎますから」

　当主である俺の他は、全員妻なので文句も言えない。

　だが、ここで俺が他の魔法使い確保に走れば、ただでは済まないぞと考える貴族も出てくる、とエリーゼは警告する。

「決められた期間は教えるけど、あとの進路は自分で決めてほしいな。勿論、指導や相談はいつでも受けるけど」

　俺はそう思っているのだが、周りが色々とうるさいのは優れた魔法使いの宿命であるか。

　それでも、アグネスたちには自由にやってほしいものである。

　今の俺が自由とはほど遠いところにいるので、余計にそう感じてしまうのだ。

「彼女たちの進路は自分で決めるべきだ。先生は、そのための努力は惜しまない」

「本当、このわずかな期間で先生にかぶれたな」

「かぶれた言うな！」

　思わずエルに言い返してしまったが、それから数日後、早速予備校で変化があった。




「アグネスさん、俺たちのパーティに入らないか？」

　大野外遠足の結果もあり、アグネスたち三人はよく他の生徒たちからパーティに誘われるようになっていた。

「すみません。私たちは三人で動いていますから」

　ただ、三人とも今のパーティで十分だと思っているようで、誘いはすべて断りを入れている。

　魔法使い三人のパーティというのは珍しいが、それで成果が出ていて本人たちも納得しているのであれば、外野が文句を言う筋合いはない。

　だが、中にはおかしな連中もいる。

「魔法使いという希少な才能を持つ者が三人も固まっているのは、はなはだ効率が悪い。僕が分割してパーティを組み直してやろう」

　なぜかこういう上から目線のアホが定期的に出てくるが、命をかけて仕事をしないといけないのに、なぜ出会ったばかりでよく知らないお前にパーティの編成を任せないといけないのだ。

　それをアグネスが指摘すると、そいつは逆ギレした。

「魔法使い三人のパーティ一つよりも、魔法使いが一人のパーティ三つの方が効率がいいだろうが！　僕はこういう知識に長たけているんだ！」

「はいはい。そこまで」

　俺は、アグネスを怒鳴りつけるアホを制止する。

　年齢は俺よりもいくつか上に見えるが、なぜかそれだけでとても偉そうである。

「なんだね？　君は」

「冒険者のパーティとは自分で決めるものであって、他人に強制されるものではない。お前は、そんなこともわからないのか？」

「僕は一番効率がいい方法を言っているのだ。なにしろ僕は、ベイヤー男爵家の者だからね」

　段々と話が見えてきた。

　どうやらアグネスたちを手に入れるため、このバカたちが予備校に送り込まれてきたのであろう。

　来たばかりなので、俺の顔を知らなかったようだ。

「効率って言うけど、分割して戦力が落ちたパーティが犠牲を出せば、その時点で全体的な効率が落ちるけど」

　何度でも言うが、命がかかっているのに戦力の公平な分布もクソもない。

　パーティメンバーは、自分の意思で決めるものなのだから。

「君は魔法使いかね？　魔法使いは魔法は凄いが、冒険者としてパーティを組むならば、幼少の頃より高度な教育を受けた貴族たる僕に任せたまえ」

　戦闘力はあまりないけど、指揮、調整能力は優れていると言いたいらしい。

　軍隊ならともかく、人数が少ない冒険者パーティで戦闘力が低いのは致命傷だと俺は思うのだが……。

「君はまだ若いではないか」

　この貴族のボンボン、おそらく家ではオマケ扱いであろう。

　跡取りや有能な者は、公的な仕事で忙しいだろうからな。

「言い分は聞きました。ですが、やはり冒険者のパーティは本人が決めるものです。それに、この娘こたちはまだ未成年なので」

「それについては安心したまえ。我がベイヤー男爵家からの出陣命令で、いくらでも魔物の領域に入れるから」

「あんたはバカか……」

　俺は十二歳の頃に、王国政府からの従軍命令でグレードグランドの討伐に赴いた。

　貴族家でも家族や領民に同じような命令を下すことはできるが、まともな貴族はまずそれをしない。

　領内の魔物の領域解放を目指すなら成人した凄すご腕うで冒険者たちに任せるのが常識で、内乱の鎮圧、紛争、山賊の退治などでも、領主や家臣が跡取りや子供を出陣させる時くらいにしか魔法使いは使わない。

　貴族が、自分たちの利益のためだけに魔法使いを囲って魔物の素材などで利益を上げる。

　こういう搾取行為は、世間から白い目で見られてしまうからだ。

「まず前提条件がおかしい。この娘たちはベイヤー男爵家の領民ではない。もし従軍命令を出すにしても、それは王国政府の領分だろうが」

「それも、我がベイヤー男爵家の領民に転籍すれば問題ないさ」

「おい……」

　この目の前のバカは、自分の領地によほど自信があるのか？

　いや、それはないだろう。

　うちの実家を見ればわかる。

　王国直轄地で普通に暮らす住民たちからすれば、なにが悲しくて名前も知らない男爵領になど移住せねばならないのかと思うからだ。

　貴族領には当たり外れがあり、子爵領以上だとそう外れもなく、ブライヒレーダー辺境伯領などは生活レベルが王国直轄地と大差ない。

　だが、男爵領以下は賭けになる。

　当主や統治システムが優秀で暮らしやすい場所もあるが、駄目な場所もある。

　ベイヤー男爵領は、このバカを見れば一目瞭然だ。

　間違いなく外れであろう。

　アグネスたちに金を稼がせようとしている意図が透けて見える。

「大体、君はなんだね？　生徒のようだけど、これ以上うるさいと父上に言って罰を与えるぞ」

「罰ですか……」

　どんな罰なのか、気になるところではある。

「そうだ！　いくら魔法使いでも、平民風情は黙って……」

「あのさぁ。見てわからないのか？　俺は講師なんだが。臨時ではあるけど」

　世の中には、予想を超えるバカが存在するらしい。

　俺の格好を見ても、魔法使い志望の貧乏な平民にしか見えないというのだから。

「講師？　その若さでか？　嘘うそを言え！」

「いや、嘘じゃないけど。ちなみに、俺の名前はヴェンデリン・フォン・ベンノ・バウマイスターです。二度と会わないと思うけど、一応自己紹介はしておく」

「なっ……竜殺しの英雄……」

　俺の名前を聞き、ベイヤー男爵家の若い男とその取り巻き連中は足早にその場から立ち去ったのであった。




「それは、凄いバカと遭遇したな」

　バカたちを追い払ったあとにヘリック校長に事の顛てん末まつを報告すると、彼は呆あきれた表情を隠そうともしなかった。

「まともな貴族は、もっとスマートに勧誘するがな。ちゃんと条件も提示するし」

　お金がなかったり欲深な貴族だと、ああいう勧誘になるらしい。

　仲間に入れてから、貴族の子弟が強引に愛人にしてしまい、稼がせて実家に貢がせる。

　稀まれに、こういう寄生行為の被害に遭う女魔法使いがいるそうだ。

「ベイヤー男爵家か……ギルドに報告しておくか」

「報告するとどうなるのです？」

「当然、ブラックリスト入りさ」

　ブラックリストに入ると、指名依頼がほぼ出せなくなる。

　冒険者が寄りつかなくなるので、領内に魔物の領域を抱えていても、自力たちだけで狩りをしなくてはならず、富を生み出せなくなってしまうというわけだ。

「なんでそんなバカなことを……」

「領内に、魔物の領域がないんだろうな」

　ただの貧乏男爵領なので、余り者の息子に女魔法使いを誑たぶらかさせて実家に仕送りをさせる。

　それにより、領地の財政状態を改善するというわけだ。

　それにしては、あの男はイケメンでもなかったな。

　ヒモを目指すのであれば、せめてイケメンでないと難しいであろう。

「そういう貴族ってのはプライドばかりが高くてな。例えば正妻や身分の確定している側室にでもするならわかるけど、高貴な我が家に平民の娘は入れられないからとか抜かすんだ」

　非公式の愛人にして、金だけ搾取する。

　女魔法使いからすれば、関わり合いにならない方がいい連中とも言えた。

「あ───、これは注意喚起しないとなぁ。勧誘が増えた原因の一つには、実はバウマイスター伯爵たちも関係あるんだけど」

「俺がですか？」

「間接的にだな。帝国の内乱で大活躍したじゃないか」

　俺、導師、ブランタークさん、カタリーナ、エリーゼなどが帝国内乱で大きな戦功をあげている。

　魔法使いが戦争で活躍することは誰にでも予想がつくが、実際にその成果を聞けば、自分の家にも魔法使いが欲しくなってしまう。

　そこで、予備校で学んでいる生徒たちへの勧誘が激しさを増しつつあるのだ。

「魔法使いの人数から考えても、魔法使いを雇っていない貴族家の方が圧倒的に多い。バウマイスター伯爵は魔法使いに恵まれすぎている。戦争のみならず、領地の急速な発展も実現となれば、欲しくてたまらないだろうな」

　たとえ初級でも、いるのといないのとでは大きな違いがあるというわけだ。

　その得意魔法によって、実はあまりニーズに合わない魔法使いもいるのだが。

　その最たる例は、カチヤであろうか。

　彼女の魔法では、領地開発や農作業の役には立たない。

　本人は身体機能を強化していくらでも農作業が可能なのだが、一人だけ元気に畑を耕してもあまり成果は得られない。

「これは、計画を前倒ししないとな」

「前倒しって、もしかして……」

「そう、冒険者予備校バウルブルク支部の開設を、だ」




　ヘリック校長との話を終えてから屋敷に戻ると、俺はすぐにローデリヒを呼び出す。

　そして、予備校側からの要請を伝えた。

「予備校開設の前倒しですか。それは十分に可能ですな」

「予定では一年後になっているけど大丈夫か？」

「はい、実は敷地も校舎もほぼ完成しているのです。寮は建設中ですけど、それは他の宿泊先を臨時に宛てがえばいいのです。どうせ、最初はそれほど生徒を抱え込めませんので」

「相変わらず、手際がいいな」

　さすがはローデリヒ、もう領主は彼でいいのではないかと思ってしまう。

「予備校の開設で一番大変なのは、手続きが面倒なことと審査にもの凄く時間がかかることです。向こうから急げと言っている以上は、それが早まると考えるべきですな。ところでお館様、今なにか不穏なことを考えていませんでしたか？」

「気のせいじゃないかな」

　さすがはローデリヒ、妙に鋭い部分を見せる。

　俺が領主の座を押しつけたいと、心の中で願っているのに気がつくなんて。

「準備を進めておきましょう」




　そんな話をしてから一週間後、冒険者予備校バウルブルク支部はあっという間に開設された。

「手続きとか審査って、なんなのでしょうか？」

「実は審査の大半は、王国政府が行っているからね。でも、最近は新規に冒険者予備校を立ち上げる話も少なく、その気になれば審査期間は短縮可能なのさ」

「それは知りませんでした」

「あんまり公にできない話だからね、仕方がないよ」

　開校した冒険者予備校の中庭で、エーリッヒ兄さんが俺に事情を説明してくれた。

　仕事が少ない担当者は、その少ない仕事を引き伸ばしたがる。

　どこの世界でも、役人とは同じことを考えるようだ。

　だが、今回は冒険者ギルドにせっつかれて、急ぎ審査を終えたというわけだ。

　学生寮が完成していないので人数の受け入れ制限があり、また入学シーズンではないので転入生ばかりだが、冒険者予備校バウルブルク支部は活動を始めた。

　校長は元冒険者でヘリック校長の知り合い、講師陣は王都の予備校に在籍している非常勤講師を昇格させて対応、生徒も王都の予備校からの転校生が大半であった。

　とりあえずはこの状態で始動しつつ、来年の春までに新入生を受け入れる体制を整えるのだそうだ。

「さすがに一週間は無茶だから手続きと審査は今も継続中だけど、特に問題もなく正式な許可は出る。どんなに伸びても、新入生入学時までには終わらせるそうだよ」

「助かりました、エーリッヒ兄さん」

「私はなにもしていないよ。今日はただのメッセンジャーだから」

　冒険者予備校を開設すると、王国政府から補助金が出る。

　その関係でバウルブルクまで来たエーリッヒ兄さんは、俺に裏の事情を説明した。

「妙な貴族から魔法使いの卵たちを守る。それはわかりますけど、うちが囲い込みをしていると思われるのもどうかと……」

　王都の予備校生たちにバウルブルク支部への転校を打診すると、希望者が殺到した。

　特に、魔法使いは全員が転校希望を出している。

　うちに集まった人数が多いような気がしないでもない。

「ヴェルの奥さんたちは産休中だけど、バウルブルクの予備校なら講師ができるじゃない。講師陣の充実ぶりでは王都の予備校でも勝てないかもね。生徒を無理やり囲い込まなければ大丈夫だよ」

　実際に講師の件では、冒険者ギルド側からも要請が入っている。

　そこで無理をしないように、エリーゼ、カタリーナ、リサなどが対応する予定であった。

「バウルブルクなら安定した指導を受けられるし、アルバイトにも有利だしね」

　エーリッヒ兄さんの言うとおりだ。

　いまだ発展途上で手付かずの自然が多いバウルブルク近郊には、多くの獲物が存在する。

　予備校生たちがアルバイトで稼ぎやすいという事情もあった。

「だからって、魔法使い全員か……」

　冒険者予備校バウルブルク支部の生徒数は二百名ほどであったが、その三分の一近くが魔法使いであった。

　他の予備校では考えられない魔法使いの人数である。

「勧誘は、卒業後に一人前になったらいつでもできるからね。狩猟の場所に関しては魔の森が一番のスポットになっている。他の支部の卒業生たちも結局、魔の森に集まっているのさ」

　魔の森産の素材と採集物は不足しているので、その買い取り額が高い。

　同じ命をかけるのなら、稼げる場所を選ぶのは当然ではあった。

「未成年の間は面倒を見るけど、成人後にどの貴族の勧誘についていこうと自由ですか……」

　ベイヤー男爵家の勧誘行為が問題になったのは、まだ予備校生であるアグネスたちを勧誘しようとしたからだ。

　法的には問題ないが、それは暗黙の掟おきてで禁止されている。

　冒険者ギルドからすれば、駄目な貧乏男爵家くらいならそれを罰するのに躊躇わないというわけだ。

「ヴェルは、春まで大変だね」

「そうですね」

　冒険者予備校バウルブルク支部に転校した魔法使いたちへの指導に、王都の予備校でもまだ指導の仕事が残っている。

　王都の予備校に所属する魔法使いの人数がゼロになってしまったので、十歳から十一歳くらいまでの、入学可能年齢に達していない魔法使いへの指導も発生してしまった。

　入学前に基礎力をつけるとかで、ヘリック校長がどこかから魔法使い見習いを集めてきたのだ。

　どうやら、エリーゼたちが出産するまで俺を手放さないつもりらしい。

「これも、エリーゼたちが出産するまでですよ」

「本当にそれで終われるのかな？　ヴェルの指導って、予備校側の評判がいいんだよね。それに……慕われているね」

　新設された冒険者予備校バウルブルク支部の前でエーリッヒ兄さんと話をしていると、アグネスたち三人が駆け寄ってくる。

「先生、もうすぐ講義の時間ですよ」

「新しい校舎って、木のいい匂いがしますね」

「先生のお兄さんって、うちのお兄さんと違ってしっかりしているんですね。格好いいし、羨ましいなぁ……」

「エーリッヒ兄さん、また夜に」

「そうだね。夕食をご馳走になりに行くから」

　エーリッヒ兄さんと別れた俺は、三人に手を引かれながら真新しい校舎へと向かう。

　そして結局、これからも冒険者予備校バウルブルク支部の臨時講師を続けていくことになるのであった。





巻末おまけ　メイドさんによる短期研修







「なるほど！　遂ついに私が新人を指導する立場になるわけですね。これも私の努力と才能の賜たま物ものというもの」

「勝手に大きな勘違いをしているようですが、屋敷に入るメイドの指導ではありません。完成間近の冒険者予備校バウルブルク支部の寮ですが、なにしろバウマイスター伯爵領は基本的に人手不足。寮の管理をする人員が応募してこないそうで、正式に開寮したあとも、暫しばらくは生徒たちが自分たちで寮を管理しつつ、食事などの準備もしなければならないのです」

「つまり、世間知らずのお子様たちに我々が基本的な家事を教えると？」

「随分と上から目線ですけど、まあいいでしょう……本来、こんなことをする必要はないのですが、これもお館やかた様の慈悲というわけです」

「わかりました！　ビシビシ鍛えてやりますよ！」

「話を聞いていましたか？　レーア。あくまでも基礎的なことでいいのです」




　ドミニク姉さんもそろそろお腹が目立ってきたというのに、相変わらず律儀というか真面目ですね。

　私にわざわざ説明に来て……きっとエリーゼ様の幼おさな馴な染じみだからでしょう。

　この度、バウルブルクに冒険者予備校の支部が完成し、お館様たちが臨時講師として魔法を教え始めました。

　急ぎ開校したせいか寮はまだ完成していないので、生徒たちは臨時でバウルブルク各所にある宿屋などに分散して寝泊まりしています。

　完成すれば全員寮に引っ越すそうですが、そうなると今度は別の問題が。

　バウマイスター伯爵領は人手不足なので、寮で食事を作ったり、掃除をしたり、洗濯をする寮母さんがいないのです。

　正直なところ『そこまでする必要があるのかな？』と思わなくもないですが、お館様はお優しいお方。

　預かった生徒たちを、ちゃんと面倒見ようということなのでしょう。

　寮母さんがいないのであれば、あとは入寮する生徒たちが交代で食事などを作ることになる。

　バウルブルクにはお店が多いですけど、値段が高いので予備校の生徒たちには厳しいはず。

　これを機に、自炊、掃除、洗濯などを覚えなさいということなのでしょう。

　そして、その臨時講師役に私が命じられたと。




　初の大任、お館様の期待に応えるべく、私は頑張りますよ！




「と、思って来てはみたものの……」

　もうすぐ完成する寮の前に向かうと、そこには三名の生徒しかいませんでした。

　もっと沢山の人に家事の基本を教えると思っていたのですが、実は私ってお館様に評価されていない？

「あれれ？　ですね」

「そんなバカなぁ───！」

　どうやらお館様にとっても想定外だったようで、一人絶叫し続けていました。

　数多あまたの功績をあげ、大貴族に成り上がったお館様にも予想外のことがあるのですね。

「炊事や掃除や洗濯は、冒険者のみならず、独立した大人の基本なのに！」

「特に新人冒険者は自分で全部やれなきゃ駄目だものな。でもな、ヴェル。冒険者志望者なんて大半がこんなものだぞ。必修でもない臨時研修に出席する奴なんてそんなにいないさ」

　私の前で絶叫し続けるお館様に、見通しの甘さを指摘しているエルヴィン様。

　どうやら、お館様の善意は生徒たちに通じなかったようで……。

「おかしいな？　自炊できれば、冒険者になったあと野営で役に立つことに気がつかないなんて。洗濯だってそうだ。全部、召使いがやってくれるような家柄の奴はいないだろう？」

「滅多にいないな。俺も自分でやってたし。王都に住むようになったら、屋敷のメイドさんに任せてしまったけど」

「仕事の途中、野営することになったらどうするんだ！」

「なにか買ってきて食べるつもりなんじゃないの？」

「都会のモヤシっ子じゃあ、火を起こして湯を沸かせるかどうかも怪しいな。覚えておいて損はないのに！」

　そう言われると確かに、冒険者は時に人が住んでいない未開地や、魔物の領域で日を跨またいで狩猟をすることもあるはず。

　その時に、簡単なものでも温かい食べ物が用意できるかどうかで、翌日以降の士気に大きく影響が出るはずです。

　これが地方の子供なら、自分で火を起こして食材を切り、簡単な煮炊きくらいは家の手伝いでできる人が多いとか。

　屋敷にいる、地方出身の同僚がそんなことを言っていました。

　ところが、王都など大都市に住んでいると、火を起こすことすらできない子供もかなりいるとか。

　それをなんとかするのと同時に、寮母さんが入るまでに簡単な煮炊きを身につけさせようと思って人を集めたら……。

　この結果というわけですか。

「っかぁ───！　戦争も狩猟も、戦わない時の補給こそが一番大切なのに！」

「大げさだなぁ。相手は子供だから、格好いい剣の扱い方とか、魔法の練習とかに夢中なのは仕方がないって。開寮して当番が回ってきたら、碌ろくにできなくて苦戦すると思うから、そうしたら覚えに来るって」

「困る前に習いに来ればいいのに……」

「そこは子供なんだから、予備校時代に気がつけば遅くないって」

　予備校にいる間に失敗しておけばいいと、エルヴィン様がお館様を慰めていました。

　さすがは私の将来の旦那様です。

　実に懐が深い。

「ヴェルの弟子たちは、ちゃんと参加しているからいいじゃないか」

　必修でもない、カリキュラムにも入っていない短期研修なのに、ちゃんと参加している女の子が三人。

　確か、お館様がその魔法の才能を認めて弟子扱いにした子たちがいると聞きましたが、きっと彼女たちがそうなのですね。

「な？　ヴェルの弟子はちゃんとわかっているんだって」

「はい、先生。冒険者になると、人里離れた場所で長期間仕事をすることもあると聞きます。最低限の自炊能力は必要ですよ」

「洗濯や、装備の簡単な修繕もそうですね。お店に持っていけない場所で壊れた時、応急でも直せればかなり違うはずです」

「どんな仕事でも、お掃除は基本です。お兄さんのお店も、ちゃんとローザさんが毎日掃除していますし」

「ううっ……ちゃんとわかってくれている人がいてよかった」

　お館様、自分の考えをちゃんと理解したお弟子さんたちに感動して涙ぐんでいますね。

　よほど嬉うれしかったのでしょう。

「私、家の手伝いはしていても、それは主に家業の方なので料理とかそんなにしたことないんです。でも、料理を覚えたら先生に作ってさしあげますね」

「私もお兄さんが料理人だけど、素材の確保が最優先で料理自体はそんなに経験ないんですよね。上達したら、先生になにか作ってさしあげますね」

「私も。今度、食べられるお花とか持ってこようかな？」

　お館様のお弟子さんか……。

　同じ女性として言わせてもらうと、どうも純粋なお弟子さんというよりも、その先を狙っているような……。

　他の出席者がいなくて、むしろ好都合だと思っているのかもしれません。

「それじゃあレーア、基本的なことから頼む」

「わかりました、お館様」

　この私が、お館様のお弟子さん……将来、また奥さんの数が増える可能性が高いかもですけど……に、きっちりと料理を教えてさしあげましょう。

「頼むな、レーア」

「任せてください、エルヴィン様」

　もうすぐ私の旦那様になるエルヴィン様にも頼まれてしまいましたしね。

　この私が、ドミニク姉さんに拳げん骨こつを落とされながら覚えた技の基礎を教えてさしあげましょう。




「で……なぜメイド服？」

「さすがに、ローブ姿のままではどうかと思ったわけです。汚れるかもしれませんし」

「そうだな。レーアの考えは正しい」

　生徒が三人しかいないので、研修は完成間近の寮にある台所で行うことにしました。

　今日は簡単な料理の基礎からですが、まずは形から。

　ローブが汚れると困るでしょうから、早速、汚れてもいい格好に着替えてもらいました。

　お館様が不思議に思っているようですが、こういう作業の時はメイド服が基本です。

　だって私、メイドですから。

「作業着と思っていただけたら。お館様考案の新しいメイド服は余っていないのですが、予備にしている古いメイド服が余っていたので。お館様デザインの新しいメイド服を参考に、ちょっと改良を加えているので、以前よりは動きやすいはずですよ」

　主な改造は、スカートを少し短くした点でしょうか。

　あれですよ。

　スカートは短い方が、男性のウケもいいのではないかなと。

　膝下程度なので、そこまで短くしたわけでもないですし。

　昔のように踝くるぶし付近までスカートがあると、裾が汚れやすいのです。

　汚れたら洗濯しなければならず、これが結構な手間なので。

「アグネスさんも、ベッティさんも、シンディさんもお似合いですよ」

「本当ですか？　レーアさん」

「はい」

「先生、どうですか？」

「うん、似合ってるな、アグネスのメイド服姿」

　最初はなぜメイド服と言っていたお館様も、実際にアグネスさんたちのメイド服姿を目の当たりにしたら満更でもない表情を浮かべています。












　女性は、ローブ姿よりもメイド服姿の方が似合いますしね。

「先生、私はどうですか？」

「私も見てください、先生」

「ベッティとシンディも似合っているな。うん、可愛かわいい」

「「ありがとうございます」」

　お館様がアグネスさんだけ褒めたので、すぐにベッティさんとシンディさんも競うようにメイド服姿が似合うか聞いてきました。

　好きな男性に褒めてもらいたい。

　これは、ただのお弟子さんと師匠の関係ではありませんね。

　お館様にはそんなつもりは微み塵じんもないようですが、向こうは本気の本気でお館様の奥さんの座を狙っているようにしか見えません。

「先生、私は可愛くないですか？」

「そんなことはないよ。アグネスも可愛い」

「ありがとうございます」

　自分だけ可愛いと言われていないと拗すねるアグネスさんに、そんなことはないと慌てて言うお館様。

　お館様は相変わらず、奥さんの数が多いのに女性の扱いに慣れていませんね。

「レーア、そろそろ始めた方がよくないか？」

　とここで、エルヴィン様が上う手まく話の流れを変えてくださいました。

　まずは包丁の使い方からです。

　この『包丁』はミズホ製なのですが、以前使っていた調理用ナイフよりも切れ味もよく便利なので、バウマイスター伯爵家のお屋敷ではこの包丁が大量に置かれるようになりました。

　アグネスさんたちは魔法の袋をお持ちのようですから、冒険者がよく使う小型の調理用ナイフよりも包丁の扱いを覚えて、携帯する方がいいでしょう。

「食材はこのジャガイモです」

　これは、お屋敷から持ってきたものです。

　テレーゼ様の故郷であるフィリップ公爵領から大量に送られてきたので、こちらにもお裾分けというわけです。

「皮を剥むき、なるべく薄くスライスしていきます」

　まずは動作のコツ込みで実演を見せ、そのあとにアグネスさんたちにやってもらうわけです。

「皮に身が沢山ついてしまいます」

「皮がブツブツ切れちゃう」

「お兄さんって、実は凄すごいのね……」

　三人は、初心者にしては上手な方といった感じでしょうか？

　何度か練習して、どうにかジャガイモの皮が剥けるようになりました。

　まだ皮についている身は多いですけど、あとは独自に練習してもらうということで。

「次に、このジャガイモを薄くスライスします」

「薄い……」

「私にできるかな？」

「料理人の妹である私は引けませんね」

　私がお手本を見せると、三人はジャガイモを薄くスライスし始めました。

　最初はかなり分厚かったのですが、段々と薄くスライスできるようになってきました。

「この薄くスライスしたジャガイモを水に晒さらし、水から引き上げたら綺き麗れいな乾いたフキンで水分をしっかり取り去ります。いいですか？　しっかりですよ」

「「「はい」」」

　三人は、私の言うとおりに作業を進めていきました。

「そしてこれを、熱した油で揚げます。油の温度はあまり高くしてはいけません。すぐに焦げてしまうので」

　焦げると、苦くて美お味いしくなくなりますからね。

「コンガリいい色に揚がったら、このような紙の上にのせて余分な油を切りましょう」

　この辺の作業は簡単なので、特に言うこともありませんね。

　なお、油を切っている紙もミズホ製の『ワシ』とかいう特別な紙です。

　何種類かの料理では必ず使うので、バウマイスター伯爵家ではミズホから輸入して在庫をストックしてあります。

「最後に、上からパラパラと塩と刻んだ乾燥パセリを振って完成です」

「「「できました」」」

「見た目はいいですね。では、試食しましょう」

　アグネスさんたちの分も含めて四人分のポテトチップスが完成したので、オヤツも兼ねて味見をしてみましょう。

　テーブルに完成したポテトチップスを並べ、アグネスさんたちにお茶の淹いれ方も教えます。

「カップは、事前にお湯で温めておくといいですよ。お茶を淹れるお湯の温度は、沸騰した直後のお湯はよくありません。香りが飛んでしまいますから。少し冷ましたお湯をポットに注ぎ、こうやって少しずつお茶を回し入れていきます。一度に一つのカップに全部注いでしまうと、お茶の濃さなどに差が出てしまうからです」

「「「なるほど」」」

　エリーゼ様やドミニク姉さんほどではありませんが、私はバウマイスター伯爵家のメイドで三番目にお茶を淹れるのが上手だと言われていますから。

　お茶を淹れることには一いっ家か言げんあるのですよ。

「これで完成です。では、早速味見をしましょう」

「「「はい」」」

　まずは私の作ったポテトチップスですが、お館様から教わって何回も作っていたので失敗はあり得ません。

　サクサクした歯ごたえと、絶妙な塩加減、乾燥パセリの風味がアクセントとなり最高の美味しさですね。

　他にも、お館様考案のカレー粉を使ったものや、溶けたチーズをのせたもの、溶かしたチョコレートをつけて食べるのも最高です。甘じょっぱいのが意外と癖になるのですよ。

　そちらの方は、後日、時間があったら教えてもいいですね。

「アグネスさんたちのポテトチップスは形が歪いびつなのが問題ですが、美味しさに変わりはないので及第点でしょう。ただ、バウマイスター伯爵家のテーブルには出せませんね」

　なにしろ、大貴族たるバウマイスター伯爵様がそのお口に入れるものですからね。

　我々メイドや調理人たちは、毎日細心の注意を払って食事やお菓子を作り、お茶を淹れているのですから。

「つまり、先生に私の手料理を食べていただくには高いハードルがあるのですね」

「そういうことになります」

　可哀想ですが、お館様のお口におかしなものを入れてはいけないのです。

「わかりました。私、頑張ります！」

「私も、お兄さんに習おうかな？」

　ちょっと厳しいことを言ってしまいましたが、アグネスさんたちはやる気十分なようですね。

　最初にしては上手なので、頑張ればお館様が口に入れられるものを作れるようになるでしょう。

　アグネスさんだけ同じ年ですけど、『頑張って後輩たち！』って思えてしまいますね。

「きっと、努力は報われますよ」

「あのさ、レーア」

「はい、どうかしましたか？　エルヴィン様」

　初回にしては上手く教えられたと思うのですが、エルヴィン様はなにか疑問でもあるのでしょうか？

「これってさ、寮母さんが来るまでの間、自分たちだけで自炊できるようにと、冒険者になった時に野外で調理できるよう基礎を教えるって話だろう？　どうして飯作らないでポテトチップスなんだ？　これ、オヤツじゃん。ジャガイモを使った料理を教えた方がいいような……なあ、ヴェル」

「確かに、これだけだと腹が膨れないな。冒険者は体が基本だから、ちゃんとした食事の作り方の方がいいような……」

「はっ！」

　しまった！

　つい、ジャガイモがあったので、私が一番好きなジャガイモ料理を教えてしまいました！

　ちょっと小腹が空すいていて、オヤツの時間に近かったのが不運でした。

　ですが、ここで臨機応変に対応できるのが、この私です。

「今度はジャガイモに皮がついていても大丈夫です。短冊状に切り、これを油で揚げます」

　どうですか。

　今度は、食事にもなるフライドポテトですよ。

　これなら、誰でも簡単に作れますし。

「いや、あの……寮の台所では問題ないかもしれないけど、野営で大量の油を料理に使えるのかな？」

　しまった！

　確かに、お館様の仰おっしゃるとおりでした！

　次の料理……どうしようかとメイド頭脳で考えていたら……。

「ふんっ！」

「痛いですよ。ドミニク姉さん」

　妊婦なのに、もの凄い速度で台所に入ってきたドミニク姉さんの拳骨が私の脳天に炸さく裂れつしました。

　妊婦なのに、容赦なし。

　お館様もエルヴィン様も、素で引いているではありませんか。

「そんなに難しく考える必要はありません。野営での食事なので、素早く作れて必要な栄養がとれるのが一番なのですから」

　そう言うと、ドミニク姉さんが調理を始めました。

　皮を剥いたジャガイモを適当な大きさに切ってから少量の油で炒め、ある程度火が通ったら薄切りにしたお肉も炒める。

　そこに水、ショウユ、砂糖を入れてジャガイモが柔らかくなるまで煮込むだけ。

「本当は、ミズホの『肉ジャガ』のように人にん参じんやタマネギなども入れたいのですが、簡単にできる野営料理というお話でしたので」

「おおっ！　さすがはドミニクだな」

「お褒めに預かり光栄です」

　やはり経験の差か……お館様が、ドミニク姉さんの料理を賞賛しています。

「これなら、私でも作れそうです」

「簡単なのに美味しいですね」

「アレンジも多彩にできるのでいい料理ですね」

　アグネスさんたちも、ドミニク姉さんをベタ褒めですね。

　私の立場はって感じになってきましたが……がっ！

　ここで引いたらメイド失格でしょう。

　今、いい料理を思いつきました！

「ジャガイモを千切りにします。今度は水には晒しません。これを油を敷いてから熱したフライパンの底に入れ、このようにヘラで押しながら焼いていきます。次にフライパンに蓋ふたをしてから弱火で暫く焼いていき、ジャガイモ同士がくっついてきたら、これを裏返して油を追加。火を強くしてからカラリと焼き上げて完成です」

　よかった。

　テレーゼ様からジャガイモを貰もらった時に、フィリップ公爵領の料理を教わっておいて……。

　テレーゼ様は、故郷の田舎料理だと言っていましたね。

　料理名は特にないそうですけど。

　強いていえば『ジャガイモのパンケーキ』でしょうか？

「へえ、これはシンプルな味だけど、簡単に作れていいな」

「これも、チーズやお肉を加えるとボリュームが増していいな」

　私の料理は、お館様とエルヴィン様からいい評価をいただきました。

「最初からこれを作れば問題なかったのですが……」

　ドミニク姉さん、そこは真しん打うちはあとから登場ってやつですよ。

　それに、他の料理も色々と思いつきましたし。

「では、次の料理を始めますよ」

　こうして、バウマイスター伯爵家の優秀なメイドであり、エルヴィン様の美しき婚約者である私による料理講座は、順調にスタートしたのでした。
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「なあ、ヴェル」

「なんだ？　エル」

「お前、少し……じゃなくて、かなり太ったか？」

「そうかな？」

「おかしいだろう！　魔法使いがこんな短期間に太るなんて！」




　私が、アグネスさんたちに料理を教え始めてから一ヵ月ほど。

　結局、開寮直前に急きゅう遽きょ寮母さんが決まったので、生徒さんたちに料理を教える講義はその短い歴史を終えてしまいました。

　ですが、アグネスさんたちはどうしてもお館様に手作りの料理を食べてもらいたいらしく。

　そこでこの私が一肌脱いで、空いている時間に色々と教えるようになりました。

　彼女たちはとても真剣で、覚えも早く、今では種類が限られますが、お館様が口に入れても大丈夫な料理やお菓子が作れるようになったのです。

　彼女たちは作った料理やお菓子をお館様に持参するようになり……ちょっと間食にしては量が多いかなとか……料理やお菓子は適切な量を作るのは難しいですからね。

　素人が作ると、どうしても多めになってしまいます。

　ちょっと甘みと脂が多い料理が多いかな……素人には、素材本来の旨うま味みを生かすような繊細な料理は難しいですからね。

　少しでも失敗すると、如実に味に影響が出ますし……。

「つまりですね。アグネスさんたちが、講義の合間に順番に自作した料理やお菓子をお館様に持参して、お館様もお優しいので全部食べてしまうわけですよ。でも安心してください。おいおい、一度に作る量を減らすようにとか、脂っこい、甘ったるい料理やお菓子をやめるようにとか、お教えいたしますので」

「今すぐ、そういう風に教育しなさい！　お館様が病気になったらどうするのですか！」

「痛いですよぉ……ドミニク姉さん。先日のエルヴィン様とのデート内容を忘れてしまいそうです。新しいレストランで一番高いコースをご馳ち走そうになったのに……」

「覚えているではないですか！」

　相変わらず、ドミニク姉さんは容赦ないです。




　でも、ちょっとふくよかなお館様って、貴族らしくていいと思うのですけど。
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